
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　第１の所定の時間からの基準電気記録図デー

タと第２の所定の時間からの最近の電気記録図データを

比較することにより、心臓事象の発生を検知するように

設計される心臓救済器を有する。

【解決手段】　急性心筋梗塞（AMI）は患者の心電図か

ら比較的短い期間にわたりSTセグメントシフト（すなわ

ち、電圧変化）を記録することにより検知される。本発

明は電極、心臓救済装置を含む監視システムである。心

臓救済装置はAMI検知機能と患者にAMI又は他の重大な心

臓事象を有していること及びただちに病院に駆けつける

べきであることを警告する警報手段を有する。最近収集

された電気記録図データと心臓信号が正常であった昔に

収集された基準電気記録図データを比較する。所定の時

間間隔により分けられた複数の検知を要求する。電極及

び心臓救済器は埋め込まれ、監視システムは、外部警報

信号を作り出し警報を停止させる手段も有する外部警報

システムを含む。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 に 埋 め 込 ま れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 電 気 記 録 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な く と も ２
つ の 電 極 と 、
　 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 を 含 み 、 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 が
　 (a)電 気 記 録 図 を デ ジ タ ル 化 し て 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 電 気 記 録 図 セ グ メ
ン ト を 作 り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (b)第 １ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 第 １ の 所 定 の 時 間 に 処 理 し て 、 患 者 の 少 な く と も １
つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出 す る 手 段 と 、
　 (c)前 記 少 な く と も １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 保 存 す る メ モ リ 手 段 と 、
　 (d)第 ２ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を の ち の 、 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 処 理 し て 、 患 者 の 少 な
く と も １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出 す る 手 段 と 、
　 (e)メ モ リ 手 段 と 結 合 し 、 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ の 心
臓 信 号 パ ラ メ ー タ が 、 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ の 基 準 心 臓
信 号 パ ラ メ ー タ か ら 所 定 の 閾 値 振 幅 以 上 シ フ ト し た と き に 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う に 設 計
さ れ た プ ロ セ ッ サ 手 段 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患 者 の 心 臓 事 象 を 検 知 す る シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 急 性 心 筋 梗 塞 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が １ つ 又 は そ れ 以 上 の 拍 動 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の STセ グ
メ ン ト の 平 均 電 圧 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が １ つ 又 は そ れ 以 上 の 拍 動 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の ST偏 差
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が １ つ 又 は そ れ 以 上 の 拍 動 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の T波 の
電 圧 振 幅 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 内 に 前 記 第 １ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る メ モ リ 手 段
を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 内 に 前 記 第 ２ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る メ モ リ 手 段
を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 内 に 警 報 サ ブ シ ス テ ム を さ ら に 含 み 、 前 記 警 報 サ ブ シ ス テ
ム が 患 者 に 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 警 告 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 及 び 外 部 装 置 間 に 二 方 向 の 無 線 通 信 手 段 を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 外 部 装 置 が 可 聴 式 の 外 部 警 報 信 号 を 作 り 出 す 機 能 を 有 す る 外 部 警 報 シ ス テ ム で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 前 記 可 聴 式 の 外 部 警 報 信 号 を 停 止 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 内 に 警 報 サ ブ シ ス テ ム を さ ら に 含 み 、 前 記 警 報 サ ブ シ ス テ
ム が 患 者 に 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 警 告 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
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０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 第 ３ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 第 ３ の 所 定 の 時 間 に １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出
す る 手 段 と メ モ リ 手 段 と 結 合 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 を さ ら に 含 み 、 前 記 プ ロ セ ッ サ 手 段 が 、
前 記 第 ２ 及 び 前 記 第 ３ の 所 定 の 時 間 の 両 方 で 抽 出 さ れ た 前 記 １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が
前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 同 一 の １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ か ら 所 定 の
閾 値 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 第 ４ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 第 ４ の 所 定 の 時 間 に １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出
す る 手 段 と メ モ リ 手 段 と 結 合 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 を さ ら に 含 み 、 前 記 プ ロ セ ッ サ 手 段 が 、
前 記 第 ２ 、 前 記 第 ３ 及 び 前 記 第 ４ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー
タ が 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 同 一 の １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ か ら 所
定 の 閾 値 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 と 前 記 第 ３ の 所 定 の 時 間 の 間 の 間 隔 が １ ０ 秒 以 上 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 電 極 の 少 な く と も １ つ が 心 臓 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 心 臓 に 設 置 さ れ る 電 極 が 右 心 室 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 心 臓 に 設 置 さ れ る 電 極 が 右 心 房 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 電 極 の 少 な く と も １ つ が 心 臓 の 外 側 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記
載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 少 な く と も １ つ の 電 極 が 皮 下 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 皮 下 に 設 置 さ れ る 電 極 が 患 者 の 左 脇 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 、 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 上 昇 心 拍 数 で 発 生 す る 虚 血 で あ り 、 前 記 上 昇 心 拍 数 が 前 記 埋 め 込 み 型 の
心 臓 救 済 器 で プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 所 定 数 よ り 多 い 心 拍 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求
項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が ３ ０ 秒 長 よ り 短 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が ４ 秒 長 よ り 長 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 と 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 の 間 の 間 隔 が ２ ０ 時 間 か ら ２ ８ 時 間 の 間
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
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　 前 記 心 臓 事 象 が 非 常 に 速 い 心 拍 数 で あ り 、 前 記 非 常 に 速 い 心 拍 数 が 前 記 埋 め 込 み 型 心 臓
救 済 器 内 で プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 所 定 数 よ り 多 い 心 拍 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 非 常 に 遅 い 心 拍 数 で あ り 、 前 記 非 常 に 遅 い 心 拍 数 が 前 記 埋 め 込 み 型 心 臓
救 済 器 で プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 所 定 数 よ り 少 な い 心 拍 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
１ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 不 規 則 な 心 拍 数 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ の 選 択 的 閾 値 振 幅 以 上 の シ フ ト が 、 前 記 第 ２
の 所 定 の 時 間 に 処 理 さ れ る 前 記 第 ２ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 大 部 分 の 拍 動 で 発 生 す る 場
合 に 限 り 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 患 者 の 正 常 な 心 臓 信 号 を 示 さ な い 任 意 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 処 理 を 排 除 す る 手
段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 少 な い 平 均 心 拍 数 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 以 下
の R-R間 隔 を 有 す る た っ た ２ つ の 短 い 拍 動 し か 有 し な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ０ に
記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 短 い 平 均 R-R間 隔 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 長 い 平 均 R-R間 隔 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が 、 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 の 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 前
記 第 １ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 対 す る １ 拍 動 あ た り の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ の 平 均 値 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が 、 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 の 少 な く と も ２ つ の 正 常 な 拍
動 の 前 記 第 １ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 対 す る １ 拍 動 あ た り の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ の 平 均
値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 正 常 拍 動 は あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 周 期 よ り 短 い R-R間 隔 を 有 す る こ と に よ り 決 定 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 正 常 拍 動 は あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 周 期 よ り 長 い R-R間 隔 を 有 す る こ と に よ り 決 定 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 正 常 拍 動 は あ ら か じ め 設 定 さ れ た 閾 値 よ り 小 さ い ST偏 差 を 有 す る こ と に よ り 決 定 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 患 者 に 埋 め 込 ま れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 電 気 記 録 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な く と も ２
つ の 電 極 と 、
　 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 を 含 み 、 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 が
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　 (a)電 気 記 録 図 を デ ジ タ ル 化 し て 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 電 気 記 録 図 セ グ メ
ン ト を 作 り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (b)第 １ の 所 定 の 時 間 に 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る よ う に 設 計 さ れ た メ モ リ
手 段 と 、
　 (c)前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 よ り 遅 い 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ
メ ン ト を 保 存 す る よ う に 設 計 さ れ た メ モ リ 手 段 と 、
　 (d)前 記 メ モ リ 手 段 と 結 合 し 、 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 前 記 メ モ リ 手 段 に 保 存 さ れ た 前
記 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 前 記 メ モ リ 手 段 に 保 存
さ れ た 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 比 較 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 と 、
　 (e)少 な く と も １ つ の 拍 動 の 前 記 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の ST偏 差 が 少 な
く と も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 か ら 所 定 の 振 幅 以 上 シ フ
ト す る と き 、 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 識 別 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患
者 の 心 臓 事 象 を 識 別 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 急 性 心 筋 梗 塞 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 に 警 報 サ ブ シ ス テ ム を さ ら に 含 み 、 前 記 警 報 サ ブ シ ス テ ム
が 患 者 に 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 警 告 す る 機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 警 報 サ ブ シ ス テ ム が 機 械 的 振 動 、 可 聴 音 又 は 皮 下 の 電 気 的 刺 激 か ら 成 る グ ル ー プ か
ら 選 択 さ れ る 内 部 警 報 信 号 を 作 り 出 す こ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 更 な る 所 定 の 時 間 に 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る メ モ リ 手 段 と
前 記 更 な る 所 定 の 時 間 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と 比 較 す
る プ ロ セ ッ サ 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 電 極 の 少 な く と も １ つ が 心 臓 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 心 臓 に 設 置 さ れ る 少 な く と も １ つ の 電 極 が 右 心 室 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ４ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 心 臓 に 設 置 さ れ る 少 な く と も １ つ の 電 極 が 右 心 房 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ４ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 電 極 の 少 な く と も １ つ が 心 臓 の 外 側 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に
記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 少 な く と も １ つ の 電 極 が 上 大 静 脈 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ８ に 記
載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 電 極 の 少 な く と も １ つ が 皮 下 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 皮 下 に 設 置 さ れ た 電 極 が 患 者 の 左 脇 に 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ５ ０ に
記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が ３ ０ 秒 長 よ り 短 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の
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シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が ４ 秒 長 よ り 長 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ
ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 と 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 の 間 の 間 隔 が ２ ０ 時 間 か ら ２ ８ 時 間 の 間
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 上 昇 心 拍 数 で 発 生 す る 虚 血 で あ り 、 前 記 上 昇 心 拍 数 が 前 記 埋 め 込 み 型 の
心 臓 救 済 器 で プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 所 定 数 よ り 多 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る の は 、 大 部 分 の 拍 動 の 前 記 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト
の ST偏 差 が 、 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 か ら 所
定 の 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る の は 、 少 な く と も ３ 分 の ２ の 拍 動 の 前 記 最 近 収 集 し た 電 気 記 録 図
セ グ メ ン ト の ST偏 差 が 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏
差 か ら 所 定 の 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る の は 、 ８ 拍 動 の う ち の ６ 拍 動 の 前 記 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 の
ST偏 差 が 、 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 か ら 所 定
の 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 連 続 す る 拍 動 の 各 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 間 の R-R間 隔 を 計 算 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 患 者 の 正 常 な 心 臓 信 号 を 示 さ な い 任 意 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 処 理 を 排 除 す る 手
段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 少 な い 平 均 心 拍 数 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 正 常 な 心 臓 信 号 が 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 短
い R-R間 隔 を 有 す る た っ た ２ つ の 短 い 拍 動 し か 有 し な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ０ に
記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 短 い 平 均 R-R間 隔 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 前 記 正 常 な 心 臓 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 よ り 長 い 平 均 R-R間 隔 を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う に 設 計 さ れ た 埋 め 込 み 型 装 置 と 、
　 前 記 埋 め 込 み 型 の 装 置 が 心 臓 事 象 を 検 知 す る と き 、 前 記 埋 め 込 み 型 装 置 か ら 内 部 警 報 信
号 を 作 動 さ せ て 患 者 に 通 知 す る 警 報 手 段 と 、
　 前 記 埋 め 込 み 型 装 置 へ の 及 び か ら の ２ 方 向 の 無 線 通 信 を 有 し 、 前 記 内 部 警 報 信 号 を 停 止
す る 手 段 を 含 む 外 部 警 報 シ ス テ ム を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 前 記 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ た こ
と を 患 者 に 通 知 す る シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 内 部 警 報 信 号 が 、 機 械 的 振 動 、 可 聴 音 又 は 皮 下 の 電 気 的 刺 激 か ら 成 る グ ル ー プ か ら
選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 の あ と に 前 記 内 部 警 報 信 号 を 停 止 さ せ る タ イ ミ ン グ 手 段 を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 心 臓 発 作 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 埋 め 込 み 型 装 置 が 患 者 の 心 臓 か ら の 電 気 的 信 号 を 処 理 す る よ う に 設 計 さ れ 、 前 記 心
臓 発 作 が 前 記 患 者 の 心 臓 か ら の 電 気 的 信 号 の 過 度 の STシ フ ト を 識 別 す る こ と に よ り 検 知 さ
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 不 整 脈 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 前 記 不 整 脈 が 、 頻 脈 、 徐 脈 、 不 規 則 な 心 拍 数 、 二 段 脈 、 心 室 性 期 外 収 縮 、 心 房 性 期 外 収
縮 及 び 心 房 細 動 か ら 成 る グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 、 運 動 誘 発 性 虚 血 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 前 記 埋 め 込 み 型 装 置 の 作 動 状 態 を 検 証 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る と き 、 前 記 埋 め 込 み 型 装 置 が 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム に よ り 作 り 出
さ れ る 外 部 警 報 信 号 を 作 動 さ せ 、 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 前 記 外 部 警 報 信 号 を 停 止 さ せ る
手 段 も 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 の あ と 、 前 記 外 部 警 報 信 号 を 停 止 さ せ る タ イ ミ ン グ 手 段 を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ ４ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 少 な く と も ２ つ の 異 な る 内 部 警 報 信 号 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 内 部 警 報 信 号 の 少 な く と も １ つ が 、 患 者 が 医 者 と 接 触 す べ き で あ る こ と を 指 示 す る
「 See Doctor」 警 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 内 部 警 報 信 号 の 少 な く と も １ つ が 直 ち に 病 院 に 駆 け つ け る よ う に と の 患 者 へ の 警 告
で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ ６ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 患 者 に 文 字 表 示 に よ る 警 告 メ ッ セ ー ジ を 提 供 す る 手 段 も 含 む こ
と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ０ 】
　 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 患 者 に 発 話 に よ る 警 告 メ ッ セ ー ジ を 提 供 す る 手 段 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 ６ ５ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 (a)電 気 記 録 図 の R波 の 発 生 の 時 間 を 決 定 す る 電 気 回 路 手 段 と 、
　 (b)連 続 す る R波 間 の 、 R-R間 隔 と 呼 ば れ る 時 間 周 期 を 計 算 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 と 、
　 (c)前 記 R-R間 隔 に 発 生 す る 電 気 記 録 図 の 、 開 始 時 間 及 び 継 続 時 間 を 有 す る 少 な く と も １
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つ の サ ブ セ グ メ ン ト の 平 均 信 号 振 幅 を 計 算 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 と 、
　 (d)前 記 計 算 さ れ た R-R間 隔 に 応 答 し て 、 前 記 サ ブ セ グ メ ン ト の 開 始 時 間 及 び ／ 又 は 継 続
時 間 を 調 節 す る 手 段 と 、
　 (e)電 気 記 録 図 の 少 な く と も １ つ の 拍 動 の 少 な く と も １ つ の サ ブ セ グ メ ン ト の 平 均 信 号
振 幅 を 所 定 の 閾 値 振 幅 と 比 較 す る こ と に よ り 、 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る 処 理 手
段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 埋 め 込 み 型 電 極 に よ り 測 定 さ れ る 患 者 の 心 臓 の 電 気 記 録 図 か
ら 心 臓 事 象 を 検 知 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 急 性 心 筋 梗 塞 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 運 動 誘 発 性 虚 血 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 の 前 記 サ ブ セ グ メ ン ト が 前 記 電 気 記 録 図 の STセ グ メ ン ト の 少 な く と も 一
部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 の 前 記 サ ブ セ グ メ ン ト が 前 記 電 気 記 録 図 の PQセ グ メ ン ト の 少 な く と も 一
部 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 の 前 記 サ ブ セ グ メ ン ト が T波 の ピ ー ク を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項
８ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 R-R間 隔 が 所 定 の 時 間 周 期 よ り 短 い 任 意 の 拍 動 を 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る 処 理 手 段 か ら 排
除 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 前 記 所 定 の 時 間 周 期 が ６ ０ ミ リ 秒 よ り 短 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ ７ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 (a)電 気 記 録 図 の R波 の 発 生 時 間 を 決 定 す る 電 気 回 路 手 段 と 、
　 (b)連 続 す る R波 間 の 、 R-R間 隔 と 呼 ば れ る 時 間 周 期 を 計 算 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 と 、
　 (c)前 記 R-R間 隔 内 で 発 生 す る 前 記 電 気 記 録 図 の STセ グ メ ン ト の 平 均 信 号 振 幅 と PQセ グ メ
ン ト の 平 均 信 号 振 幅 を 計 算 し 、 前 記 サ ブ セ グ メ ン ト が 開 始 時 間 及 び 継 続 時 間 を 有 す る プ ロ
セ ッ サ 手 段 と 、
　 (d)前 記 計 算 さ れ た R-R間 隔 に 応 答 し て 、 前 記 STセ グ メ ン ト の 開 始 時 間 及 び ／ 又 は 継 続 時
間 を 調 節 す る 手 段 と 、
　 (e)前 記 STセ グ メ ン ト の 平 均 信 号 振 幅 か ら 前 記 PQセ グ メ ン ト の 平 均 信 号 振 幅 を 引 く こ と
に よ り ST偏 差 を 計 算 す る 手 段 と 、
　 (f)少 な く と も １ つ の 拍 動 の 前 記 電 気 記 録 図 の ST偏 差 の 振 幅 と 所 定 の 閾 値 振 幅 を 比 較 す
る こ と に よ り 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る 処 理 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 埋 め
込 み 型 及 び ／ 又 は 皮 膚 表 面 の 電 極 に よ り 測 定 さ れ る 患 者 の 心 臓 の 電 気 記 録 図 か ら 心 臓 事 象
を 検 知 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 前 記 処 理 手 段 が 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る の は 、 第 ２ の 時 間 に 測 定 さ れ た ST偏
差 の 振 幅 が 、 第 １ の 時 間 の 基 準 ST偏 差 の 振 幅 を 所 定 の 閾 値 振 幅 以 上 の 量 超 え て い る と き で
あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ８ ９ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 が 前 記 第 ２ の 時 間 の 少 な く と も ３ ０ 分 前 に 発 生 す る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 ９ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ ２ 】
　 前 記 第 １ の 時 間 が 前 記 第 ２ の 時 間 の ２ ３ 時 間 か ら ２ ５ 時 間 前 に 発 生 す る こ と を 特 徴 と す
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る 、 請 求 項 ９ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ ３ 】
　 (a)少 な く と も ２ つ の 電 極 を 、 患 者 の 心 臓 か ら 電 気 記 録 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る よ
う に 設 計 さ れ た 対 象 と な る 人 間 の 場 所 に 埋 め 込 み 、
　 (b)前 記 少 な く と も ２ つ の 電 極 と 前 記 電 気 記 録 図 を デ ジ タ ル 化 す る よ う に 設 計 さ れ 、 少
な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 作 る 電 気 回 路 手 段 も 有 す る 埋 め
込 み 型 の 心 臓 救 済 装 置 と を 接 続 し 、
　 (c)医 者 の プ ロ グ ラ マ を 使 用 し て 前 記 心 臓 救 済 器 が 各 日 を 通 し て 特 定 の 時 間 に 基 準 電 気
記 録 図 セ グ メ ン ト を 処 理 す る 及 び メ モ リ に 保 存 す る よ う に プ ロ グ ラ ム 制 御 し 、
　 (d)前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が メ モ リ に 置 か れ た あ と に 発 生 す る 最 近 の 電 気 記 録
図 セ グ メ ン ト を 収 集 す る 、 処 理 す る 及 び メ モ リ に 置 く 特 定 の 時 間 を プ ロ グ ラ ム 制 御 し 、
　 (e)前 記 心 臓 救 済 器 が 心 臓 事 象 が 発 生 す る こ と を 検 知 す る の は 、 少 な く と も １ つ の 拍 動
の 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の ST偏 差 の 振 幅 が 、 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 電 気
記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 と 比 較 し て 、 所 定 の 振 幅 以 上 シ フ ト す る と き で あ る よ う に
プ ロ グ ラ ム 制 御 す る と い う 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 心 臓 事 象 が 起 こ っ た こ と を 検 知
す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ ４ 】
　 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 処 理 の た め の 特 定 の 時 間 が 、 前 記 心 臓 救 済 器 で あ ら か じ め 設
定 さ れ 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 必 要 が な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ５ 】
　 前 記 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 処 理 す る 及 び 保 存 す る 特 定 の 時 間 が 設 定 さ れ た 時 間 間
隔 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ６ 】
　 前 記 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 が ３ ０ 分 か ら ９ ０ 分 の 間 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ５
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ７ 】
　 前 記 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 が 約 ６ ０ 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ５ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ９ ８ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 が 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 処 理 す る 間 隔 が 前 記 心 臓 救 済 器 で あ ら
か じ め 設 定 さ れ 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 必 要 が な い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ９ 】
　 前 記 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 処 理 す る あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 が お よ そ ２
分 よ り 短 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ０ 】
　 前 記 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 処 理 す る あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 が お よ そ ３
０ 秒 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ １ 】
　 工 程 eに お け る プ ロ グ ラ ミ ン グ が 、 前 記 心 臓 事 象 を 検 知 す る た め に 所 定 の 振 幅 以 上 シ フ
ト し な け れ ば な ら な い 必 要 な 拍 動 数 の 前 記 最 近 の 電 気 記 録 図 の 明 細 を さ ら に 含 む こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ２ 】
　 少 な く と も １ つ の 電 極 が 、 患 者 の 心 臓 に 横 た わ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ３ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 を 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ た と き に 警 報 を 発 生 す る よ う プ ロ グ ラ ミ ン グ す る
工 程 (f)を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ４ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 が 、 前 記 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る と き に 警 報 信 号 を 発 生 す る よ う に 設 計 さ
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れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ５ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 急 性 心 筋 梗 塞 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ６ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 運 動 誘 発 性 虚 血 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ７ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 の 高 心 拍 数 の 限 度 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 工 程 (f)を さ ら に 含 む こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ８ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 の 低 心 拍 数 の 限 度 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 工 程 (f)を さ ら に 含 む こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ ９ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 の 上 昇 心 拍 数 の 限 度 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 工 程 (f)を さ ら に 含 み 、 患 者
の 心 拍 数 が 前 記 上 昇 心 拍 数 の 限 度 を 下 回 る 場 合 は 、 前 記 心 臓 事 象 が 急 性 心 筋 梗 塞 で あ り 、
前 記 患 者 の 心 拍 数 が 前 記 上 昇 心 拍 数 の 限 度 を 上 回 る 場 合 は 、 前 記 心 臓 事 象 が 運 動 誘 発 性 虚
血 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ９ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ ０ 】
　 (a)患 者 に 埋 め 込 ま れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 電 気 記 録 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な く と
も ２ つ の 電 極 と 、
　 (b)前 記 電 気 記 録 図 を デ ジ タ ル 化 し て 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 電 気 記 録 図 セ
グ メ ン ト を 作 り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (c)前 記 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 に よ り 作 り 出 さ れ る 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 各
拍 動 の R波 の 発 生 時 間 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 (d)前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 を 計 算 す る 手 段 と 、
　 (e)前 記 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る よ う に 設 計 さ れ 、 検 知 基 準 が 前 記 電 気 記 録
図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 に 左 右 さ れ る プ ロ セ ッ サ 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の
患 者 の 心 臓 事 象 を 検 知 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ １ 】
　 前 記 平 均 心 拍 数 を 少 な く と も ２ つ の 異 な る 心 拍 数 範 囲 の １ つ に 存 在 す る よ う に 分 類 す る
手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ ２ 】
　 前 記 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る 基 準 が 前 記 少 な く と も ２ つ の 異 な る 心 拍 数 範 囲
の そ れ ぞ れ １ つ と は 異 な る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ ３ 】
　 前 記 少 な く と も ２ つ の 異 な る 心 拍 数 範 囲 が 正 常 範 囲 と 少 な く と も １ つ の 上 昇 範 囲 を 含 む
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ １ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ ４ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 が 正 常 範 囲 に あ る 場 合 、 前 記 心 臓 事 象 は 急 性 心
筋 梗 塞 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ ５ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 が 前 記 少 な く と も １ つ の 上 昇 範 囲 に あ る 場 合 、
前 記 心 臓 事 象 は 運 動 誘 発 性 虚 血 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム
。
【 請 求 項 １ １ ６ 】
　 少 な く と も ２ つ の 上 昇 範 囲 が 存 在 し 、 前 記 そ れ ぞ れ の 範 囲 が 前 記 心 臓 事 象 を 検 知 す る 異
な る 検 知 基 準 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ ７ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 が 低 心 拍 数 の 限 度 を 下 回 る か ど う か を 判 断 す る
手 段 を さ ら に 含 み 、 前 記 低 心 拍 数 の 限 度 が 前 記 正 常 範 囲 の 下 限 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ １ ３ に 記 載 の シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 １ １ ８ 】
　 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 高 心 拍 数 の 限 度 よ り 多
い か ど う か を 判 断 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ０ に 記 載 の シ ス テ
ム 。
【 請 求 項 １ １ ９ 】
　 前 記 プ ロ セ ッ サ 手 段 が 高 心 拍 数 の 心 臓 事 象 を 検 知 す る の は 、 前 記 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト
の 平 均 心 拍 数 が 前 記 高 心 拍 数 の 限 度 よ り 多 い と き で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ １ ８
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ０ 】
　 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う に 設 計 さ れ た 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 及 び 外 部 警 報 シ ス テ ム を
含 む シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム が 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ 及 び 携 帯 型 コ ン ピ
ュ ー タ を 含 み 、 前 記 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ が 前 記 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 か ら の デ ー タ を 送
受 信 す る ２ 方 向 の 無 線 通 信 手 段 を 有 し 、 前 記 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ が ま た 前 記 外 部 警 報 ト
ラ ン シ ー バ が 前 記 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ の 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト に 挿 入 で
き る 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患 者 の 心 臓 事 象 を
検 知 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ １ 】
　 前 記 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス が コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ ア ダ プ タ イ ン タ ー フ ェ ー ス
、 安 全 な デ ジ タ ル (SD)ア ダ プ タ イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー
ス 、 メ モ リ ス テ ィ ッ ク イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 又 は PCMCIAア ダ プ タ イ ン タ ー フ ェ ー ス か ら 成 る
グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ２ 】
　 携 帯 型 の コ ン ピ ュ ー タ が 、 マ イ ク ロ ソ フ ト ウ ィ ン ド ウ ズ の バ ー ジ ョ ン 、 パ ー ム オ ペ レ ー
テ ィ ン グ シ ス テ ム 又 は リ ナ ッ ク ス オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム か ら 成 る グ ル ー プ か ら 選 択 さ
れ る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム を 作 動 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス
テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ３ 】
　 前 記 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ が ポ ケ ッ ト PCで あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ４ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 が 選 択 さ れ た デ ー タ を 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム に 送 信 す る よ う に 設 計 さ れ
、 前 記 携 帯 用 コ ン ピ ュ ー タ が 前 記 選 択 さ れ た デ ー タ を 地 理 的 に 遠 隔 の 場 所 に 無 線 デ ー タ 送
信 手 段 を 通 じ て 再 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ５ 】
　 前 記 無 線 デ ー タ 送 信 手 段 が イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ４
に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ６ 】
　 前 記 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ が 一 体 化 し た セ ル 方 式 の 携 帯 電 話 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ７ 】
　 前 記 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ が ま た 、 ラ ッ プ ト ッ プ 型 の PCに 挿 入 で き る よ う に 設 計 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ８ 】
　 前 記 ラ ッ プ ト ッ プ 型 PCが 前 記 心 臓 救 済 器 を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る 医 者 の プ ロ グ ラ マ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ７ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ ９ 】
　 前 記 心 臓 救 済 器 が 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト デ ー タ を 前 記 外 部 警 報 シ ス テ ム に 送 信 す る よ う
に 設 計 さ れ 、 及 び 前 記 携 帯 用 コ ン ピ ュ ー タ が 前 記 送 信 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト デ ー タ
を 表 示 す る よ う に 設 計 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ ０ に 記 載 の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ ０ 】
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　 患 者 の 皮 膚 に 取 り 付 け ら れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 心 電 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な く と
も ２ つ の 電 極 と 、
　 非 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 を 含 み 、 前 記 非 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 が
　 (a)心 電 図 を デ ジ タ ル 化 し て 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 心 電 図 セ グ メ ン ト を 作
り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (b)第 １ の 心 電 図 セ グ メ ン ト を 第 １ の 所 定 の 時 間 に 処 理 し て 、 患 者 の 少 な く と も １ つ の
基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出 す る 手 段 と 、
　 (c)前 記 少 な く と も １ つ の 基 準 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 保 存 す る メ モ リ 手 段 と 、
　 (d)第 ２ の 心 電 図 セ グ メ ン ト を の ち の 、 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 処 理 し て 、 患 者 の 少 な く と
も １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 抽 出 す る 手 段 と 、
　 (e)前 記 メ モ リ 手 段 と 結 合 し 、 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ
の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ が 、 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 抽 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ の 基 準
心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ か ら 所 定 の 閾 値 振 幅 以 上 シ フ ト し た 場 合 に 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る よ う
に 設 計 さ れ た プ ロ セ ッ サ 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患 者 の 心 臓 事 象 を 検 知 す る
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ １ 】
　 患 者 の 皮 膚 に 取 り 付 け ら れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 心 電 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な く と
も ２ つ の 電 極 と 、
　 非 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 を 含 み 、 前 記 非 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 が
　 (a)心 電 図 を デ ジ タ ル 化 し て 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 心 電 図 セ グ メ ン ト を 作
り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (b)第 １ の 所 定 の 時 間 に 基 準 心 電 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る よ う に 設 計 さ れ た メ モ リ 手 段
と 、
　 (c)前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 よ り 遅 い 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 最 近 収 集 さ れ た 心 電 図 セ グ メ ン
ト を 保 存 す る よ う に 設 計 さ れ た メ モ リ 手 段 と 、
　 (d)前 記 メ モ リ 手 段 と 結 合 し 、 前 記 第 ２ の 所 定 の 時 間 に 前 記 メ モ リ 手 段 に 保 存 さ れ た 最
近 収 集 さ れ た 心 電 図 セ グ メ ン ト と 前 記 第 １ の 所 定 の 時 間 に 前 記 メ モ リ 手 段 に 保 存 さ れ た 前
記 基 準 心 電 図 セ グ メ ン ト を 比 較 す る プ ロ セ ッ サ 手 段 と 、
　 (e)少 な く と も １ つ の 拍 動 の 前 記 最 近 収 集 さ れ た 心 電 図 セ グ メ ン ト の ST偏 差 が 少 な く と
も ２ つ の 拍 動 の 前 記 基 準 心 電 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 か ら 所 定 の 振 幅 以 上 シ フ ト す る と
き 、 心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 識 別 す る 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患 者 の 心 臓
事 象 を 識 別 す る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ３ ２ 】
　 (a)患 者 の 皮 膚 に 取 り 付 け ら れ 、 患 者 の 心 臓 か ら 心 電 図 で あ る 電 気 信 号 を 取 得 す る 少 な
く と も ２ つ の 電 極 と 、
　 (b)前 記 心 電 図 を デ ジ タ ル 化 し て 、 少 な く と も １ 秒 の 継 続 時 間 を 有 す る 心 電 図 セ グ メ ン
ト を 作 り 出 す ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 と 、
　 (c)前 記 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 回 路 に よ り 作 り 出 さ れ た 心 電 図 セ グ メ ン ト の 各 拍 動
の R波 の 発 生 時 間 を 決 定 す る 手 段 と 、
　 (d)前 記 心 電 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 を 計 算 す る 手 段 と 、
　 (e)心 臓 事 象 が 発 生 し た こ と を 検 知 す る よ う に 設 計 さ れ 、 検 知 基 準 が 前 記 心 電 図 セ グ メ
ン ト の 平 均 心 拍 数 に 左 右 さ れ る プ ロ セ ッ サ 手 段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 人 間 の 患 者 の 心
臓 事 象 を 検 知 す る シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 間 の 患 者 に 埋 め 込 ま れ る 装 置 を 含 み 、 心 臓 事 象 の 始 ま り を 自 動 的 に 検 知 す
る こ と を 目 的 と す る シ ス テ ム の 分 野 に あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 心 臓 病 は 米 国 に お け る 死 亡 の 主 な 原 因 で あ る 。 心 臓 発 作 （ 急 性 心 筋 梗 塞 (AMI)と し て も
知 ら れ る ） は 通 常 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 冠 状 動 脈 を 流 れ る 血 液 を 妨 げ る 血 栓 が 原 因 で あ る 。
AMIは 冠 状 動 脈 心 臓 病 に 共 通 の 及 び 生 死 に 関 わ る 厄 介 な 問 題 で あ る 。 心 筋 の 潅 流 が （ 例 え
ば 、 組 織 プ ラ ス ミ ノ ゲ ン 活 性 化 因 子 (tPA)と い っ た 血 栓 溶 解 薬 剤 の 投 与 に よ り ） 早 く 回 復
す れ ば す る ほ ど 、 患 者 の 心 臓 発 作 か ら の 予 後 及 び 救 済 が よ り よ い も の と な る 。 心 筋 へ の 損
害 の 程 度 は 心 筋 へ の 血 流 の 回 復 前 の 時 間 の 長 さ に 大 い に 左 右 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 心 筋 虚 血 は 心 筋 に お け る 血 液 （ 酸 素 ） の 供 給 と 需 要 の 一 時 的 な 不 均 衡 が 原 因 で あ る 。 そ
れ は 通 常 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 冠 状 動 脈 が ア テ ロ ー ム 性 動 脈 硬 化 に よ り 詰 ま っ た と き に 身
体 活 動 又 は 心 拍 数 を 増 加 さ せ る 他 の 原 因 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 。 患 者 は し ば し ば （ し か し
常 に で は な い ） 心 筋 が 虚 血 に 直 面 し て い る と き 、 胸 の 不 快 感 （ 狭 心 症 ） を 経 験 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 急 性 心 筋 梗 塞 及 び 虚 血 は 患 者 の 心 電 図 （ ECG） か ら 比 較 的 短 い （ ５ 分 以 下 ） 時 間 周 期 に
わ た る STセ グ メ ン ト シ フ ト （ す な わ ち 、 電 圧 変 化 ） を 記 録 す る こ と に よ り 検 知 さ れ る 。 し
か し 、 患 者 の 正 常 な ECGパ タ ー ン を 知 ら な い で 、 標 準 の １ ２ の 主 要 ECGか ら の 検 知 は 信 頼 で
き な い 。 さ ら に 、 皮 下 に 埋 め 込 ま れ た 装 置 に 関 連 す る 、 STセ グ メ ン ト シ フ ト を 検 知 す る 皮
下 電 極 の 理 想 的 な 配 置 は 、 従 来 技 術 で は 考 察 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 Fischell等 は 米 国 特 許 6,112,116及 び 6,272,379で 急 性 心 筋 梗 塞 の 始 ま り を 検 知 す る 及 び
患 者 に 処 置 及 び 警 告 の 両 方 を 提 供 す る 埋 め 込 み 可 能 な シ ス テ ム を 記 載 し て い る 。 Fischell
等 は 警 報 の き っ か け と し て 心 臓 の 電 極 か ら の 患 者 の 電 気 記 録 図 の S-Tセ グ メ ン ト の シ フ ト
の 検 知 を 論 じ て い る が 、 さ ら に 高 度 な 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム を 提 供 し 、 偽 陽 性 及 び 偽 陰 性 検 知
の 可 能 性 を 減 少 さ せ る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に こ れ ら の 特 許 は こ う し た シ ス テ ム を プ ロ グ
ラ ミ ン グ す る い く つ か の 望 ま し い 側 面 を 記 載 し て い る が 、 さ ら な る プ ロ グ ラ ム 制 御 性 及 び
警 報 制 御 特 徴 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 抗 頻 脈 の ペ ー ス メ ー カ ー 及 び 埋 め 込 み 型 徐 細 動 器 (ICDs)は 心 臓 の 不 整 脈 を 検 知 で き る が
、 ど れ も こ れ ま で の と こ ろ 不 整 脈 と 無 関 係 な 又 は 連 動 す る 虚 血 及 び 急 性 心 筋 梗 塞 を 検 知 す
る よ う に 設 計 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 米 国 特 許 番 号 6,112,116及 び 6,272,379で 、 Fischell等 は 、 記 録 さ れ た 電 気 記 録 図 及 び ／
又 は 心 電 図 デ ー タ の 保 存 に つ い て 論 じ て い る 。 し か し 、 適 切 な 電 気 記 録 図 及 び ／ 又 は 心 電
図 デ ー タ 及 び 他 の 適 切 な デ ー タ を シ ス テ ム メ モ リ の 限 ら れ た 容 量 に 最 適 に 保 存 す る 技 術 に
つ い て は 詳 し く 述 べ ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 M.Zehenderに よ る 米 国 特 許 番 号 5,497,780で は 、 「 異 常 拍 動 を 除 去 す る 目 的 」 を 有 す る
装 置 に つ い て 記 述 さ れ て い る 。 こ れ を 行 う た め に 、 Zehenderは 心 臓 内 に 設 置 さ れ る 厳 密 に
２ つ の 電 極 及 び 心 臓 の 外 側 に 設 置 さ れ る 厳 密 に １ つ の 電 極 を 必 要 と す る 。 複 数 の 電 極 が 使
用 さ れ る が 、 心 臓 発 作 を 検 知 す る 電 気 記 録 図 を 提 供 す る 最 も 実 用 的 な セ ン サ は 心 臓 内 又 は
そ の 近 く に 設 置 さ れ る 単 一 の 電 極 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Zehenderの ア ル ゴ リ ズ ム の 図 面 は ST SIGNAL ANALYSISと 表 示 さ れ る 単 一 の 囲 み か ら 成 り
、 そ の 分 析 が 何 を 含 む か に つ い て の 詳 細 が な い 。 彼 の 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム に 関 す る た だ 一 つ
の 記 述 は 、 ECGと 正 常 な ECGカ ー ブ の 参 照 信 号 と の 比 較 を 使 用 す る こ と で あ る 。 Zehenderは
こ う し た 比 較 が 行 わ れ る ア ル ゴ リ ズ ム を 教 授 す る た め の 詳 細 を 論 じ て い な い ば か り か 、 ど
の よ う に 「 正 常 な ECGカ ー ブ 」 を 識 別 す る の か に つ い て の 説 明 も し て い な い 。 そ れ ぞ れ の
患 者 は 異 な る 「 正 常 な 」 基 準 ECGを 有 す る こ と が 多 く 、 そ れ は 心 臓 発 作 又 は 虚 血 を 検 知 す
る 任 意 の シ ス テ ム 又 は ア ル ゴ リ ズ ム の 根 幹 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 Zehenderは ST信 号 分 析 は ３ 分 ご と に 実 行 さ れ る べ き で あ る と 提 案 し て い る 。 ３
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分 よ り 長 い 時 間 間 隔 及 び 短 い 時 間 間 隔 の 両 方 を 使 用 し て 、 急 性 心 筋 梗 塞 の 発 生 初 期 に 又 は
発 生 か ら し ば ら く し て 見 ら れ る ECGの 一 定 の 変 化 を 捕 捉 す る こ と が 望 ま し い 。 長 い 観 察 周
期 は ま た 、 「 基 準 」 ECGの さ さ い な ゆ っ く り と 展 開 す る 変 化 を 明 ら か に す る の に 重 要 で あ
る 。 Zehenderは 心 拍 数 に 基 づ く 異 な る 正 常 な 曲 線 を 有 す る 虚 血 の 検 知 に つ い て 何 も 述 べ て
い な い 。 運 動 誘 発 性 虚 血 と 急 性 心 筋 梗 塞 を 区 別 す る た め に 、 STセ グ メ ン ト シ フ ト と 心 拍 数
又 は R-R間 隔 を 関 連 づ け る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 最 後 に 、 Zehenderは 「 参 照 信 号 と 比 較 し て 不 十 分 な 血 液 供 給 が 発 生 し た 場 合 、 対 応 す る
異 常 な STセ グ メ ン ト を デ ジ タ ル 形 式 で 又 は 数 で 示 さ れ る 事 象 と し て メ モ リ に 保 存 で き 、 い
つ で も 関 連 す る 遠 隔 測 定 に 利 用 で き る 」 と 教 え て い る 。 異 常 な ECGセ グ メ ン ト だ け を 保 存
す る こ と は 基 準 ECGの 重 要 な 変 化 を 見 逃 す か も し れ な い 。 従 っ て 、 ECGセ グ メ ン ト が 「 異 常
」 で な く て も 、 い く つ か の 履 歴 ECGセ グ メ ン ト を メ モ リ に 保 存 し て お く こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 Medtronicか ら 販 売 さ れ る Reveal T M  subcutaneous loop Holter monitorは 約 ３ イ ン チ の
間 隔 を あ け た ２ つ の ケ ー ス 電 極 を 使 用 し て 、 不 整 脈 を さ が す 心 電 図 情 報 を 記 録 す る 。 そ れ
は STセ グ メ ン ト シ フ ト を 検 知 す る 実 際 の 機 能 は 有 し て お ら ず 、 そ の 高 域 フ ィ ル タ リ ン グ は
実 際 心 臓 の 電 気 信 号 の 低 周 波 数 側 面 の 変 化 の 正 確 な 検 知 を 妨 げ る 。 ま た 電 極 の 間 隔 が 互 い
に 近 す ぎ る と 、 STセ グ メ ン ト シ フ ト を 効 果 的 に 検 知 及 び 記 録 す る こ と が で き な い 。 同 様 に
、 最 近 の 外 部 ホ ル タ ー モ ニ タ ー は 心 臓 か ら の 不 整 脈 関 連 信 号 を 捕 捉 す る よ う に 主 に 設 計 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し ば し ば 心 電 図 (ECG)と し て 記 述 さ れ る が 、 身 体 内 の 電 極 か ら 測 定 さ れ た 心 臓 か ら の 保
存 さ れ た 電 気 信 号 は 「 電 気 記 録 図 」 と 呼 ば れ る 。 急 性 心 筋 梗 塞 又 は 上 昇 心 拍 数 又 は 激 し い
活 動 が 原 因 の 運 動 誘 発 性 冠 動 脈 虚 血 の 早 期 検 知 に は 、 患 者 の 電 気 記 録 図 の 変 化 を 記 録 す る
シ ス テ ム を 使 用 す る こ と が 適 し て い る 。 心 臓 事 象 を 検 知 す る 手 段 を 含 む こ う し た シ ス テ ム
の 一 部 を こ こ で は 「 心 臓 救 済 器 」 と 定 義 し 、 心 臓 救 済 器 及 び シ ス テ ム の 外 側 部 分 を 含 む 全
体 の シ ス テ ム を こ こ で は 「 監 視 シ ス テ ム 」 と 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 男 性 名 詞 「 彼 は 」 及 び 「 彼 の 」 が こ こ で は 使 用 さ れ る が 、 患 者 又 は 患 者 を 治 療
す る 医 者 は 男 性 又 は 女 性 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 さ ら に 「 医 者 」 と い う 用 語 は こ こ で
は 患 者 の 治 療 に 関 与 す る 任 意 の 人 物 を 意 味 す る 。 こ う し た 医 者 は 、 限 定 さ れ て は い な い が
、 医 師 （ 例 え ば 、 開 業 医 、 内 科 医 又 は 心 臓 内 科 医 ） 、 医 療 技 術 者 、 救 急 医 療 師 、 看 護 師 又
は 電 気 記 録 図 分 析 者 を 含 む 。 「 心 臓 事 象 」 は 急 性 心 筋 梗 塞 、 （ 運 動 と い っ た ） 活 動 及 び ／
又 は 上 昇 心 拍 数 が 原 因 の 虚 血 、 徐 脈 、 頻 脈 又 は 心 房 細 動 、 心 房 粗 動 、 心 室 細 動 及 び 心 室 性
期 外 収 縮 又 は 心 房 性 期 外 収 縮 （ PVCs及 び PACs)と い っ た 不 整 脈 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 心 臓 事 象 の 「 検 知 」 及 び 「 識 別 」 と い う 用 語 は 同 じ 意 味 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お い て 、 「 心 電 図 」 と い う 用 語 は 心 臓 の 電 気 的 活 動 （ 脱 分 極 及 び 再 分 極 ） を 表
示 す る 画 所 に 設 置 さ れ た １ つ 又 は そ れ 以 上 の 皮 膚 表 面 の 電 極 か ら の 心 臓 電 気 信 号 で あ る と
定 義 さ れ る 。 心 電 図 セ グ メ ン ト は １ ０ 秒 と い っ た 特 定 の 時 間 の 長 さ 又 は １ ０ 拍 動 と い っ た
特 定 の 心 拍 の 数 に 対 す る 心 電 図 デ ー タ の 記 録 の こ と を い う 。 本 明 細 書 に お い て 、 患 者 の 心
電 図 の PQセ グ メ ン ト は 通 常 、 R波 の ち ょ う ど 前 に 発 生 す る 心 電 図 の 拍 動 の 平 坦 な セ グ メ ン
ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 「 電 気 記 録 図 」 と い う 用 語 は 、 心 臓 の 電 気 的 活 動 （ 脱 分 極 及 び 再 分 極
） を 表 示 す る 画 所 に 設 置 さ れ た １ つ 又 は そ れ 以 上 の 埋 め 込 ま れ た 電 極 か ら の 心 臓 電 気 信 号
で あ る と 定 義 さ れ る 。 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は １ ０ 秒 と い っ た 特 定 の 時 間 の 長 さ 又 は １ ０
拍 動 と い っ た 特 定 の 心 拍 の 数 に 対 す る 心 電 図 デ ー タ の 記 録 の こ と を い う 。 本 明 細 書 に お い
て 、 患 者 の 電 気 記 録 図 の PQセ グ メ ン ト は 通 常 、 R波 の ち ょ う ど 前 に 発 生 す る 電 気 記 録 図 の
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平 坦 な セ グ メ ン ト で あ る 。 本 明 細 書 に お い て 、 心 臓 事 象 の 「 検 知 」 及 び 「 識 別 」 と い う 用
語 は 同 じ 意 味 を 有 す る 。 拍 動 は 厳 密 に １ つ の R波 を 含 む 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 又 は 心 電 図
セ グ メ ン ト の サ ブ セ グ メ ン ト と し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ は １ つ 又 は そ れ 以 上 の 拍 動 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 処 理 す る 間 に 作 ら
れ る 任 意 の 測 定 値 又 は 計 算 値 で あ る と 定 義 さ れ る 。 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ は PQセ グ メ ン ト 平
均 値 、 STセ グ メ ン ト 平 均 値 、 R波 の ピ ー ク 値 、 ST偏 差 、 STシ フ ト 、 平 均 信 号 強 度 、 T波 の ピ
ー ク の 高 さ 、 T波 平 均 値 、 T波 偏 差 、 心 拍 数 及 び R-R間 隔 を 含 む 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 心 臓 事 象 を 検 知 す る シ ス テ ム （ 監 視 シ ス テ ム ） で あ り 、 心 臓 救 済 器 と 呼 ば れ る
装 置 、 医 者 の プ ロ グ ラ マ 及 び 外 部 警 報 シ ス テ ム を 含 む 。 本 発 明 は 急 性 心 筋 梗 塞 又 は 上 昇 心
拍 数 又 は 激 し い 活 動 が 原 因 の 運 動 誘 発 性 冠 動 脈 虚 血 を 早 期 に 検 知 す る シ ス テ ム を 思 い 描 い
て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 心 臓 救 済 器 は 電 極 と い っ し ょ に 埋 め 込 ま れ る 。 代 替 実
施 形 態 で は 、 心 臓 救 済 器 及 び 電 極 は 外 側 で は あ る が 、 患 者 の 身 体 に 取 り 付 け ら れ る 。 本 発
明 の 以 下 の 記 述 は た い て い の 場 合 に お い て 、 埋 め 込 み 型 の 電 極 か ら の 電 気 記 録 図 デ ー タ を
処 理 す る 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 言 及 し て い る が 、 記 述 さ れ た 技 術
は 外 部 心 臓 救 済 器 が 皮 膚 表 面 の 電 極 か ら の 心 電 図 デ ー タ を 処 理 す る 代 替 実 施 形 態 に 同 等 に
適 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 心 臓 救 済 器 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 皮 下 電 極 又 は ペ ー ス メ ー カ ー 型 の 右 心 室 又 は 右 心
房 の リ ー ド 線 に 設 置 さ れ る 電 極 の 一 方 又 は 両 方 が 使 用 さ れ る 。 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 電 極 が
上 大 静 脈 に 設 置 さ れ る こ と も 予 想 さ れ る 。 皮 下 電 極 を 使 用 す る 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 装 置 の
１ つ の バ ー ジ ョ ン は 、 患 者 の 左 脇 の 皮 膚 下 に 設 置 さ れ た 電 極 を 有 す る 。 こ れ は 患 者 の 左 脇
の 下 の 下 ２ イ ン チ か ら ２ ０ イ ン チ の 間 に 設 置 さ れ る の が 最 良 で あ る 。 不 関 電 極 と し て 作 用
す る 心 臓 救 済 器 ケ ー ス は 、 通 常 患 者 の 胸 の 左 側 の 皮 膚 下 に ペ ー ス メ ー カ ー の よ う に 埋 め 込
ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム を 使 用 し て 、 心 臓 救 済 器 は 急 性 心 筋 梗 塞 と い っ た
心 臓 事 象 を 示 す 患 者 の 電 気 記 録 図 の 変 化 を 、 そ れ が 発 生 し て か ら ５ 分 以 内 に 検 知 す る こ と
が で き 、 そ の 後 自 動 的 に 患 者 に 事 象 が 発 生 し た こ と を 警 告 す る 。 こ の 警 告 を 提 供 す る た め
に 、 監 視 シ ス テ ム は 心 臓 救 済 器 内 に 内 部 警 報 サ ブ シ ス テ ム （ 内 部 警 報 手 段 ） を 及 び ／ 又 は
外 部 警 報 シ ス テ ム （ 外 部 警 報 手 段 ） を 含 む 。 好 ま し い 、 埋 め 込 み 型 の 実 施 形 態 で は 、 心 臓
救 済 器 は 無 線 周 波 数 (RF)信 号 を 使 用 し て 外 部 警 報 シ ス テ ム と 通 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 部 警 報 手 段 は 内 部 警 報 信 号 を 発 生 さ せ て 患 者 に 警 告 す る 。 内 部 警 報 信 号 は 機 械 的 振 動
、 音 声 又 は 皮 下 の 電 気 的 刺 激 で あ る 。 外 部 警 報 シ ス テ ム （ 外 部 警 報 手 段 ） は 外 部 警 報 信 号
を 発 生 さ せ て 患 者 に 警 告 す る 。 外 部 警 報 信 号 は 通 常 単 独 で 又 は 内 部 警 報 信 号 と 連 動 し て 使
用 で き る 音 で あ る 。 内 部 又 は 外 部 警 報 信 号 は 患 者 に 少 な く と も ２ つ の 異 な る 型 の 状 況 を 警
告 す る た め に 使 用 さ れ る 。 重 大 な 心 臓 事 象 （ 例 え ば 心 臓 発 作 ） の 検 知 及 び 迅 速 な 治 療 の 必
要 性 を 信 号 伝 達 す る 重 大 事 象 警 報 、 及 び 運 動 誘 発 性 虚 血 と い っ た そ れ ほ ど 深 刻 で は な く 、
生 命 に か か わ る ほ ど で は な い 状 況 の 検 知 を 信 号 伝 達 す る 危 険 度 の 低 い 「 SEE DOCTOR」 警 報
で あ る 。 SEE DOCTOR警 報 信 号 は 患 者 に 当 面 危 険 は な い が 、 近 い う ち に 主 治 医 の 予 約 を 取 る
べ き で あ る こ と を 伝 え る た め に 使 用 さ れ る 。 危 険 度 が 低 い 心 臓 事 象 の 信 号 伝 達 に 加 え て 、
SEE DOCTOR警 報 信 号 は ま た 心 臓 救 済 器 の 電 池 が な く な り つ つ あ る と き も 患 者 に 信 号 伝 達 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 重 大 事 象 の 警 報 で は 、 内 部 警 報 信 号 が 周 期 的 に 、 例 え ば 重 大 心
臓 事 象 の 検 知 後 ５ 秒 ご と に ３ パ ル ス で 適 用 さ れ る 。 危 険 度 が 低 い 「 SEE DOCTOR」 警 報 は ７
秒 ご と に １ パ ル ス と い う 異 な る 方 法 で 信 号 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 外 部 警 報 シ ス テ ム は 以 下 の 特 徴 の い ず れ か 又 は す べ て を 含 む 携 帯 型 装 置 で あ る 。 そ の 特
徴 と は 、
１ ． 外 部 警 報 信 号 を 発 生 さ せ て 患 者 に 警 告 す る 外 部 警 報 手 段
２ ． 心 臓 事 象 警 報 、 記 録 さ れ た 電 気 記 録 図 及 び そ の 他 の デ ー タ を 心 臓 救 済 器 か ら 受 信 す る
機 能
３ ． 心 臓 救 済 器 に よ り 収 集 さ れ た 心 臓 事 象 警 報 、 記 録 さ れ た 電 気 記 録 図 及 び そ の 他 の デ ー
タ を 遠 隔 地 に い る 医 者 に 送 信 す る 機 能
４ ． 押 さ れ る と 、 患 者 が 警 報 に 気 づ い た こ と を 認 知 し 、 内 部 及 び 外 部 警 報 信 号 を 停 止 さ せ
る 「 警 報 解 除 」 ボ タ ン
５ ． 文 字 の メ ッ セ ー ジ 及 び 患 者 の 電 気 記 録 図 の セ グ メ ン ト の 表 示 に よ り 患 者 に 情 報 及 び ／
又 は 指 示 を 提 供 す る デ ィ ス プ レ イ （ 通 常 LCDパ ネ ル ）
６ ． 患 者 へ の 指 示 を 含 む メ ッ セ ー ジ を あ ら か じ め 記 録 し た 人 間 の 声 を 介 し て 提 供 す る 機 能
７ ． 警 報 が な い と き で も 、 患 者 が 心 臓 救 済 器 か ら 外 部 警 報 シ ス テ ム へ 電 気 記 録 図 デ ー タ の
送 信 を 開 始 し 、 医 者 に 送 信 す る こ と が で き る 「 パ ニ ッ ク ボ タ ン 」 に よ り 開 始 さ れ る 患 者 が
開 始 す る 電 気 記 録 図 の 捕 捉
８ ． 心 臓 救 済 器 か ら 外 部 警 報 シ ス テ ム へ 電 気 記 録 図 デ ー タ の 送 信 を 開 始 し て 、 外 部 警 報 シ
ス テ ム 上 の デ ィ ス プ レ イ を 使 用 し て 医 者 に 表 示 す る 、 患 者 が 開 始 す る 電 気 記 録 図 の 捕 捉
９ ． 警 報 解 除 ボ タ ン が 使 用 さ れ な い 場 合 に 、 通 常 ３ ０ 分 以 下 の 妥 当 な 時 間 周 期 後 に 内 部 及
び 外 部 警 報 を 自 動 的 に 停 止 す る 機 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 文 字 の 及 び ／ 又 は 口 頭 の 指 示 は 、 患 者 が ア ス ピ リ ン を か む 、 ニ ト ロ グ リ セ リ ン の 錠 剤 を
舌 下 に 置 く 、 単 一 の 又 は 複 数 の 薬 の 組 み 合 わ せ を 吸 入 又 は 鼻 内 噴 霧 す る 及 び ／ 又 は 血 栓 溶
解 剤 を 皮 下 の ド ラ ッ グ ポ ー ト に 投 与 す る と い っ た い く つ か の 所 定 の 治 療 を 直 ち に 行 う よ う
に と い う メ ッ セ ー ジ を 含 む 。 外 部 警 報 シ ス テ ム に よ り 表 示 さ れ た メ ッ セ ー ジ 又 は 外 部 警 報
シ ス テ ム か ら 話 さ れ る メ ッ セ ー ジ 及 び ／ 又 は 警 報 を 受 け 取 る 医 者 か ら の 電 話 で の 呼 び 出 し
は ま た 、 患 者 に 救 急 医 療 サ ー ビ ス の 到 着 を 待 つ べ き で あ る 又 は 直 ち に 救 急 医 療 施 設 の 手 続
を と る べ き で あ る こ と を 指 示 す る 。 外 部 警 報 シ ス テ ム が 電 話 回 線 及 び ／ 又 は 携 帯 電 話 又 は
そ の 他 の 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク と の 直 接 接 続 を 有 す る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 患 者 が 緊 急 治 療 室 で 治 療 を 受 け る 場 合 、 外 部 警 報 シ ス テ ム は 緊 急 治 療 室 に い る 医 者 に 警
報 の 原 因 と な っ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と 警 報 の 原 因 と な っ た 電 気 記 録 図 と 比 較 さ れ る 基
準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 両 方 を 表 示 す る 。 基 準 及 び 警 報 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 両 方 を
表 示 す る 機 能 は 緊 急 治 療 室 に い る 医 者 が 正 し く AMIを 識 別 す る 能 力 を 著 し く 改 善 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 外 部 警 報 シ ス テ ム の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ 及 び 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー
タ か ら 成 る 。 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ は コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ ア ダ プ タ イ ン タ ー フ ェ ー ス 、
安 全 な デ ジ タ ル （ SD） カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 マ ル チ メ デ ィ ア カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス
、 メ モ リ ス テ ィ ッ ク イ ン タ ー フ ェ ー ス 又 は PCMCIAカ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス と い っ た 規 格 化
さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る 。 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス に よ り 外 部 警 報 ト ラ ン
シ ー バ は Palm Pilot又 は ポ ケ ッ ト PCの よ う な 多 く の 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ に 存 在 す る 同 様 の
規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト と 接 続 で き る 。 こ の 実 施 形 態 の 利 点 は 、 携 帯 型 コ
ン ピ ュ ー タ が 文 字 及 び 映 像 の 表 示 及 び 口 頭 メ ッ セ ー ジ 機 能 に 対 し 効 果 的 に 費 用 供 給 で き る
こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 SD/マ ル チ メ デ ィ ア イ ン タ ー フ ェ ー ス ス ロ ッ ト を 有 す る ポ ケ ッ ト PCと 無 線 イ ン タ ー ネ ッ
ト ア ク セ ス を 有 す る セ ル 方 式 の 携 帯 電 話 を 組 合 わ せ た Audiovox T M に よ る Thera T M の よ う な
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携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 す る こ と は １ つ の 解 決 策 で あ り 、 そ れ は 容 易 に プ ロ グ ラ ム 制 御
し て 、 外 部 警 報 シ ス テ ム 及 び 医 者 が 配 置 さ れ た 診 断 セ ン タ ー 間 の 通 信 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 患 者 が 電 気 記 録 図 の 捕 捉 と 医 者 へ の 送 信 を 開 始 で き る パ ニ ッ ク ボ タ ン の 特 徴 は 、 患 者 が
左 腕 の 痛 み 、 胸 の 痛 み 又 は 動 悸 と い っ た 心 臓 関 連 の 不 快 の 兆 候 を 検 知 し た 場 合 に は 、 自 分
の 電 気 記 録 図 を す ぐ 調 べ て も ら う こ と が で き る こ と を 知 っ て い る と い う 安 心 感 を 患 者 に 与
え る 。 こ う し た 調 査 に よ り 心 房 性 期 外 収 縮 、 心 室 性 期 外 収 縮 、 心 房 細 動 、 心 房 粗 動 又 は 他
の 不 規 則 な 心 調 律 と い っ た 不 整 脈 の 診 断 を 可 能 と な る 。 そ の 後 医 者 は 患 者 に 、 も し あ れ ば
ど ん な 行 動 を と る べ き か を 助 言 で き る 。 監 視 シ ス テ ム は ま た 、 心 室 細 動 の 場 合 に も 警 報 を
送 る よ う に プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ 、 そ れ に よ り 患 者 の 介 護 者 は 直 ち に 徐 細 動 電 気 刺 激 を 与 え
る よ う 指 示 さ れ る こ と が で き る 。 こ れ は 、 家 庭 用 徐 細 動 器 が 今 や 市 販 さ れ て い る の で 実 用
的 で あ る 。 心 室 細 動 に 続 い て 心 筋 梗 塞 が 起 こ る 傾 向 の あ る 患 者 に お い て は 、 こ う し た 家 庭
用 徐 細 動 器 は 、 緊 急 医 療 サ ー ビ ス が 到 着 す る の を 待 つ 一 方 で 、 心 室 細 動 を 素 早 く 徐 細 動 で
き る よ う 患 者 の 胸 に 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 医 者 の プ ロ グ ラ マ は 患 者 の 主 治 医 に 心 臓 救 済 器 に 心 臓 事 象 検 知 パ ラ メ ー タ を 設 定 で き る
機 能 を 提 供 す る 。 プ ロ グ ラ マ は 無 線 通 信 機 能 を 使 用 し て 心 臓 救 済 器 と 通 信 す る 。 無 線 通 信
機 能 は ま た 、 外 部 警 報 シ ス テ ム が 心 臓 救 済 器 と 通 信 す る こ と を 可 能 に す る 。 プ ロ グ ラ マ は
ま た 、 心 臓 事 象 前 、 中 及 び 後 に 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 含 む 心 臓 救 済 器 に よ っ
て 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 デ ー タ を ア ッ プ ロ ー ド す る 及 び 調 査 す る た め に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 極 め て 重 要 な 機 能 は 、 連 続 的 に 適 合 す る 心 臓 事 象 検 知 プ ロ グ ラ ム の 使 用 で あ る
。 心 臓 事 象 検 知 プ ロ グ ラ ム は 最 近 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 特 徴 と
過 去 の 所 定 の 時 間 に 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 同 一 の 特 徴 を 比 較 す る 。 例
え ば 、 過 度 の STシ フ ト を 検 知 す る た め の 閾 値 が 適 切 に 調 節 さ れ 、 あ る 期 間 に わ た る 電 極 感
度 又 は STセ グ メ ン ト レ ベ ル の ゆ っ く り と し た 変 化 を 明 ら か に す る 。 患 者 の 心 臓 の 電 気 信 号
の 日 常 の 周 期 を 考 慮 に 入 れ て 比 較 す る た め に 過 去 の 所 定 の 時 間 を 選 択 す る こ と も 望 ま し い
。 従 っ て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 調 べ ら れ る お よ そ ２ ４
時 間 前 に 収 集 さ れ た 比 較 用 の 基 準 を 使 用 す る 。 こ う し た シ ス テ ム は 患 者 の 基 準 電 気 記 録 図
及 び 任 意 の 日 常 周 期 の わ ず か な （ 良 性 の ） ゆ っ く り と し た 変 化 の 両 方 に 適 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゆ っ く り と 変 化 す る 基 準 状 態 に 適 合 す る シ ス テ ム の 使 用 は 、 心 臓 に 電 極 リ ー ド 線 を 埋 め
込 む こ と に 続 き 非 常 に 重 要 で あ る 。 な ぜ な ら 電 極 の 埋 め 込 み 直 後 に 重 大 な 「 損 傷 電 流 」 が
埋 め 込 ま れ た 電 極 が 心 臓 壁 で 回 復 す る ま で 存 在 す る か ら で あ る 。 こ う し た 損 傷 電 流 は 低 下
し た STセ グ メ ン ト を 作 り 出 す 。 低 下 し た STセ グ メ ン ト は PQセ グ メ ン ト 及 び STセ グ メ ン ト が
ほ ぼ 同 じ 電 圧 で あ る 正 常 な 等 電 の 電 気 記 録 図 か ら は ず れ る 。 STセ グ メ ン ト が こ の 損 傷 電 流
に よ り 低 下 す る が 、 急 性 心 筋 梗 塞 は 依 然 こ の 「 損 傷 電 流 」 の ST基 準 電 気 記 録 図 か ら の 重 要
な シ フ ト の 原 因 と な る た め 、 急 性 心 筋 梗 塞 の 発 生 は ま だ 検 知 で き る 。 代 替 案 と し て 、 本 発
明 が 埋 め 込 ま れ 、 電 極 が 心 臓 壁 内 で 回 復 し た 後 に 検 知 器 が 作 動 で き る 。 こ の 回 復 は た い て
い の 場 合 等 電 電 気 記 録 図 が 発 生 す る （ す な わ ち 、 PQセ グ メ ン ト 及 び STセ グ メ ン ト が ほ ぼ 同
一 の 電 圧 で あ る ） こ と に よ り 気 づ く 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の ST検 知 技 術 は 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 記 録 及 び 処 理 し て 心 筋 梗 塞 及 び ／ 又
は 虚 血 を 検 知 す る 閾 値 を 計 算 す る こ と を 伴 う 。 こ れ ら の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は 通 常
１ 時 間 に １ 度 又 は 任 意 の 他 の 適 切 な 時 間 間 隔 で 収 集 さ れ 、 処 理 さ れ 及 び 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 １ 時 間 に １ 度 、 １ ０ 秒 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保
存 し 及 び 処 理 す る 。 ３ ０ 秒 ご と に 心 臓 救 済 器 が １ ０ 秒 長 の 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を
保 存 し 及 び 処 理 す る 。 心 臓 救 済 器 は 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と お よ そ ２ ４ 時 間 前 （ す
な わ ち 24± 1/2時 間 前 ） の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 比 較 す る 。
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【 ０ ０ ３ ６ 】
　 一 時 間 ご と の 基 準 電 気 記 録 図 の 処 理 は 平 均 電 気 記 録 図 信 号 の 強 度 を 計 算 す る こ と 、 及 び
平 均 「 ST偏 差 」 を 計 算 す る こ と を 伴 う 。 単 一 拍 動 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 対 す る ST偏 差
は 平 均 STセ グ メ ン ト 電 圧 及 び 平 均 PQセ グ メ ン ト 電 圧 間 の 差 異 で あ る と 定 義 さ れ る 。 基 準 電
気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 は 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の う ち 複 数 （ 少 な く と も ２
つ ） の 拍 動 の ST偏 差 の 平 均 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 面 の 以 下 の 詳 細 な 記 述 は ど の よ う に し て STセ グ メ ン ト 及 び PQセ グ メ ン ト が 測 定 さ れ る
及 び 平 均 化 さ れ る か を 完 全 に 記 載 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 重 要 な 側 面 は 、 STシ フ ト の 計 算 に 使 用 さ れ る STセ グ メ ン ト 及 び PQセ グ メ ン ト の
時 間 内 の 場 所 及 び 継 続 時 間 を 調 節 す る 機 能 で あ る 。 本 発 明 は 最 初 に 患 者 の 正 常 な 心 拍 数 に
対 し て 設 定 さ れ る １ 拍 動 の R波 の ピ ー ク と そ の 拍 動 の PQセ グ メ ン ト 及 び STセ グ メ ン ト の 開
始 と の 間 の 時 間 間 隔 を プ ロ グ ラ ム 制 御 す る 。 患 者 の 心 拍 数 は 日 常 の 活 動 中 に 変 化 す る の で
、 本 発 明 が こ れ ら の 時 間 間 隔 を 、 そ の 拍 動 に 対 す る R-R間 隔 に 比 例 し て 各 拍 動 ご と に 調 節
す る 。 言 い 換 え る と 、 R-R間 隔 が 短 く な る （ 心 拍 数 が 高 く な る ） 場 合 、 そ の 後 STセ グ メ ン
ト 及 び PQセ グ メ ン ト は R波 の ピ ー ク の 近 く に 移 行 し 、 ま す ま す 短 く な る 。 電 気 記 録 図 セ グ
メ ン ト 内 の １ 拍 動 の STセ グ メ ン ト 及 び PQセ グ メ ン ト は 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の サ ブ セ グ メ
ン ト と し て こ こ で は 定 義 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 任 意 の 単 一 拍 動 の ST偏 差 と 基 準 電 気 記 録 図 セ グ
メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 基 準 平 均 ST偏 差 間 の 差 異 は 、 こ こ で は そ の 拍 動 に 対 す る 「 STシ フ ト
」 と し て 定 義 さ れ る 。 本 発 明 で は 急 性 心 筋 梗 塞 及 び ／ 又 は 虚 血 の 検 知 が １ つ 又 は そ れ 以 上
の 拍 動 の STシ フ ト と 所 定 の 検 知 閾 値 「 H S T 」 を 比 較 す る こ と を 基 礎 と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 願 に 引 用 し て 援 用 す る 米 国 特 許 出 願 番 号 S/N 10051743で は 、 Fischellは 患 者 の 主 治 医
に よ り プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 検 知 用 の 固 定 閾 値 を 記 述 し て い る 。 本 発 明 で は 閾 値 は む し ろ
基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ る 平 均 信 号 強 度 の い く つ か の パ ー セ ン テ ー ジ 「 P S
T 」 を 基 礎 と す る こ と を 思 い 描 い て い る 。 そ の 際 P S T は 心 臓 救 済 装 置 の プ ロ グ ラ ム 制 御 で き
る パ ラ メ ー タ で あ る 。 「 信 号 強 度 」 は ピ ー ク 信 号 電 圧 、 RMS信 号 電 圧 又 は 平 均 PQセ グ メ ン
ト 振 幅 と ピ ー ク R波 振 幅 間 の 差 異 の よ う な 信 号 強 度 の 他 の い く つ か の 指 標 と し て 測 定 で き
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 同 様 に 、 P S T の 値 は 心 拍 数 の 関 数 と し て 調 節 さ れ 、 そ れ に よ り 心 拍 数 が 上 昇 し た 場 合 に
は 、 よ り 高 い 閾 値 が 使 用 さ れ る 。 何 人 か の 患 者 で 心 臓 発 作 の 発 生 が な い と き の わ ず か な ST
セ グ メ ン ト シ フ ト の 原 因 と な る 運 動 が き っ か け と な ら な い よ う に す る た め で あ る 。 代 替 案
と し て 、 閾 値 が 低 け れ ば 低 い ほ ど 、 よ り 高 い 心 拍 数 と と も に 使 用 さ れ 、 運 動 誘 発 性 虚 血 を
検 知 す る 感 度 が 向 上 す る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 は 、 メ モ リ に 保 存 さ れ る 表 を 有 し 、 そ
こ に は 心 拍 数 範 囲 の あ ら か じ め 設 定 さ れ た 数 に 対 す る P S T の 値 （ 例 え ば 、 50-80、 81-90、 9
1-100、 101-120、 121-140） が 保 存 さ れ 、 急 性 心 筋 梗 塞 又 は 運 動 誘 発 性 虚 血 が 存 在 す る か
ど う か を 決 定 す る 際 の 心 臓 救 済 器 の 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム に 使 用 の た め 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 が 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を ３ つ の 方 法 で 使 用 す る こ と が 予 想 さ れ る
。 ３ つ の 方 法 と は 、
１ ． ST偏 差 の よ う な 特 徴 の 基 準 平 均 値 、 そ れ は そ の 後 最 近 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン
ト の 同 じ 特 徴 の 値 か ら 引 か れ る が 、 を 計 算 し て 、 そ の 特 徴 の 値 の シ フ ト を 計 算 す る こ と 。
例 え ば 基 準 平 均 ST偏 差 は 最 近 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 各 拍 動 の ST偏 差 の 振 幅 か
ら 引 か れ て 、 そ の 拍 動 に 対 す る STシ フ ト を 生 み 出 す 。
２ ． 心 臓 事 象 の 検 知 用 の 閾 値 を 計 算 す る の に 使 用 さ れ る 平 均 信 号 強 度 を 提 供 す る こ と 。 こ
れ は 比 較 的 長 期 間 に わ た る 電 気 記 録 図 信 号 強 度 の ゆ っ く り と し た 変 化 を 補 償 す る こ と に よ
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り 検 知 を 改 良 す る 。
３ ． 医 者 に 患 者 の 状 態 を 容 易 に 診 断 で き る 情 報 を 提 供 す る こ と 。 例 え ば 、 基 準 電 気 記 録 図
セ グ メ ン ト は 遠 隔 に 位 置 す る 医 者 に 送 信 さ れ る 及 び ／ 又 は 緊 急 治 療 室 の 医 者 に 直 接 表 示 さ
れ る 、 と い う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 適 合 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム と い う 用 語 は こ こ で は 心 臓 事 象 の 検 知 ア ル ゴ リ
ズ ム と し て 定 義 さ れ る 。 そ の 際 少 な く と も １ つ の 検 知 関 連 の 閾 値 が 患 者 の 正 常 な 電 気 記 録
図 の 比 較 的 ゆ っ く り と し た （ １ 時 間 よ り 長 い ） 変 化 を 補 償 す る た め に あ る 期 間 に わ た り 適
合 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 が 非 常 に 低 い 心 拍 数 （ 徐 脈 ） 又 は 非 常 に 高 い 心 拍 数 （ 頻 脈 又 は 細 動 ） を 識 別 す る
具 体 的 な プ ロ グ ラ ミ ン グ を 有 し て い る こ と が 予 想 さ れ る 。 非 常 に 低 い 心 拍 数 は 、 通 常 患 者
の 危 機 に 直 面 す る も の で は な い 一 方 で 、 そ の 持 続 性 は ペ ー ス メ ー カ ー の 必 要 性 を 示 す 。 結
果 と し て 、 本 発 明 は 外 部 警 報 シ ス テ ム に 送 ら れ る 随 意 的 メ ッ セ ー ジ に 沿 っ て 「 SEE DOCTOR
」 警 報 を 使 用 し て 、 患 者 に 心 拍 数 が 低 す ぎ る こ と 及 び 都 合 の 付 き 次 第 医 者 に 見 て も ら う べ
き で あ る こ と を 警 告 す る 。 一 方 で 、 非 常 に 高 い 心 拍 数 は 差 し 迫 っ た 危 険 性 を 信 号 伝 達 し 、
従 っ て 急 性 心 筋 梗 塞 検 知 の 際 と 同 様 の 方 法 で 患 者 に 警 告 す る こ と が 望 ま し い 。 さ ら に 、 高
心 拍 数 の 間 の 過 度 の STシ フ ト の 検 知 は 難 し く 、 高 心 拍 数 が 心 臓 発 作 の 原 因 で あ る 場 合 、 本
発 明 の プ ロ グ ラ ミ ン グ が 重 大 事 象 カ ウ ン タ を 使 用 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 重 大 事 象 カ ウ ン
タ は 装 置 が 過 度 の STシ フ ト と あ ま り に も 高 い 心 拍 数 の 組 み 合 わ せ を 検 知 す る 場 合 に 警 報 を
作 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 急 性 心 筋 梗 塞 の 別 の 早 期 指 標 は T波 の 形 態 の 急 激 な 変 化 で あ る 。 不 運 な こ と に 、 T波 の 形
態 の 変 化 に は AMIが 原 因 で は な い も の が 多 く 存 在 す る 。 し か し 、 AMIに よ る 変 化 が 急 激 に 発
生 す る 一 方 で 、 こ れ ら の 変 化 は 通 常 ゆ っ く り と 起 き る 。 従 っ て 本 発 明 の １ つ の 実 施 形 態 は
過 去 の 短 い 時 間 （ ３ ０ 分 以 下 ） に 収 集 さ れ た 基 準 と 比 較 し た T波 の 変 化 の 検 知 を 使 用 す る
。 最 良 の 実 施 形 態 は お そ ら く 過 去 １ 分 か ら ５ 分 の 間 に 収 集 さ れ た 基 準 を 使 用 す る こ と で あ
る 。 こ う し た T波 検 知 器 は T波 の ピ ー ク の 振 幅 を 見 る こ と が で き る 。 T波 検 知 器 の 代 替 実 施
形 態 は 基 準 と 比 較 し て T波 全 体 の 平 均 値 を 見 る 。 T波 シ フ ト 検 知 に 対 す る 閾 値 は 、 STシ フ ト
検 知 の 閾 値 の よ う に 、 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 信 号 強 度 の パ ー セ ン テ ー ジ P T で あ
る 。 両 方 の 検 知 器 が 心 臓 救 済 器 に よ り 同 時 に 使 用 さ れ る 場 合 、 P T は P S T と は 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 最 も 単 純 な 形 式 で は 、 「 監 視 シ ス テ ム 」 は 心 臓 救 済 器 と 医 者 の プ ロ グ ラ マ だ け を 含 む 。
心 臓 救 済 器 は 内 部 警 報 信 号 が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 期 間 と ど ま る 外 部 警 報 シ ス テ ム な し で
機 能 す る が 、 外 部 警 報 シ ス テ ム が あ る 方 が 非 常 に 望 ま し い 。 外 部 警 報 シ ス テ ム が 望 ま し い
１ つ の 理 由 は 、 外 部 警 報 シ ス テ ム 上 の ボ タ ン で あ る 。 そ れ は 埋 め 込 み 型 装 置 （ 心 臓 救 済 器
） 及 び 外 部 警 報 シ ス テ ム の 一 方 又 は 両 方 の 警 報 を 停 止 さ せ る 手 段 を 提 供 す る 。 外 部 警 報 シ
ス テ ム の 別 の 重 要 な 機 能 は 、 基 準 及 び 警 報 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 両 方 を 治 療 し て い る 医
者 に 対 し て 容 易 に 表 示 し 、 患 者 に 対 す る 素 早 い 診 断 及 び 治 療 を 容 易 に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 第 １ の 所 定 の 時 間 か ら の 基 準 電 気 記 録 図 デ ー タ と 第 ２ の 所 定
の 時 間 か ら の 最 近 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 比 較 す る こ と に よ り 、 心 臓 事 象 の 発 生 を 検 知 す る
よ う に 設 計 さ れ る 心 臓 救 済 器 を 有 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 が 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 に よ り 第 １ の 所 定 の 時 間 に 捕
捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 少 な く と も １ つ の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ と 第
２ の 所 定 の 時 間 に 捕 捉 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 同 一 の 少 な く と も １ つ
の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ を 比 較 す る こ と に よ り 検 知 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 急 性 心 筋 梗 塞 が 最 近 の 電 気 記 録 図 デ ー タ と １ 日 の 同 時 間 （ す な わ
ち 過 去 お よ そ ２ ４ 時 間 ） か ら の 基 準 電 気 記 録 図 デ ー タ を 比 較 す る こ と に よ り 検 知 さ れ る こ
と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 急 性 心 筋 梗 塞 が 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 拍 動 の ST
偏 差 と ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 拍 動 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 ST偏 差 を 比 較 す る こ と
に よ り 検 知 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 の 発 生 を 検 知 す る た め の 閾 値 が 心 臓 救 済 装 置 に よ り 調 節
さ れ て 、 患 者 の 電 気 記 録 図 の 平 均 信 号 レ ベ ル に お け る ゆ っ く り と し た 変 化 を 補 償 す る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る た め の 閾 値 が 心 臓 救 済 装 置 に よ り 調 節 さ れ て
、 患 者 の 電 気 記 録 図 の 平 均 信 号 レ ベ ル に お け る 日 常 周 期 の 変 化 を 補 償 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 内 部 及 び 外 部 警 報 信 号 の 一 方 又 は 両 方 を 停 止 さ せ る 警 報 解 除 ボ タ
ン を 含 む 外 部 警 報 シ ス テ ム が 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 に よ り 開 始 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 心 臓 救 済 器 に よ り 発 生 す る 警 報 信 号 が 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 期
間 後 に 自 動 的 に 停 止 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 心 臓 救 済 器 を 使 用 し て 、 患 者 に 急 性 心 筋 梗 塞 が 起 き た こ と
を 皮 下 の 振 動 と い う 手 段 に よ り 警 告 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 検 知 が 急 性 心 筋 梗 塞 を 識 別 す る 前 に 、 少 な く と も
拍 動 の 大 部 分 が 過 度 の STシ フ ト を 示 す こ と を 必 要 と す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 検 知 が 過 度 の STシ フ ト が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 期
間 に よ り 分 離 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 依 然 存 在 す る こ と を 必 要 と
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 心 臓 事 象 検 知 が 過 度 の STシ フ ト が あ ら か じ め 設 定 さ れ た 期
間 に よ り 分 け ら れ た 少 な く と も ３ つ の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 依 然 存 在 す る こ と を 必 要 と
す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 過 度 の STシ フ ト を 検 知 す る た め の 閾 値 を 有 し 、 そ れ が 基 準
電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 計 算 さ れ る 平 均 信 号 強 度 に 左 右 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 過 度 の STシ フ ト を 検 知 す る た め の 閾 値 を 有 し 、 そ れ が 基 準
電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 PQセ グ メ ン ト 振 幅 と R波 の ピ ー ク の 振 幅 間 の 差 異 の 関 数 で あ
る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 過 度 の STシ フ ト を 検 知 す る た め の 閾 値 を 有 し 、 そ れ が 基 準
電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 計 算 さ れ た 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 最 小 振 幅 か ら 最 大 振 幅 の 平
均 の 関 数 で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 第 ２ の 所 定 の 時 間 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の T波 振 幅 が 、
第 １ の 所 定 の 時 間 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 基 準 T波 振 幅 と 比 較 し て シ フ ト す る
こ と に よ り 心 臓 事 象 を 検 知 す る 機 能 を 有 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 第 ２ の 所 定 の 時 間 の 少 な く と も １ つ の 拍 動 の 電 気 記 録 図 セ
グ メ ン ト の T波 偏 差 が 、 第 １ の 所 定 の 時 間 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 基 準 T波 偏 差 と 比
較 し て シ フ ト す る こ と に よ り 心 臓 事 象 を 検 知 す る 機 能 を 有 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 T波 振 幅 比 較 及 び ／ 又 は T波 偏 差 比 較 に お け る 第 １ 及 び 第 ２
の 所 定 の 時 間 が ３ ０ 分 以 下 の 時 間 に 分 け ら れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 STセ グ メ ン ト シ フ ト 検 知 に 使 用 さ れ る 基 準 電 気 記 録 図 セ グ
メ ン ト 及 び T波 シ フ ト 検 知 に 使 用 さ れ る 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 異 な る 時 間 に 収 集 さ
れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 個 別 化 さ れ た （ 患 者 別 の ） 「 正 常 な 」 心 拍 数 範 囲 を 有 し 、
そ れ に よ り 「 正 常 」 の 上 限 及 び 下 限 が 心 臓 救 済 器 の プ ロ グ ラ マ を 使 用 し て プ ロ グ ラ ム 制 御
さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 １ つ 又 は そ れ 以 上 の 個 別 化 さ れ た （ 患 者 別 の ） 「 上 昇 」 心
拍 数 範 囲 を 有 し 、 そ れ に よ り 各 「 上 昇 」 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 が 心 臓 救 済 器 の プ ロ グ ラ マ を
使 用 し て プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 目 的 は 、 過 度 の STシ フ ト を 検 知 す る た め の 閾 値 が １ つ 又 は そ れ 以 上
の 「 上 昇 」 心 拍 数 範 囲 と 比 較 し て 「 正 常 」 心 拍 数 範 囲 と は 異 な る こ と を 許 容 す る こ と で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 の こ れ ら 及 び そ の 他 の 目 的 及 び 利 点 は こ こ に 提 示 さ れ た 関 連 す る 図 面 を 含 む 本 発
明 の 詳 細 な 説 明 を 読 む こ と に よ り 当 業 者 に 明 ら か と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ は 、 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 ５ 及 び 外 部 装 置 ７ か ら 成 る 監 視 シ ス テ ム １ ０ の １ つ の 実
施 形 態 を 示 し て い る 。 電 池 を 動 力 源 と す る 心 臓 救 済 器 ５ は 電 子 回 路 を 含 み 、 そ れ は 急 性 心
筋 梗 塞 又 は 不 整 脈 と い っ た 心 臓 事 象 を 検 出 で き る 及 び そ の 事 象 が 起 こ っ た と き 患 者 に 警 告
で き る 。 心 臓 救 済 器 ５ は あ と で 読 み 取 る た め に 患 者 の 電 気 記 録 図 を 保 存 で き 、 無 線 信 号 ５
３ を 外 部 装 置 ７ へ 送 信 し 、 外 部 装 置 ７ か ら の 無 線 信 号 ５ ４ を 受 信 で き る 。 心 臓 救 済 器 ５ の
機 能 は 図 ４ を 用 い て 詳 細 に 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 心 臓 救 済 器 ５ は ２ つ の リ ー ド 線 １ ２ 及 び １ ５ を 有 し 、 そ れ ら は 周 囲 が 絶 縁 の マ ル チ ワ イ
ヤ 導 電 体 を 有 す る 。 リ ー ド 線 １ ２ は ２ つ の 電 極 １ ３ 及 び １ ４ で 示 さ れ る 。 リ ー ド 線 １ ５ は
皮 下 電 極 １ ６ 及 び １ ７ を 有 す る 。 実 際 、 心 臓 救 済 器 ５ は わ ず か １ つ の リ ー ド 線 又 は ３ つ の
リ ー ド 線 を 利 用 し 、 各 リ ー ド 線 は わ ず か １ つ の 電 極 又 は ８ つ の 電 極 を 有 す る 。 さ ら に 、 電
極 ８ 及 び ９ は 心 臓 救 済 器 ５ の 外 側 表 面 に 設 置 さ れ 、 い か な る ワ イ ヤ も 心 臓 救 済 器 ５ の 外 側
に 設 置 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 １ の リ ー ド 線 １ ２ は 、 好 ま し く は 患 者 の 脈 管 系 を 通 っ て 右 室 心 尖 に 設 置 さ れ る 電 極 １
４ と と も に 設 置 さ れ る 。 電 極 １ ３ 側 の リ ー ド 線 １ ２ は 右 心 室 又 は 右 心 房 又 は 上 大 静 脈 に 設
置 さ れ 、 ペ ー ス メ ー カ ー 及 び 埋 め 込 み 型 冠 状 動 脈 除 細 動 器 (ICDs)用 の リ ー ド 線 の 設 置 と 同
様 で あ る 。 心 臓 救 済 器 ５ の 金 属 製 ケ ー ス １ １ は 、 活 性 電 極 で あ る 電 極 １ ３ 及 び ／ 又 は １ ４
の 一 方 又 は 両 方 と と も に 中 立 電 極 と し て の 機 能 を 果 た す 。 電 極 １ ３ 及 び １ ４ が 複 極 式 電 極
と し て 使 用 さ れ る こ と も 考 え ら れ る 。 代 替 案 と し て 、 図 １ の リ ー ド 線 １ ２ は 好 ま し く は 患
者 の 脈 管 系 を 通 っ て 左 室 心 尖 に 設 置 さ れ る 電 極 １ ４ と と も に 設 置 さ れ る 。 電 極 １ ３ は 左 心
房 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 リ ー ド 線 １ ５ は 好 ま し く は 任 意 の 場 所 の 皮 下 に 設 置 さ れ 、 そ こ で は 電 極 １ ６ 及 び ／ 又 は
１ ７ が 心 臓 の 電 気 的 活 動 を 示 す 良 好 な 電 気 記 録 図 信 号 を 提 供 す る 。 再 び こ の リ ー ド 線 １ ５
に 対 し て 、 心 臓 救 済 器 ５ の ケ ー ス １ １ は 中 立 電 極 で あ り 、 電 極 １ ６ 及 び ／ 又 は １ ７ は 活 性
電 極 で あ る 、 又 は 電 極 １ ６ 及 び １ ７ は 複 極 式 電 極 と し て 一 緒 に 機 能 す る 。 心 臓 救 済 器 ５ は
、 心 臓 救 済 器 ５ が 中 立 電 極 で あ る 場 合 、 た っ た １ つ の リ ー ド 線 と わ ず か １ つ の 活 性 電 極 で
動 作 で き る 。 こ こ で 記 述 さ れ る 監 視 シ ス テ ム １ ０ は 、 ２ つ の 電 極 だ け で 難 な く 動 作 で き る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 皮 下 の リ ー ド 線 １ ５ を 使 用 す る 心 臓 救 済 器 ５ の １ つ の 実 施 形 態 は 電 極 １ ７ を 有 し 、 そ れ
は 患 者 の 左 側 の 皮 膚 の 下 に 設 置 さ れ る 。 こ れ は 患 者 の 左 脇 の 下 、 ２ イ ン チ か ら ２ ０ イ ン チ
の 間 に 設 置 さ れ る の が 最 良 で あ る 。 心 臓 救 済 器 の ケ ー ス １ １ は 中 立 電 極 と し て 作 用 し 、 通
常 患 者 の 胸 の 左 側 の 皮 膚 の 下 に 埋 め 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 １ は ま た 外 部 装 置 ７ を 示 し 、 そ れ は ア ン テ ナ ７ ０ を 有 す る 医 者 の プ ロ グ ラ マ ６ ８ 、 充
電 器 １ ６ ６ を 含 む 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ か ら 成 る 。 外 部 装 置 ７ は 心 臓 救 済 器 ５ と 相 互 作 用
す る 手 段 を 提 供 す る 。 こ れ ら の 相 互 作 用 は 心 臓 救 済 器 ５ の プ ロ グ ラ ミ ン グ 、 心 臓 救 済 器 ５
に よ り 収 集 さ れ た デ ー タ の 検 索 及 び 心 臓 救 済 器 ５ に よ り 発 生 す る 警 報 の 処 理 を 含 む 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 １ に 示 さ れ る 医 者 プ ロ グ ラ マ ６ ８ の 目 的 は 、 埋 め 込 み 型 の 心 臓 救 済 器 ５ の 動 作 パ ラ メ
ー タ を 設 定 す る 及 び ／ 又 は 変 更 す る こ と 、 及 び 保 存 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の よ う な
心 臓 救 済 器 ５ の メ モ リ に 保 存 さ れ て い る デ ー タ を 読 み 取 る こ と で あ る 。 こ れ は 、 無 線 信 号
５ ４ を プ ロ グ ラ マ ６ ８ か ら 心 臓 救 済 器 ５ へ 送 信 す る こ と 及 び 無 線 信 号 ５ ３ に よ る 心 臓 救 済
器 ５ か ら プ ロ グ ラ マ ６ ８ へ の 遠 隔 測 定 を 受 信 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。 ラ ッ プ ト ッ プ 型
コ ン ピ ュ ー タ が 医 者 プ ロ グ ラ マ ６ ８ と し て 使 用 さ れ る と き 、 心 臓 救 済 器 ５ と 通 信 す る 無 線
ト ラ ン シ ー バ へ の 接 続 が 必 要 と な る 。 こ う し た ト ラ ン シ ー バ は 、 USB、 シ リ ア ル ポ ー ト 又
は パ ラ レ ル ポ ー ト と い っ た 標 準 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 経 由 し て 接 続 さ れ る 又 は ラ ッ プ ト ッ プ
の PCMCIAカ ー ド ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る 。 ラ ッ プ ト ッ プ 上 の 画 面 は 医 者 が 心 臓 救 済 器 ５ と 通
信 す る 際 に お け る 案 内 を 提 供 す る 。 ま た 、 画 面 は 心 臓 救 済 器 ５ か ら 読 み 出 さ れ る 実 時 間 の
及 び 保 存 さ れ た 電 気 記 録 図 の 両 方 を 表 示 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 図 １ で は 、 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ は 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム ５ ５ 、 警 報 無 効 ボ タ
ン ５ ９ 、 パ ニ ッ ク ボ タ ン ５ ２ 、 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ 、 警 報 ス ピ ー カ ー ５ ７ 及 び ア ン テ ナ
１ ６ １ を 有 し 、 モ デ ム １ ６ ５ を 使 い 通 信 リ ン ク ６ ５ を 介 し て 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ と 通 信
で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 心 臓 事 象 が 心 臓 救 済 器 ５ に よ り 検 知 さ れ る 場 合 、 警 報 メ ッ セ ー ジ が 無 線 信 号 ５ ３ に よ り
ア ン テ ナ １ ６ １ を 経 由 し て 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ へ 送 ら れ る 。 警 報 が 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５
６ に よ り 受 信 さ れ る と 、 信 号 ５ ８ が ス ピ ー カ ー ５ ７ へ 送 ら れ る 。 信 号 ５ ８ は ス ピ ー カ ー が
外 部 警 報 信 号 ５ １ を 出 し 、 患 者 に 事 象 が 起 こ っ た こ と を 警 告 す る 要 因 と な る 。 外 部 警 報 信
号 ５ １ の 例 は 、 周 期 的 な ブ ー ン と い う 音 、 一 連 の 音 及 び ／ 又 は 患 者 に ど の 動 作 を 起 こ す べ
き か を 指 示 す る 口 頭 メ ッ セ ー ジ を 含 む 。 さ ら に 、 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ は 、 信 号 ５ ３ の 性
質 に 左 右 さ れ て 、 リ ン ク ６ ５ を 越 え て 送 信 信 号 を 送 り 、 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ と 連 絡 を と
る 。 急 性 心 筋 梗 塞 の 検 知 が 警 報 の 原 因 で あ る と き 、 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ は 自 動 的 に 心 臓
発 作 が 起 こ っ た こ と を 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ に 報 告 し 、 患 者 を 治 療 す る 及 び 病 院 の 緊 急 治
療 室 に 運 ぶ た め に 救 急 車 が 差 し 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ と の 遠 隔 通 信 が 可 能 で あ り 、 心 臓 事 象 警 報 が 信 号 ５ ３ 内 で 送 信 さ
れ る 場 合 、 モ デ ム １ ６ ５ は デ ー タ 通 信 リ ン ク ６ ５ を 構 築 し 、 そ れ を 越 え て メ ッ セ ー ジ が 緊
急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ に 送 信 さ れ る 。 リ ン ク ６ ５ を 越 え て 送 ら れ る メ ッ セ ー ジ は 以 下 の 情 報
の い ず れ か 又 は そ の す べ て を 含 む 。 そ の 情 報 と は （ １ ） 特 定 の 患 者 が 急 性 心 筋 梗 塞 又 は そ
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の 他 の 心 臓 事 象 を 有 し て い る 、 （ ２ ） 患 者 の 名 前 、 住 所 及 び 簡 単 な 既 往 歴 、 （ ３ ） 患 者 が
い る と こ ろ の 地 図 及 び ／ 又 は 方 角 、 （ ４ ） 基 準 電 気 記 録 図 デ ー タ 及 び 警 報 に よ り 発 生 し た
特 定 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 含 む 患 者 の 保 存 電 気 記 録 図 、 （ ５ ） 連 続 し た 実 時 間 の 電 気
記 録 図 デ ー タ 、 及 び （ ６ ） 心 臓 発 作 の 際 に 患 者 に 投 与 さ れ る 薬 の 型 及 び 量 に 関 す る 患 者 の
か か り つ け の 医 師 に よ る 処 方 箋 で あ る 。 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ が 病 院 の 緊 急 治 療 室 を 含 む
場 合 、 患 者 が 心 臓 事 象 を 有 す る こ と 及 び 患 者 が 緊 急 治 療 室 に 行 く 途 中 で あ る と い う 情 報 が
送 信 さ れ る 。 こ の 方 法 で は 、 緊 急 治 療 室 の 医 者 が 患 者 の 到 着 に あ わ せ 準 備 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 通 信 リ ン ク ６ ５ は 有 線 又 は 無 線 電 話 接 続 で あ り 、 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ が 緊 急 医 療 サ ー
ビ ス ６ ７ を 呼 び 出 す こ と が で き る 。 典 型 的 な 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ は ポ ケ ッ ト PC又 は Palm
 Pilot PDAに 組 み 込 ま れ 、 そ の 際 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ 及 び モ デ ム １ ６ ５ は コ ン パ ク ト フ
ラ ッ シ ュ カ ー ド 、 PCMCIAカ ー ド 、 マ ル チ メ デ ィ ア 、 メ モ リ ス テ ィ ッ ク 又 は 安 全 な デ ジ タ ル
(SD)カ ー ド と い っ た 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス を 有 す る 挿 入 可 能 な カ ー ド に 組 み 込 ま
れ る 。 モ デ ム １ ６ ５ は Sierra Air Card 300の よ う な 無 線 モ デ ム で あ る 又 は モ デ ム １ ６ ５
は 標 準 電 話 回 線 に 接 続 す る 有 線 モ デ ム で あ る 。 モ デ ム １ ６ ５ は ま た 、 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５
６ と 一 体 化 も で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム ５ ５ の 目 的 は 、 患 者 に 心 臓 救 済 器 ５ か ら 最 も 最 近 捕 捉 し
た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ へ 送 信 で き る 能 力 を 与 え る こ と で あ る 。
こ れ に よ り 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 医 者 に 表 示 さ れ る 。 警 報 無 効 ボ タ ン ５ ９ は 心 臓 救 済 器
５ 内 で 発 生 し た 内 部 警 報 信 号 及 び ／ 又 は ス ピ ー カ ー ５ ７ を 通 じ て 出 さ れ る 外 部 警 報 信 号 ５
１ を 停 止 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 患 者 は 自 分 が 心 臓 事 象 に 直 面 し て い る と 感 じ る 場 合 に パ ニ ッ ク ボ タ ン ５ ２ を 押 す 。 パ ニ
ッ ク ボ タ ン ５ ２ は 心 臓 救 済 器 ５ か ら 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ へ 無 線 信 号 ５ ３ を 経 由 し て 最 近
の 及 び 基 準 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 両 方 の 送 信 を 開 始 す る 。 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ は そ の
後 こ れ ら の デ ー タ を リ ン ク ６ ５ を 経 由 し て 緊 急 医 療 サ ー ビ ス ６ ７ に 送 信 し 、 そ こ で 医 者 が
そ の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 見 る 。 そ の 後 遠 隔 に い る 医 者 が 電 気 記 録 図 デ ー タ を 解 析 し 、 患 者
に 折 り 返 し 電 話 し て こ れ が 緊 急 の 状 態 な の か 又 は そ の 状 態 は あ と で 患 者 の 主 治 医 に よ り い
つ も の よ う に 治 療 で き る も の な の か ど う か に つ い て 助 言 を 与 え る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に あ ら か じ め 設 定 さ れ た 限 度 が 存 在 す る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の
限 度 は 、 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム ５ ５ 及 び ／ 又 は パ ニ ッ ク ボ タ ン が 1日 の う ち 一 定
回 数 以 上 使 用 さ れ る こ と を 防 ぐ 。 そ れ は 、 患 者 が 心 臓 救 済 器 ５ の 電 池 を 切 れ さ せ る こ と を
防 ぐ た め で あ る 。 無 線 送 信 と し て の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ は こ れ ら 装 置 の 他 の 機 能 的 操 作
と 比 べ て 、 比 較 的 大 量 の 電 力 を 使 う 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ２ は 、 電 極 １ ４ の よ う な 数 組 の 埋 め 込 ま れ た 電 極 と 図 ３ の ケ ー ス １ １ か ら の 典 型 的 な
電 気 記 録 図 信 号 と 重 畳 さ れ た 上 昇 STセ グ メ ン ト ４ を 示 し て い る 。 電 気 記 録 図 の 様 々 な 部 分
は P波 、 Q波 、 R波 、 S波 及 び T波 で 示 さ れ る 。 こ れ ら は す べ て 図 ２ の 太 実 線 の 部 分 で 示 さ れ
る 。 正 常 な STセ グ メ ン ト ３ も 図 ２ に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 急 性 心 筋 梗 塞 が 起 こ る と き 、 通 常 図 ２ の 細 実 線 で 示 さ れ る よ う な STセ グ メ ン ト ４ の 上 昇
（ 又 は 下 降 ） が 存 在 す る 。 急 性 心 筋 梗 塞 が 患 者 の 心 筋 の 重 要 な 部 分 に 起 こ っ た こ と を 明 ら
か に 示 す の が 、 基 準 STセ グ メ ン ト ３ と 比 較 し て の STセ グ メ ン ト ４ の こ の シ フ ト で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 上 昇 STセ グ メ ン ト ４ は 急 性 心 筋 梗 塞 の 優 れ た 指 標 で は あ る が 、 心 拍 数 又 は 心 臓 壁 運 動 の
突 然 の 変 化 、 血 栓 症 又 は 血 液 pO 2 の 急 激 な 低 下 と い っ た 他 の 指 標 も ま た 独 立 し た 感 知 手 段
と し て 使 用 さ れ る 又 は こ れ ら の 信 号 が STセ グ メ ン ト ４ の 電 圧 シ フ ト に 加 え て 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ８ ７ 】
　 埋 め 込 ま れ た 電 極 か ら の 電 気 記 録 図 に よ り 皮 膚 の 表 面 の 電 極 か ら 得 ら れ た 心 電 図 信 号 と
比 べ て STセ グ メ ン ト シ フ ト が よ り 早 く 検 知 で き る こ と に 留 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 従 っ
て 、 こ こ に 記 述 さ れ た 埋 め 込 ま れ た 電 極 か ら の 電 気 記 録 図 は 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 心 臓 発 作 が 起 こ る と き 、 T波 が 非 常 に 素 早 く 移 動 す る こ と も よ く 知 ら れ て い る 。 本 発 明
が 比 較 す る と こ の T波 シ フ ト を 過 去 １ 分 か ら ５ 分 の 時 間 で 検 知 で き る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 冠 状 動 脈 の 狭 窄 を 有 す る 患 者 が 比 較 的 激 し い 運 動 を す る と 、 心 拍 数 が 上 昇 し て 運 動 誘 発
性 虚 血 に 発 展 し 、 電 気 記 録 図 の STセ グ メ ン ト が シ フ ト す る 原 因 と な る と い う こ と が 予 想 さ
れ る 。 こ れ は 特 に ス テ ン ト 移 植 を 伴 う 又 は 伴 わ な い バ ル ー ン 血 管 形 成 を 受 け た 患 者 に あ て
は ま る 。 こ う し た 患 者 は 、 運 動 中 に 図 １ の 心 臓 救 済 器 ５ が 警 報 を 作 動 さ せ た 場 合 、 そ れ は
心 臓 の 動 脈 の １ つ に 動 脈 狭 窄 の 進 行 が あ る こ と を 示 し て い る と い う こ と を 主 治 医 に よ り 知
ら さ れ る 。 こ う し た 患 者 は 、 す べ て の 運 動 を た だ ち に や め る よ う に 助 言 さ れ 、 患 者 の 心 拍
数 が ゆ っ く り に な る に つ れ て 警 報 信 号 が 消 え て い く 場 合 、 患 者 は 都 合 の つ き 次 第 医 者 に 診
て も ら う べ き で あ る 。 患 者 の 心 拍 数 が 通 常 範 囲 に ま で ゆ っ く り に な っ て も 警 報 信 号 が 消 え
な い 場 合 は 、 そ の 後 心 臓 救 済 器 は 警 報 信 号 を 変 更 し て 患 者 は 直 ち に 診 療 し て も ら う べ き だ
と い う こ と を 知 ら せ る 。 前 述 し た よ う に 、 心 臓 救 済 器 ５ は 運 動 が 原 因 の 虚 血 で あ る 場 合 に
発 生 す る 信 号 と 比 較 し て 、 心 臓 発 作 の 場 合 に は 異 な る 信 号 を 発 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 STセ グ メ ン ト の 電 圧 シ フ ト の 間 に 体 験 す る 心 拍 数 と 心 拍 数 の 変 化 率 は ど の 警 報 が 心 臓 救
済 器 ５ に よ り 作 ら れ る べ き か を 示 す の に 使 用 で き る こ と も 予 想 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 正 常
な 心 拍 数 に 近 い STセ グ メ ン ト シ フ ト は 急 性 心 筋 梗 塞 を 示 す 。 上 昇 心 拍 数 （ 例 え ば 、 100bpm
以 上 ） が 存 在 す る と き の STセ グ メ ン ト シ フ ト は 、 一 般 に 冠 状 動 脈 の 狭 窄 が 進 行 し て い る こ
と を 示 す 。 い か な る 場 合 も 、 心 臓 救 済 器 ５ か ら の 警 報 の 原 因 と な る の に 十 分 な STセ グ メ ン
ト の シ フ ト が 起 こ っ た 場 合 、 患 者 は す ぐ に 診 療 を う け 、 警 報 の 原 因 を 確 定 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 患 者 の 病 状 に 左 右 さ れ て 、 激 し い 運 動 が 長 い 距 離 を 走 る こ と 又 は 単 に 階 段 を あ が る こ と
と 同 じ く ら い 活 動 的 で あ る こ と を 理 解 さ れ た い 。 心 臓 救 済 器 ５ が ス テ ン ト 移 植 を 受 け た 患
者 に 埋 め 込 ま れ た あ と 、 患 者 は ス ト レ ス テ ス ト を 受 け て 、 STセ グ メ ン ト シ フ ト の レ ベ ル を
決 定 し な け れ ば な ら な い 。 STセ グ メ ン ト シ フ ト の レ ベ ル は 患 者 が 実 現 で き る 運 動 の う ち 最
も 高 い レ ベ ル と 関 係 す る 。 患 者 の 心 拍 数 は そ の 後 記 録 さ れ 、 図 ５ か ら 図 ９ に 記 載 さ れ る 心
臓 救 済 器 の 検 知 用 閾 値 は プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ て 運 動 中 に 観 測 さ れ る STセ グ メ ン ト シ フ ト で
は 警 報 し な い 。 そ の 後 、 の ち に 患 者 が 所 定 の 心 拍 数 で 又 は 心 拍 数 範 囲 内 で STセ グ メ ン ト の
上 昇 シ フ ト に 直 面 す る 場 合 、 そ の 後 狭 窄 を 示 す 警 報 が 発 生 す る よ う に プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ
る 。 こ う し た 警 報 の 発 生 は い く つ か の 冠 状 動 脈 の 狭 窄 が 進 行 し て い る こ と を 示 し 、 可 能 的
に ス テ ン ト 移 植 を 含 む 血 管 形 成 が 必 要 か ど う か を 決 定 す る た め に 血 管 造 影 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 急 性 心 筋 梗 塞 が 原 因 で あ る 過 度 の STシ フ ト に 関 連 す る 警 報 信 号 は 、 運 動 中 に 進 行 す る 虚
血 に 関 連 す る 「 SEE DOCTOR」 警 報 手 段 と は 全 く 異 な る 。 例 え ば 、 SEE DOCTOR警 報 信 号 は 音
声 信 号 で あ り 、 ５ 秒 か ら １ ０ 秒 ご と に １ 回 発 生 す る 。 異 な る 警 報 信 号 、 例 え ば ３ 秒 か ら ５
秒 ご と に ３ 回 ブ ザ ー が 鳴 る 音 声 信 号 は 、 急 性 心 筋 梗 塞 の よ う な 重 大 な 心 臓 事 象 を 示 す た め
に 使 用 さ れ る 。 似 て い る 警 報 信 号 の 時 間 的 調 節 は 通 常 図 ４ の 警 報 サ ブ シ ス テ ム ４ ８ に よ り
発 生 す る 内 部 警 報 信 号 及 び 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に よ り 発 生 す る 外 部 警 報 信 号 の 両 方 に 使
用 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 い か な る 場 合 も 、 患 者 は ど の 信 号 が こ れ ら の 異 な る 状 況 に 対 し て 発 生 す る か を 認 識 す る
よ う 教 え ら れ 、 そ れ に よ り 患 者 は 急 性 心 筋 梗 塞 が 示 さ れ る 場 合 は 即 座 に 対 応 で き る が 、 狭
窄 の 進 行 又 は い く つ か の 他 の 危 険 度 の 低 い 状 況 が 示 さ れ る 場 合 は 緊 急 の 対 応 を と る こ と が
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で き な い 。 当 然 の こ と で あ る が 、 他 の 明 ら か に 異 な る 音 声 警 報 パ タ ー ン は 心 房 細 動 、 心 房
粗 動 、 PVC’ s、 PAC’ sな ど と い っ た 異 な る 不 整 脈 に 使 用 さ れ る 。 図 １ の 医 者 プ ロ グ ラ マ ６
８ の 機 能 は 、 異 な る 警 報 信 号 パ タ ー ン を プ ロ グ ラ ム 制 御 す る こ と 、 こ れ ら 様 々 な 心 臓 事 象
の 任 意 の 1つ 又 は そ れ 以 上 に 対 し て 、 心 臓 救 済 器 の 関 連 す る 警 報 信 号 の 検 知 及 び ／ 又 は 発
生 を 可 能 に す る 又 は 無 効 に す る こ と で あ る 。 ま た 、 音 声 警 報 、 振 動 又 は 電 気 的 刺 激 警 報 の
強 度 は 、 異 な る 患 者 の 必 要 に 適 合 す る よ う に 調 節 さ れ る 。 患 者 が 異 な る 警 報 信 号 に 慣 れ る
た め に 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ マ ６ ８ は 異 な る 警 報 信 号 の そ れ ぞ れ を 発 生 さ せ る 及 び 停 止 さ せ
る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ３ は ケ ー ス １ １ 及 び プ ラ ス チ ッ ク ヘ ッ ダ ー ２ ０ を 有 す る 心 臓 救 済 器 ５ の 平 面 図 で あ る
。 ケ ー ス １ １ は 電 池 ２ ２ 及 び 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ８ を 含 む 。 こ の 型 の パ ッ ケ ー ジ は ペ ー
ス メ ー カ ー 、 埋 め 込 み 型 除 細 動 器 及 び 埋 め 込 み 型 細 胞 刺 激 装 置 用 で 知 ら れ て い る 。 プ ラ ス
チ ッ ク ヘ ッ ダ ー ２ ０ を 通 じ て 設 置 さ れ る 導 電 体 は 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル １ ８ と 導 線 １ ２ 及 び
１ ５ を 接 続 す る 。 導 線 １ ２ 及 び １ ５ は そ れ ぞ れ 電 極 １ ４ 及 び １ ７ を 有 す る 。 図 １ の ケ ー ス
上 の 電 極 ８ 及 び ９ は 図 ３ に は 示 さ れ て い な い 。 当 然 の こ と な が ら 、 心 臓 救 済 器 ５ は ２ つ の
電 極 だ け で 機 能 で き 、 そ の う ち の １ つ は ケ ー ス １ １ で あ る 。 電 極 ８ 、 ９ 、 １ ３ 、 １ ４ 、 １
６ 又 は 金 属 ケ ー ス １ １ の よ う な 図 １ 及 び 図 ３ に 示 さ れ る 電 極 の 異 な る 構 成 の す べ て は 、 心
臓 救 済 器 ５ で 使 用 で き る 様 々 な 電 極 配 置 の 可 能 性 を 示 唆 す る た め だ け に 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 金 属 ケ ー ス １ １ 上 で は 、 絶 縁 デ ィ ス ク ３ ２ 上 に 取 り 付 け ら れ る 導 電 デ ィ ス ク ３ １ が 、 皮
下 に 電 気 的 刺 激 を 与 え て 患 者 に 急 性 心 筋 梗 塞 が 起 こ っ て い る こ と を 警 告 す る た め に 又 は 独
立 し た 電 極 と し て 作 用 す る た め に 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ４ は 電 池 ２ ２ を 伴 う 心 臓 救 済 器 ５ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 電 極 １ ４ 及 び １ ７ は ワ イ ヤ １
２ 及 び １ ５ で そ れ ぞ れ 増 幅 器 ３ ６ に 接 続 す る 。 増 幅 器 ３ ６ は ま た 中 立 電 極 と し て 作 用 す る
ケ ー ス １ １ と も 接 続 す る 。 ２ つ 又 は そ れ 以 上 の 電 極 １ ２ 及 び １ ５ が こ こ に 示 さ れ る の で 、
増 幅 器 ３ ６ は 多 重 チ ャ ン ネ ル 増 幅 器 で あ る 。 増 幅 器 ３ ６ か ら 増 幅 さ れ た 電 気 記 録 図 信 号 ３
７ は そ の 後 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 ４ １ に よ り デ ジ タ ル 信 号 ３ ８ に 変 換 さ れ る 。 デ ジ タ
ル 電 気 記 録 図 信 号 ３ ８ は フ ァ ー ス ト ・ イ ン ・ フ ァ ー ス ト ・ ア ウ ト (FIFO)方 式 で メ モ リ ４ ２
に 格 納 さ れ る 。 中 央 演 算 処 理 装 置 (CPU)４ ４ と し て 図 ４ に 示 さ れ る プ ロ セ ッ サ 手 段 は ラ ン
ダ ム ア ク セ ス メ モ リ (RAM)４ ７ と し て 図 ４ に 示 さ れ る メ モ リ 手 段 と 結 合 し 、 FIFO４ ２ に 保
存 さ れ る デ ジ タ ル 電 気 記 録 図 デ ー タ ３ ８ を プ ロ グ ラ ム メ モ リ ４ ５ に 保 存 さ れ る プ ロ グ ラ ミ
ン グ 指 示 に 従 っ て 処 理 で き る 。 こ の プ ロ グ ラ ミ ン グ （ す な わ ち ソ フ ト ウ ェ ア ） に よ り 心 臓
救 済 器 ５ に は 急 性 心 筋 梗 塞 の よ う な 心 臓 事 象 の 発 生 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ サ ブ シ ス テ ム ４ ９ は 、 心 臓 事 象 を 検 知 し た 絶 対 的 な 又 は 相 対 的 な
時 間 の 打 刻 を 含 む 心 臓 救 済 器 ５ の タ イ ミ ン グ を と る た め の 特 別 な 作 動 を す る 手 段 を 提 供 す
る 。 ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ サ ブ シ ス テ ム ４ ９ は ま た 、 心 臓 救 済 器 ５ の 構 成 部 品 を 電 気 記 録
図 信 号 の 収 集 及 び 処 理 の 時 間 の 間 に 低 電 力 の ス タ ン バ イ モ ー ド の 状 態 に さ せ る こ と に よ り
、 省 力 化 を 容 易 に す る 。 こ う し た 循 環 省 力 技 術 は 、 し ば し ば 埋 め 込 み 型 ペ ー ス メ ー カ ー 及
び 除 細 動 器 に 使 用 さ れ る 。 代 替 実 施 形 態 で は 、 ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ サ ブ シ ス テ ム は 中 央
演 算 処 理 装 置 ４ ４ に よ り 作 動 す る プ ロ グ ラ ム サ ブ ル ー チ ン に よ り 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 の 進 歩 し た 実 施 形 態 で は 、 ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ 回 路 ４ ９ は 第 １ の 周 期 （ 例 え ば
２ ０ 秒 ） を 数 え 、 そ の 後 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器 ４ １ 及 び FIFO４ ２ が デ ー タ 保 存 を 始 め
る こ と が で き る 。 第 ２ の 周 期 （ 例 え ば １ ０ 秒 ） 後 、 タ イ ミ ン グ 回 路 ４ ９ は 低 電 力 ス タ ン バ
イ モ ー ド か ら CPU４ ４ を 作 動 さ せ る 。 CPU４ ４ は そ の 後 非 常 に 短 い 時 間 （ 通 常 １ 秒 以 下 ） で
１ ０ 秒 分 の デ ー タ を 処 理 し 、 低 電 力 モ ー ド に 戻 る 。 こ れ に よ り CPU４ ４ の 稼 働 ・ 非 稼 働 サ
イ ク ル を 可 能 に す る 。 CPU４ ４ は し ば し ば 1分 間 に ２ 秒 以 下 で 最 大 電 力 を 消 費 し 、 一 方 で は
1分 間 に ２ ０ 秒 ず つ 実 際 に 電 気 記 録 図 デ ー タ を 収 集 す る 。
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【 ０ ０ ９ ９ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 で は 、 RAM４ ７ は ３ セ ッ ト の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る
た め の 特 別 な 記 憶 域 を 含 む 。 こ れ ら は 最 近 記 録 し た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 最 後 の ２ 分 か
ら １ ０ 分 を 保 存 す る 最 近 の 電 気 記 録 図 記 憶 領 域 ４ ７ ２ で あ り 、 そ れ に よ り 心 臓 事 象 が 始 ま
る 直 前 の 周 期 に 至 る 電 気 記 録 図 デ ー タ が 、 図 １ の 医 者 プ ロ グ ラ ム ６ ８ を 使 用 す る 患 者 の 主
治 医 に よ り の ち に 調 べ ら れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 最 近 の 電 気 記 録 図 記 憶 領 域 ４ ７ ２ は
、 ８ つ の １ ０ 秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 含 み 、 そ れ ら は 最 後 の ４ 分 で ３ ０ 秒 ご と に 捕
捉 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ は 、 １ 又 は そ れ 以 上 の 日 に わ た る あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時
間 に 収 集 さ れ た 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 記 憶 領 域 を 提 供 す る 。 例 え ば 、 基 準 電 気 記 録
図 メ モ リ ４ ７ ４ は 最 後 の 日 の 1時 間 ご と に １ ０ 秒 間 の ２ ４ の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を
含 む 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ は RAM４ ７ の 最 大 部 分 を 占 め る 。 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ は 最 近 の 電 気 記 録
図 メ モ リ ４ ７ ２ 及 び 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ の よ う に 定 期 的 に 上 書 き さ れ な い が 、 通
常 患 者 の 主 治 医 が 図 １ の プ ロ グ ラ マ ６ ８ を 使 っ て 読 み 取 る ま で 維 持 さ れ る 。 急 性 心 筋 梗 塞
を 示 す 過 度 の STシ フ ト の よ う な 心 臓 事 象 が CPU４ ４ に よ り 検 知 さ れ る と き 、 基 準 及 び 最 近
の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２ 及 び ４ ７ ４ の 全 体 内 容 の す べ て （ 又 は 一 部 ） が 通 常 事 象 メ モ リ
４ ７ ６ に コ ピ ー さ れ 、 あ と で 医 者 が 調 査 で き る よ う に 事 象 以 前 の デ ー タ を 保 存 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 RAM４ ７ は ま た 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ ４ ７ １ 及 び 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ ４
７ ５ 用 の メ モ リ 部 分 も 含 む 。 プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ ４ ７ １ は 正 常 な 及 び 上 昇 し
た 心 拍 数 範 囲 の 上 限 と 下 限 、 及 び プ ロ グ ラ ム メ モ リ ４ ５ に 保 存 さ れ る 心 臓 事 象 の 検 知 処 理
に 関 連 す る 医 者 が プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ を 含 む 。 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ ４ ７ ５
は 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ に 保 存 さ れ る 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 検
知 パ ラ メ ー タ を 含 む 。 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ ４ ７ ５ 及 び プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ
４ ７ １ は 通 常 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に 保 存 さ れ 、 続 い て 心 臓 事 象 を 検 知 す る 。 RAM４ ７ は ま た
、 患 者 デ ー タ ４ ７ ３ を 含 む 。 そ れ は 患 者 の 名 前 、 住 所 、 電 話 番 号 、 病 歴 、 保 険 情 報 、 主 治
医 の 名 前 、 及 び 異 な る 心 臓 事 象 の 際 に 開 業 医 に よ り 処 方 さ れ た 異 な る 投 薬 に 関 す る 特 別 な
処 方 箋 を 含 む 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 心 臓 救 済 器 ５ が ま た 米 国 特 許 番 号 6,240,049で Fischellに よ り 記 載 さ れ た 心 臓 救 済 器 シ
ス テ ム に 似 た ペ ー ス メ ー カ ー 回 路 １ ７ ０ 及 び ／ 又 は 除 細 動 器 回 路 １ ８ ０ も 含 む こ と が 予 想
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 警 報 サ ブ シ ス テ ム ４ ８ は 心 臓 救 済 器 ５ の 内 部 警 報 信 号 を 作 り 出 す 回 路 及 び ト ラ ン ス デ ュ
ー サ を 含 む 。 内 部 警 報 信 号 は 機 械 的 振 動 、 音 声 又 は 皮 下 の 電 気 的 刺 激 又 は 衝 撃 で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ア ン テ ナ ３ ５ を 伴 う 遠 隔 測 定 サ ブ シ ス テ ム ４ ６ は 心 臓 救 済 器 ５ に 図 １ の 外 部 装 置 ７ へ の
及 び か ら の ２ 方 向 無 線 通 信 手 段 を 提 供 す る 。 RF Microdevice, Inc.に よ り 作 ら れ た Ash tr
ansceiver hybridsの よ う な 無 線 周 波 数 ト ラ ン シ ー バ チ ッ プ セ ッ ト が 存 在 す る こ と に よ り
、 患 者 か ら １ ０ メ ー ト ル ま で の 範 囲 を 越 え て こ う し た ２ 方 向 の 無 線 通 信 を 容 易 に 提 供 で き
る 。 通 常 ペ ー ス メ ー カ ー 及 び 除 細 動 器 に 使 用 さ れ る よ う な 短 い 範 囲 の 遠 隔 測 定 も 心 臓 救 済
器 ５ に 適 用 で き る こ と が 予 想 さ れ る 。 ブ ル ー ト ゥ ー ス 及 び 802.11a又 は 802.11bの よ う な 標
準 無 線 プ ロ ト コ ル が 周 辺 装 置 の 幅 広 い グ ル ー プ と 通 信 で き る よ う に 使 用 さ れ る こ と が 予 想
さ れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 磁 石 セ ン サ １ ９ ０ は 心 臓 救 済 器 ５ に 組 み 込 ま れ る 。 磁 石 セ ン サ １ ９ ０ の 重 要 な 効 用 は プ
ロ グ ラ ミ ン グ 及 び 埋 め 込 み の 直 前 に 心 臓 救 済 器 ５ を 作 動 さ せ る こ と で あ る 。 こ れ に よ り 工
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場 で 包 装 さ れ る 時 間 か ら 心 臓 救 済 器 ５ が 埋 め 込 ま れ る 日 ま で の 無 駄 な 電 池 寿 命 を 減 ら す こ
と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ５ は 図 １ か ら 図 ４ の 心 臓 救 済 器 ５ に よ る 心 臓 事 象 検 知 用 の 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４
５ ０ の 操 作 を ブ ロ ッ ク 図 形 式 で 示 し て い る 。 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ は 多 く の 検 知
プ ロ グ ラ ム の 一 例 で あ り 、 こ う し た 多 く の 検 知 プ ロ グ ラ ム の 指 示 は 図 ４ に 示 さ れ る 心 臓 救
済 器 ５ の CPU４ ４ に よ り 使 用 さ れ る プ ロ グ ラ ム メ モ リ ４ ５ に 存 在 す る 。 心 臓 信 号 処 理 プ ロ
グ ラ ム ４ ５ ０ の 主 要 部 分 は 工 程 ４ ５ １ か ら 始 ま る 。 そ こ で は 事 象 カ ウ ン タ 「 k」 が ゼ ロ に
設 定 さ れ る 。 そ れ は 検 知 さ れ る 事 象 が な い こ と を 示 す 。 次 に 工 程 ４ ５ ２ で 、 心 臓 救 済 器 ５
が X秒 ス リ ー プ す る よ う に 言 わ れ る 。 こ こ で の ス リ ー プ と い う 用 語 は X秒 の 間 、 心 臓 救 済 器
５ が 低 電 力 ス タ ン バ イ モ ー ド （ 可 能 で あ れ ば ） に 置 か れ る 又 は さ も な け れ ば 工 程 ４ ５ ３ に
移 行 す る 前 に X秒 の 時 間 単 に 待 つ と い う こ と を 意 味 す る 。 工 程 ４ ５ ２ に 続 く 工 程 ４ ５ ３ は
電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 有 し 、 そ れ は 図 ４ の FIFOバ ッ フ ァ ４ ２ に 捕 捉 さ れ た Y秒 の 電 気 記
録 図 デ ー タ を 表 す 。 σ は １ 秒 ご と の サ ン プ ル に お け る デ ー タ サ ン プ リ ン グ 率 で あ り 、 従 っ
て 工 程 ４ ５ ３ で 収 集 さ れ た サ ン プ ル の 総 数 は σ × Yで あ る 。 Xは ５ 秒 か ら ５ 分 の 間 で 、 好 ま
し い 値 と し て は ２ ０ 秒 と い う 時 間 で あ る こ と が 予 想 さ れ る 。 Yは ３ 秒 か ら ３ ０ 秒 の 間 で 、
好 適 な 値 と し て は １ ０ 秒 で あ る 。 σ は 通 常 １ 秒 に つ き １ ０ ０ か ら ５ ０ ０ 例 の 間 で あ り 、 好
ま し く は １ 秒 に ２ ０ ０ 例 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 Y秒 の 電 気 記 録 図 デ ー タ が 捕 捉 さ れ た あ と 、 工 程 ４ ５ ４ で は 、 最 も 最 近 の 電 気 記 録 図 セ
グ メ ン ト を 表 す Y秒 の 電 気 記 録 図 デ ー タ が 図 ４ の 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２ に 送 信 さ
れ る 。 こ の と き 、 デ ー タ の 処 理 及 び 解 析 が 始 ま る 。 図 面 に つ い て の こ の 詳 細 な 記 載 は こ れ
よ り 、 「 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 」 は 最 も 最 近 収 集 さ れ た Y秒 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を
い い 、 工 程 ４ ５ ３ に よ り 捕 捉 さ れ る 及 び 工 程 ４ ５ ４ に よ り 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２
に 送 信 さ れ る 。 「 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 」 と い う 用 語 は 、 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ
４ ７ ２ に 保 存 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の す べ て を い う 。 例 え ば 、 ４ 分 間 に ３ ０ 秒 の 間
隔 で 捕 捉 さ れ た １ ０ 秒 長 の 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は ８ つ 存 在 す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 収 集 に 続 く 第 １ の 処 理 工 程 は 工 程 ４ ５ ５ で あ り 、 そ れ
は 最 も 最 近 の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の R波 間 の 間 隔 を 測 定 す る 。 こ れ ら の R-R間 隔
は そ の 後 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 及 び R-R間 隔 の 変 化 を 計 算 す る た め に
使 用 さ れ る 。 平 均 心 拍 数 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た 心 拍 数 の 下 限 p l o w を 下 回 る 又 は プ ロ グ ラ
ム 制 御 さ れ た 心 拍 数 の 上 限 p h i g h を 上 回 る 場 合 、 「 範 囲 外 」 と 考 え ら れ 、 Hi/Low心 拍 数 サ
ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ （ 図 ９ 参 照 ） が 作 動 し て 、 状 況 に 正 し く 反 応 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 内 の R-R間 隔 の 変 化 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た 限 度 以 上 で あ
る 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン も 作 動 す る 。 こ れ は 本 発 明 の 重 要 な 特 徴 で あ る 。 な ぜ
な ら 二 重 の 鼓 動 の よ う な PVC’ s及 び 不 規 則 な 心 臓 の 鼓 動 は 、 安 定 し た 心 臓 の 鼓 動 で 最 も 良
く 働 く STシ フ ト 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム に お け る エ ラ ー の 原 因 と な る か ら で あ る 。 本 発 明 の １ つ
の 実 施 形 態 は 、 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に お け る ２ つ の 最 も 短 い R-R間 隔 と ２ つ の 最
も 長 い 間 隔 を 比 較 す る こ と に よ り 不 規 則 な 心 拍 数 を 認 識 す る 。 ２ つ の 最 も 短 い R-R間 隔 の
両 方 と ２ つ の 最 も 長 い R-R間 隔 の 平 均 と の 間 の 差 異 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た パ ー セ ン テ ー
ジ α よ り 大 き い 場 合 、 不 規 則 な 心 拍 数 が 認 め ら れ る 。 例 え ば プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た パ ー セ
ン テ ー ジ α が ２ ５ ％ で あ り 、 そ れ に よ り ２ つ の 最 も 短 い R-R間 隔 が そ れ ぞ れ ２ ５ ％ 以 上 で
、 ２ つ の 最 も 長 い R-R間 隔 の 平 均 よ り 小 さ い 場 合 、 そ の 後 の 心 拍 数 は 不 規 則 で あ る 。 長 め
の 時 間 Yが 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 収 集 に 使 用 さ れ る 場 合 、 示 さ れ た 不 規 則 な 心 拍 数 に 対
し て 3つ 又 は そ れ よ り 「 短 い 」 拍 動 を 必 要 と す る こ と が 予 想 さ れ る 。 短 す ぎ な い 任 意 の 拍
動 は 正 常 な 拍 動 と し て 工 程 ４ ５ ５ に よ り 分 類 さ れ る 。 p l o w 、 p h i g h 及 び α は プ ロ グ ラ ム 制
御 可 能 な パ ラ メ ー タ で あ り 、 通 常 心 臓 救 済 器 ５ の プ ロ グ ラ ミ ン グ 中 に プ ロ グ ラ マ ６ ８ を 使
用 し て 設 定 さ れ る 。 p l o w 及 び p h i g h の 通 常 の 値 は そ れ ぞ れ １ 分 間 あ た り ５ ０ 拍 動 及 び １ ４
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０ 拍 動 で あ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 工 程 ４ ５ ５ で 検 査 し た と こ ろ 心 拍 数 が 高 く も な く 、 低 く も な く 、 不 規 則 で も な い 場 合 、
心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ は 工 程 ４ ５ ６ へ 移 行 す る 。 そ こ で は 平 均 心 拍 数 が p l o w 及 び
p e l e v a t e d の 間 の プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た 正 常 範 囲 と 比 較 さ れ る 。 こ の と き p e l e v a t e d は 「 正
常 範 囲 」 （ 例 え ば １ 分 間 に ８ ０ 拍 動 ） の 上 限 を 画 定 す る 上 昇 し た 心 拍 数 の 限 界 で あ る 。 患
者 の 心 拍 数 が 上 昇 す る が 範 囲 外 （ す な わ ち p h i g h 以 上 ） で は な い 場 合 、 患 者 は 運 動 を し て
お り 、 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ に よ り 上 昇 心 拍 数 の 間 の 異 な る 心 臓 救 済 器 の 検 知 基 準 に 対
し て 、 急 性 心 筋 梗 塞 の 偽 陽 性 検 知 の 減 少 及 び 運 動 誘 発 性 虚 血 の 検 知 が 可 能 と な る 。 虚 血 サ
ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ の １ つ の 実 施 形 態 の 例 は 図 １ ０ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 上 記 明 細 書 で 低 心 拍 数 p l o w 、 高 心 拍 数 p h i g h 及 び 上 昇 心 拍 数 p e l e v a t e d を 記 述 し て い る が
、 心 拍 数 （ す な わ ち 拍 動 ／ 秒 ） の 代 わ り に 、 限 度 及 び 意 思 決 定 が 、 R波 か ら R波 (R-R)間 隔
で 設 定 で き 、 低 い 、 高 い 及 び 上 昇 限 度 は R-R間 隔 の た め で あ り 、 秒 ／ 拍 動 、 ミ リ 秒 ／ 拍 動
又 は 例 ／ 拍 動 で 表 現 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 工 程 ４ ５ ６ で 患 者 の 平 均 心 拍 数 が 「 正 常 」 範 囲 内 に あ る 場 合 、 そ の 後 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０
は 工 程 ４ ５ ７ に 移 行 す る 。 そ こ で は 、 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ が N拍 動 の う ち の Mで の 過 度 の STシ
フ ト を さ が し 、 過 去 U± W分 に 収 集 さ れ た 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と 比 較 す る 。 Uは １ 分
か ら ４ ８ 時 間 の 任 意 の 時 間 で あ る が 、 日 常 サ イ ク ル で あ る U＝ ２ ４ 時 間 と す る こ と が 好 ま
し い 実 施 形 態 で あ る 。 Wは 基 準 デ ー タ が 保 存 さ れ た 時 間 の 半 分 の 間 隔 で あ り 、 １ ０ 秒 か ら
１ ２ 時 間 の 間 の 任 意 の 時 間 で あ る 。 ２ ４ 時 間 の Uに 対 し て 、 好 ま し い 設 定 は ３ ０ 分 に 等 し
い Wを 有 し 、 そ れ に よ り 現 在 の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は 常 に 24± 1/2時 間 前 か ら の
基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と 比 較 さ れ る 。 こ れ は ま た 、 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 保 存
さ れ 及 び 処 理 さ れ て ２ 倍 の W(2W)の 間 隔 で 検 知 パ ラ メ ー タ で 抽 出 す る と い う こ と を 意 味 す
る 。 す な わ ち 、 Wが ３ ０ 分 で あ る と き 、 そ の 後 基 準 デ ー タ は １ 時 間 に １ 回 保 存 さ れ る 及 び
処 理 さ れ る 。 Mは １ か ら ３ ０ の う ち の 任 意 の 数 で あ り 、 Nは Mか ら １ ０ ０ の う ち の 任 意 の 数
で あ る 。 通 常 使 用 さ れ る M及 び Nの 例 は ８ 拍 動 の う ち の ６ で あ る 。 最 初 の ８ 拍 動 は 通 常 、 工
程 ４ ５ ３ 及 び 工 程 ４ ５ ４ で 収 集 さ れ た Y秒 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 2 n d 波 を 含 む 拍 動 で あ
る と 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 工 程 ４ ５ ７ に お け る STシ フ ト 検 知 の 代 替 案 は 、 心 臓 発 作 が 起 こ っ た 場 合 に 素 早 く ピ ー ク
又 は 平 均 振 幅 を 変 更 で き る T波 を 処 理 す る こ と で あ る 。 し か し T波 は 通 常 状 況 下 で も ゆ っ く
り と そ の 振 幅 を 変 化 さ せ 、 そ の た め T波 シ フ ト 検 知 器 は T波 の 前 の STセ グ メ ン ト を 使 用 す る
検 知 器 の そ れ よ り さ ら に 短 い 時 間 Uを 必 要 と す る 。 検 知 器 が こ う し た T波 シ フ ト 、 す な わ ち
STセ グ メ ン ト の T波 部 分 の 電 圧 シ フ ト を 検 査 す る 場 合 、 そ の 後 基 準 に 対 し て 検 査 す る こ と
が 望 ま し い 。 そ の 際 Uが １ 分 か ら ３ ０ 分 の 間 で Wが １ ５ 秒 か ら １ ５ 分 の 間 で あ る 。 例 え ば 、
U＝ ３ 分 及 び W＝ １ ５ 秒 が す ば や く 変 化 す る T波 を 捕 捉 す る の に 好 ま し い 設 定 で あ る 。 こ れ
に よ り 、 図 ４ の 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ に 保 存 さ れ る 最 近 の 電 気 記 録 セ グ メ ン ト を T波 シ
フ ト 検 知 用 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト と し て 使 用 で き る 。 図 １ の プ ロ グ ラ マ ６ ８ に よ り
患 者 の 主 治 医 が 心 臓 救 済 器 ５ を プ ロ グ ラ ム 制 御 し て STセ グ メ ン ト シ フ ト 又 は T波 シ フ ト 検
知 器 が そ れ ら 自 身 で 、 又 は 同 時 に 一 緒 に 使 用 で き る と い う こ と が 予 想 さ れ る 。 両 方 が 使 用
さ れ る 場 合 、 そ の 後 プ ロ グ ラ マ ６ ８ に よ り 患 者 の 主 治 医 は 、 陽 性 検 知 が も た ら さ れ る の が
一 方 の 技 術 が 事 象 を 検 知 す る 場 合 な の か 又 は 両 方 が 事 象 を 検 知 す る 場 合 な の か を 選 択 で き
る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 工 程 ４ ５ ７ で 平 均 心 拍 数 が 正 常 範 囲 で あ る 、 不 規 則 で な い 及 び 心 臓 事 象 検 知 が な い 場 合
（ す な わ ち 、 電 気 記 録 図 信 号 が 患 者 の 「 正 常 」 心 臓 信 号 を 示 す ） 、 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ
ム ４ ５ ０ は 工 程 ４ ５ ８ で 、 基 準 デ ー タ が 捕 捉 さ れ た 最 後 の 時 か ら 2W分 の 間 隔 よ り 大 き い か
ど う か を 検 査 す る 。 2Wよ り 大 き い 場 合 、 図 ７ の 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ が
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作 動 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 パ ラ メ ー タ X、 Y、 U及 び Wは プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ ４ ７ １ と と も に 図 ４ の RAM
４ ７ に 保 存 さ れ る 。 こ れ ら の パ ラ メ ー タ は 心 臓 救 済 器 ５ を 製 造 す る 時 に 恒 久 的 に 設 定 さ れ
る 又 は 図 １ の プ ロ グ ラ マ ６ ８ を 通 じ て プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 。 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７
４ に 保 存 さ れ る 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た 心 臓 事 象 検 知 の 計 算 さ れ た 基 準
は 、 RAM４ ７ の 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ メ モ リ ４ ７ ５ に 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 STシ フ ト 検 知 器 だ け を 使 用 す る 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 典 型 的 な 構 成 は 、 X＝
２ ０ 秒 の ス リ ー プ を 使 用 し 、 続 い て Y＝ １ ０ 秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 収 集 す る 。 患
者 の 心 拍 数 が １ 分 間 に ５ ０ 拍 動 か ら ８ ０ 拍 動 の 間 の 正 常 範 囲 に あ る 場 合 、 工 程 ４ ５ ７ は 24
± 1/2時 間 に 収 集 さ れ た 基 準 デ ー タ と 比 較 し て ８ 拍 動 の う ち ６ 拍 動 の STセ グ メ ン ト の 過 度
な シ フ ト を 検 査 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 工 程 ４ ５ ７ で N拍 動 の う ち Mで 過 度 の STシ フ ト が 検 知 さ れ た 場 合 、 ST検 証 サ ブ ル ー チ ン ４
６ ０ が 作 動 し 、 検 知 さ れ た 事 象 が 電 気 記 録 図 の 一 時 的 な 変 化 で は な い こ と を 確 認 す る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ST検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ は 工 程 ４ ６ １ か ら 始 ま る 。 そ の 際 最 近 収 集 さ れ た Y秒 長 の 電
気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 、 図 ４ の 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に 保 存 さ れ る 。 患 者 の 主 治 医 が あ と か ら
調 べ る た め で あ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ は そ の 後 、 事 象 カ ウ ン タ kを １ ず つ 増 加 し （ 工 程 ４ ６
２ ） 、 そ の 後 kが ３ に 等 し い か ど う か （ す な わ ち 、 ３ つ の 事 象 が 警 報 の き っ か け と な る ）
を 検 査 す る （ 工 程 ４ ６ ３ ） 。 k＝ ３ で あ る 場 合 、 そ の 後 図 ８ に 示 さ れ る 警 報 サ ブ ル ー チ ン
４ ９ ０ が 作 動 す る 。 従 っ て 、 重 大 な 心 臓 事 象 の 陽 性 検 知 が あ っ た こ と を 明 ら か に す る 。 図
１ １ は k＝ ３ 及 び 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ の 作 動 を 導 く 状 況 の 組 み 合 わ せ の 例 を 示 し て い
る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 工 程 ４ ６ ３ は 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ を 作 動 す る 状 況 と し て k＝ ３ か ど う か を 検 査 す る
こ と が 示 さ れ て い る が 、 要 求 さ れ る 事 象 の 数 は k＝ １ か ら k＝ ２ ０ の プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る
パ ラ メ ー タ で あ る 。 k＝ ２ ０ よ り 高 い 可 能 的 値 で も 、 偽 陽 性 検 知 を 避 け る た め に 使 用 さ れ
る 。 心 臓 発 作 の 開 始 か ら 治 療 セ ン タ ー へ の 到 着 ま で の 現 在 の 平 均 時 間 が ３ 時 間 で は 、 患 者
を ３ ０ 分 以 内 に 容 易 に 治 療 セ ン タ ー に 届 け る こ と が で き る 装 置 に 対 す る ２ 、 ３ 分 の 遅 れ は
、 そ れ で 検 知 の 信 頼 性 が 改 善 す る 場 合 に は 貴 重 で あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 工 程 ４ ６ ３ で kが ３ よ り 小 さ い 場 合 、 そ の 後 STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ は 工 程 ４
６ ４ で Z秒 の ス リ ー プ に 入 り 、 続 い て 図 ４ の 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２ の 次 の 場 所 に
新 た な Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 収 集 す る （ 工 程 ４ ６ ５ ） 及 び 保 存 す る （ 工 程 ４ ６
６ ） 。 Z秒 は 工 程 ４ ５ ２ で 使 用 さ れ る X秒 と は 異 な り 、 STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ が
主 要 プ ロ グ ラ ム よ り 長 い （ 又 は 短 い ） 間 隔 を 調 べ る こ と が で き 、 そ れ に よ り 工 程 ４ ５ ７ の
陽 性 検 知 を 最 も 良 く 検 証 す る 。 こ こ で の ス リ ー プ と い う 用 語 は 、 工 程 ４ ５ ２ と 同 じ 含 意 を
有 す る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は Z＝ X＝ ２ ０ 秒 を 使 用 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 そ の 後 STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ は 、 工 程 ４ ６ ７ で 範 囲 外 の 又 は 不 規 則 な 心 拍 数
を 検 査 す る 。 工 程 ４ ５ ５ に 関 し て 上 述 し た よ う に 、 範 囲 外 の 心 拍 数 と は 、 Y秒 長 の 電 気 記
録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 心 拍 数 が 心 拍 数 の 下 限 p l o w を 下 回 る 又 は 心 拍 数 の 上 限 p h i g h を 上 回
る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 心 拍 数 が 範 囲 外 又 は 不 規 則 で あ る 場 合 、 工 程 ４ ６ ７ は 高 ／ 低 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ を 開 始
す る 。 心 拍 数 が 範 囲 外 で は な い 又 は 不 規 則 で は な い 場 合 、 そ の 後 工 程 ４ ６ ８ は 上 述 し た 工
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程 ４ ５ ６ と 同 様 に 心 拍 数 が 正 常 な の か 又 は 上 昇 し て い る か ど う か を 検 査 す る 。 心 拍 数 が 上
昇 し て い る 場 合 、 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ が 作 動 す る 。 心 拍 数 が 変 化 し て い る か ど う か を
検 査 す る 理 由 は 、 急 性 心 筋 梗 塞 が 頻 脈 又 は 細 動 か ら の 高 心 拍 数 を 引 き 起 こ す か ら で あ る 。
頻 脈 及 び 細 動 は STシ フ ト を 隠 す が 、 そ の 検 知 が 事 象 カ ウ ン タ kを 増 加 さ せ る 重 大 な 心 臓 事
象 で あ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 心 拍 数 が 正 常 範 囲 （ す な わ ち 上 昇 し て い な い ） 場 合 、 そ の 後 工 程 ４ ６ ９ は 過 去 U± W分 に
抽 出 さ れ た 基 準 デ ー タ と 比 較 し て Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の N拍 動 の う ち の Mに お け
る 過 度 の STシ フ ト 及 び ／ 又 は T波 シ フ ト を 調 べ る （ 工 程 ４ ５ ７ と 同 様 ） 。 過 度 の STシ フ ト
及 び ／ 又 は T波 シ フ ト も 見 ら れ な い 場 合 、 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ は 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム
４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ８ に 戻 り 、 そ の 後 最 終 的 に 工 程 ４ ５ １ 、 つ ま り 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム
４ ５ ０ の 始 ま り に 戻 る 。 工 程 ４ ５ １ で は kは ０ に 後 退 し 、 そ れ に よ っ て ３ （ k） の 連 続 す る
Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト で 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ る 場 合 に 限 り 、 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４
９ ０ が 作 動 す る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 工 程 ４ ５ ７ 及 び 工 程 ４ ６ ９ は 「 正 常 な
」 N拍 動 の う ち Mだ け を 調 べ 、 工 程 ４ ５ ５ で 決 定 さ れ た 短 す ぎ る 任 意 の 拍 動 は 無 視 す る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 基 準 デ ー タ は 、 心 拍 数 が 正 常 範 囲 内 に あ り 、 N拍 動 の う ち の Mに 過 度 の STし シ フ ト 又 は T
波 シ フ ト が な い と き に 限 り 抽 出 さ れ る と い う 点 に 留 意 す る こ と が 重 要 で あ る 。 本 発 明 の １
つ の 実 施 形 態 で は 、 こ れ は 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ に 個 々 に 過 度 の STシ フ
ト 及 び ／ 又 は T波 シ フ ト を 示 さ な い 正 常 拍 動 だ け を 処 理 さ せ る こ と に よ り さ ら に 改 良 さ れ
る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 図 ６ は 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 単 一 の 正 常 拍 動 ５ ０ ０ と AMI電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 単
一 の 拍 動 ５ ０ ０ ’ の 特 徴 を 示 し て い る 。 AMI電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 単 一 の 拍 動 ５ ０ ０ ’
は 正 常 拍 動 ５ ０ ０ と 比 較 し て 重 大 な STセ グ メ ン ト シ フ ト を 有 す る 。 こ う し た STセ グ メ ン ト
シ フ ト は AMIの 間 の 冠 状 動 脈 の 閉 塞 に 続 い て 数 分 以 内 に 起 こ る 。 拍 動 ５ ０ ０ 及 び ５ ０ ０ ’
は P、 Q、 R、 S及 び Tと 表 示 さ れ る 典 型 的 な 心 臓 拍 動 波 の 要 素 を 示 す 。 拍 動 ５ ０ ０ の よ う な
拍 動 の 定 義 は 、 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の サ ブ セ グ メ ン ト で あ り 、 厳 密 に １ つ の R波 を 含 み
、 R波 の 前 に P及 び Q要 素 を 、 R波 に 続 い て S及 び T波 要 素 を 含 む 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 検 知 ア ル ゴ リ ズ ム に お い て 、 拍 動 ５ ０ ０ 及 び ５ ０ ０ ’ に 関 係 す る 異 な る サ ブ セ グ メ ン ト
、 要 素 及 び 計 算 値 が こ こ に 明 記 さ れ て い る 。 拍 動 ５ ０ ０ の R波 の ピ ー ク は 時 間 T R （ ５ ０ ９
） で 発 生 す る 。 PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ 及 び STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ は 正 常 拍 動 ５ ０ ０ の サ ブ セ グ
メ ン ト で あ り 、 以 下 の
　 a.　 PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ は 継 続 時 間 D P Q （ ５ ０ ６ ） を 有 し 、 時 間 T R （ ５ ０ ９ ） 前 T P Q （ ５
０ ２ ） ミ リ 秒 か ら 開 始 す る 。
　 b.　 STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ は 継 続 時 間 D S T （ ５ ０ ８ ） を 有 し 、 時 間 T R （ ５ ０ ９ ） 後 T S T （ ５
０ ２ ） ミ リ 秒 か ら 開 始 す る 。
と い っ た 時 間 T R （ ５ ０ ９ ） に 関 し た 時 間 に 置 か れ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ ’ 及 び STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ ’ は 拍 動 ５ ０ ０ ’ の サ ブ セ グ メ ン ト で あ
り 、 以 下 の
　 c.　 PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ ’ は 継 続 時 間 D P Q （ ５ ０ ６ ） を 有 し 、 時 間 T’ R （ ５ ０ ９ ’ ） 前 T

P Q （ ５ ０ ２ ） ミ リ 秒 か ら 開 始 す る 。
　 d.　 STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ ’ は 継 続 時 間 D S T （ ５ ０ ８ ） を 有 し 、 時 間 T’ R （ ５ ０ ９ ’ ） 後 T

S T （ ５ ０ ２ ） ミ リ 秒 か ら 開 始 す る 。
と い っ た 時 間 T’ R （ ５ ０ ９ ’ ） に 関 し た 時 間 に 置 か れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ と ５ ０ ５ ’ 及 び PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ と ５ ０ １ ’ は 患 者 の 心 臓 か ら の
電 気 信 号 の サ ブ セ グ メ ン ト の 例 で あ る 。 R波 及 び T波 も ま た サ ブ セ グ メ ン ト で あ る 。
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【 ０ １ ３ １ 】
　 破 線 V P Q （ ５ １ ２ ） 及 び V S T （ ５ １ ４ ） は 正 常 拍 動 ５ ０ ０ に 対 す る PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ 及
び STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ そ れ ぞ れ の 平 均 電 圧 振 幅 を 示 し て い る 。 同 様 に 、 破 線 V’ P Q （ ５ １
２ ’ ） 及 び V’ S T （ ５ １ ４ ’ ） は 拍 動 ５ ０ ０ ’ に 対 す る PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ ’ 及 び STセ グ
メ ン ト ５ ０ ５ ’ そ れ ぞ れ の 平 均 電 圧 振 幅 を 示 し て い る 。 正 常 拍 動 ５ ０ ０ の 「 ST偏 差 」 Δ V
（ ５ １ ０ ） 及 び AMI電 気 記 録 図 拍 動 ５ ０ ０ ’ の ST偏 差 Δ V A M I （ ５ １ ０ ’ ） は 以 下 の よ う に
定 義 さ れ る 。
　 　 Δ V（ ５ １ ０ ） ＝ V S T （ ５ １ ４ ） － V P Q （ ５ １ ２ ）
　 　 Δ V A M I （ ５ １ ０ ’ ） ＝ V’ S T （ ５ １ ４ ’ ） － V’ P Q （ ５ １ ２ ’ ）
【 ０ １ ３ ２ 】
　 拍 動 ５ ０ ０ 及 び ５ ０ ０ ’ は R波 の ピ ー ク か ら の 同 じ 時 間 オ フ セ ッ ト T P Q と T S T 及 び 同 じ 継
続 時 間 D P Q と D S T を 使 用 し て 解 析 さ れ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 こ の 例 で は 、 拍 動 ５ ０ ０
及 び ５ ０ ０ ’ は 同 じ 継 続 時 間 （ す な わ ち 同 じ 心 拍 数 ） で あ る 。 パ ラ メ ー タ T P Q 、 T S T 、 D P Q
及 び D S T は 通 常 心 臓 救 済 器 ５ が 埋 め 込 ま れ る と き に 患 者 の 主 治 医 に よ り 図 １ の プ ロ グ ラ マ
で 設 定 さ れ 、 そ れ に よ り 患 者 の 電 気 記 録 図 信 号 の 形 態 と 正 常 心 拍 数 が 最 良 に 合 致 す る 。 V P
Q （ ５ １ ２ ） 、 V S T （ ５ １ ４ ） 、 V R （ ５ ０ ３ ） 及 び Δ V（ ５ １ ０ ） は 拍 動 ５ ０ ０ に 対 す る １
拍 動 あ た り の 心 臓 信 号 パ ラ メ ー タ の 例 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 時 間 オ フ セ ッ ト T P Q （ ５ ０ ２ ） と T S T （ ５ ０ ４ ） 及 び 継 続 時 間 D P Q （ ５ ０ ６ ） と D S T （ ５ ０
８ ） の 値 を 固 定 す る こ と は 効 果 的 で あ る が 、 時 間 オ フ セ ッ ト T P Q と T S T 及 び 継 続 時 間 D P Q と D

S T が 心 臓 救 済 器 ５ に よ り 自 動 的 に 調 節 さ れ て 、 患 者 の 心 拍 数 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と が
予 想 さ れ る 。 心 拍 数 が 患 者 の 正 常 心 拍 数 と 比 較 し て 増 加 す る 又 は 減 少 す る 場 合 、 時 間 オ フ
セ ッ ト T P Q （ ５ ０ ２ ） と T S T （ ５ ０ ４ ） 及 び ／ 又 は 継 続 時 間 D P Q （ ５ ０ ６ ） と D S T （ ５ ０ ８ ）
が 拍 動 間 の R-R間 隔 又 は 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 平 均 R-R間 隔 に 左 右 さ れ て 変 化 す る こ と が
予 想 さ れ る 。 こ れ を 行 う 単 純 な 技 術 は R-R間 隔 の 変 化 に 比 例 し て 時 間 オ フ セ ッ ト T P Q と T S T
及 び 継 続 時 間 D P Q と D S T を 変 更 す る 。 例 え ば 、 患 者 の 正 常 心 拍 数 が １ 分 間 に ６ ０ 拍 動 で あ る
場 合 、 R-R間 隔 は １ 秒 で あ る 。 １ 分 に ８ ０ 拍 動 の 場 合 は R-R間 隔 は ０ ． ７ ５ 秒 で あ り 、 ２ ５
％ 減 少 す る 。 こ れ に よ り T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 に 自 動 的 に ２ ５ ％ の 減 少 が 生 ま れ る 。
代 替 案 と し て 、 T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 は ２ ０ と い う あ ら か じ め 設 定 さ れ た 心 拍 数 範 囲
ま で に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ る 。 一 方 の 場 合 、 装 置 が 埋 め 込 ま れ た 後 、 患 者 の 主 治 医 が 図 １ の
プ ロ グ ラ マ ６ ８ を 通 じ て 心 臓 救 済 器 ５ か ら プ ロ グ ラ マ ６ ８ へ 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７
２ か ら の 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と が 予 想 さ れ る 。 そ の 後 医 者
は プ ロ グ ラ マ ６ ８ を 使 用 し て ダ ウ ン ロ ー ド し た 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 心 拍 数 に 対
す る T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 を 選 択 す る 。 そ の 後 プ ロ グ ラ マ ６ ８ は 医 者 が 各 心 拍 数 範 囲
に 対 す る T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 を 手 作 業 で 分 類 す る 又 は 心 臓 救 済 器 ５ に 自 動 的 に 、 心
臓 救 済 器 ５ に よ り 将 来 収 集 さ れ る 任 意 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 各 拍 動 に 対 す る R-R間 隔
を 基 礎 と す る T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 を 調 節 さ せ る か の ど ち ら か を 選 択 で き る よ う に す
る 。 オ フ セ ッ ト 時 間 T P Q 及 び T S T だ け が 自 動 的 に 調 節 さ れ 、 継 続 時 間 D P Q 及 び D S T は 固 定 さ れ
て 、 そ れ に よ り STセ グ メ ン ト 及 び PQセ グ メ ン ト の 平 均 値 V P Q （ ５ １ ２ ） 、 V S T （ ５ １ ４ ） 、
V’ P Q （ ５ １ ２ ’ ） 及 び V’ S T （ ５ １ ４ ’ ） が 常 に 平 均 化 す る た め 同 数 の デ ー タ 例 を 使 用 す
る こ と も 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 正 常 拍 動 ５ ０ ０ に 対 す る ST偏 差 ５ １ ０ を 計 算 す る の に 使 用 さ れ る 一 連 の 工 程 の 例 は 以 下
の 通 り で あ る 。
　 １ ． 拍 動 ５ ０ ０ に 対 す る R波 の ピ ー ク の 時 間 T R （ ５ ０ ９ ） を 確 認 す る 。
　 ２ ． 以 前 の R波 か ら の 時 間 を 計 算 し 、 そ の 時 間 を 使 用 し て T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T の 値 を
調 べ る 又 は 計 算 す る 。
　 ３ ． 時 間 （ T R － T P Q ） と 時 間 （ T R － T P Q ＋ D P Q ） 間 の PQセ グ メ ン ト ５ ０ １ の 振 幅 を 平 均 化
し て PQセ グ メ ン ト の 平 均 振 幅 V P Q （ ５ １ ２ ） を 作 り 出 す 。
　 ４ ． 時 間 （ T R ＋ T S T ） と 時 間 （ T R ＋ T S T ＋ D S T ） 間 の STセ グ メ ン ト ５ ０ ５ の 振 幅 を 平 均 化
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し て STセ グ メ ン ト の 平 均 振 幅 V S T （ ５ １ ４ ） を 作 り 出 す 。
　 ５ ． V S T （ ５ １ ４ ） か ら V P Q （ ５ １ ２ ） を 引 い て 拍 動 ５ ０ ０ に 対 す る ST偏 差 Δ V（ ５ １ ０
） を 作 り 出 す 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ こ に は １ つ だ け の 正 常 拍 動 ５ ０ ０ が 示 さ れ て い る が 、 通 常 は 複 数 の 拍 動 が 存 在 し 、 そ
れ は 図 ４ の 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２ 及 び 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ に 保 存 さ れ る
Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 格 納 さ れ る 。 １ 日 の う ち の 前 も っ て 設 定 さ れ た 時 間 間 隔
で 、 図 ５ の 工 程 ４ ５ ８ が 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ を 作 動 さ せ る 。 そ れ は 「
平 均 基 準 ST偏 差 」 Δ V B A S E を 計 算 し 、 少 な く と も ２ つ の 拍 動 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト
の ST偏 差 Δ V（ ５ １ ０ ） の 平 均 と し て 定 義 さ れ る 。 通 常 は 、 ４ 拍 動 か ら ８ 拍 動 の 基 準 電 気
記 録 図 セ グ メ ン ト の ST偏 差 が 平 均 化 さ れ て 、 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A S E を 作 り 出 す 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 １ 日 の う ち の あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 「 i」 （ お よ そ 2Wの 時 間 間 隔 ） の そ れ ぞ れ に 対
し て 、 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A S E (i)が 計 算 さ れ て 、 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ メ モ リ ４ ７ ５ に 保
存 さ れ る 。 後 に 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 の 各 拍 動 の ST偏 差 Δ V（ ５ １ ０ ） と 比 較 す る た
め で あ る 。 例 え ば 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A S E (i)が １ 時 間
に １ 度 収 集 さ れ 、 図 ４ の 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ メ モ リ ４ ７ ５ に 保 存 さ れ る ２ ４ の 値 Δ V B A S
E (i)（ Δ V B A S E (１ )、  Δ V B A S E (２ )、 …  Δ V B A S E (２ ４ )） が 存 在 す る 。 単 一 の 拍 動 最 近 収
集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 過 度 の STシ フ ト は 、 そ の 拍 動 に 対 す る ST偏 差 Δ Vが 、 お
よ そ ２ ４ 時 間 前 に 収 集 さ れ た 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A S E (i)か ら 所 定 の 閾 値 振 幅 以 上 シ フ ト す
る と き に 検 知 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 所 定 の 拍 動 の STシ フ ト は 、 そ の 拍 動 に 対 す る ST偏 差 Δ Vか ら 適 切 な 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A
S E (i)を 引 く こ と に よ り 計 算 さ れ る 。 R-R間 隔 が １ 拍 動 の 心 拍 数 が 正 常 範 囲 に あ る こ と を 示
す と 想 定 す る と 、 そ の 後 単 一 の 拍 動 の 過 度 の STシ フ ト は （ Δ V－ Δ V  B A S E (i)） が 正 常 心 拍
数 範 囲 の 正 常 STシ フ ト 閾 値 H n o r m a l よ り 大 き い 場 合 に 検 知 さ れ る 。 図 ５ の 心 臓 信 号 処 理 プ
ロ グ ラ ム ４ ５ ０ は 、 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ が 作 動 す る 前 に こ う し た 過 度 の STシ フ ト が ３
つ の 連 続 す る 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の N拍 動 の う ち の Mで 積 極 的 に 認 識 さ れ る こ と を
必 要 と す る 。 閾 値 H n o r m a l は 固 定 値 で あ り 、 あ る 期 間 に わ た っ て 変 化 せ ず 、 図 １ の プ ロ グ
ラ マ ６ ８ で 心 臓 救 済 器 ５ の プ ロ グ ラ ミ ン グ の 時 間 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 過 度 の STシ フ ト の 検 知 用 の 閾 値 は 固 定 さ れ て い な い が 、 図 ４ の
基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ に 保 存 さ れ た i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト か ら H S T (i)
と し て 計 算 さ れ る 。 こ れ を 行 う た め に R波 の ピ ー ク の 振 幅 V R （ ５ ０ ３ ） 及 び 平 均 PQセ グ メ
ン ト 振 幅 V P Q （ ５ １ ２ ） 間 の 差 異 が 少 な く と も ２ 拍 動 の 各 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の そ
れ ぞ れ ご と に 、 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ に よ り 計 算 さ れ る 。 少 な く と も ２
つ の 拍 動 の i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 差 異 （ V R － V P Q ） の 平 均 値 Δ R(i)は STシ フ
ト 検 知 の 閾 値 H S T (i)を 作 り 出 す た め に 使 用 で き る 。 そ の 閾 値 は i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ
グ メ ン ト の 信 号 強 度 に 比 例 す る 。 こ の 技 術 の 利 点 は 、 電 気 記 録 図 の 信 号 強 度 が あ る 期 間 に
わ た っ て ゆ っ く り と 変 化 す る 場 合 に 、 STシ フ ト 検 知 の 閾 値 H S T (i)が 比 例 し て 変 化 す る こ と
で あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は あ ら か じ め 設 定 さ れ た パ ー セ ン テ ー ジ P S T を 有 し 、 そ れ は
Δ R(i)で 乗 じ ら れ 、 閾 値 H S T (i)＝ P S T × Δ R(i)を 得 る 。 従 っ て 、 閾 値 H S T (i)は i番 目 の 基 準
電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の STセ グ メ ン ト を 越 え た R波 の ピ ー ク の 平 均 の 高 さ の 固 定 パ ー セ ン
テ ー ジ で あ る 。 例 え ば 、 P S T が ２ ５ ％ で あ る 場 合 、 STシ フ ト （ Δ V－ Δ V B A S E (i)） が 閾 値 H S
T (i)よ り 大 き い 場 合 に 、 所 定 の 拍 動 で の 過 度 の STシ フ ト が 検 知 さ れ る 。 そ の 際 H S T (i)は i
番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の PQか ら R高 さ の 平 均 Δ R(i)の ２ ５ ％ で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 図 ５ の 心 臓 信 号 処 理 ４ ５ ０ で X及 び Zの 値 は 両 方 と も ２
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０ 秒 で あ り 、 Yは １ ０ 秒 、 ２ Wは ６ ０ 分 、 Uは ２ ４ 時 間 、 Wは ３ ０ 分 、 Mは ６ で Nは ８ で あ る 。
従 っ て 図 ５ の 工 程 ４ ５ ７ 及 び 工 程 ４ ６ ９ は 、 24± 1/2時 間 前 に 捕 捉 さ れ た 基 準 電 気 記 録 図
セ グ メ ン ト か ら 抽 出 さ れ た パ ラ メ ー タ と 比 較 し て 、 ８ 拍 動 の う ち の ６ 拍 動 の ３ ０ 秒 ご と に
捕 捉 さ れ た Y＝ １ ０ 秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 過 度 の STシ フ ト を 調 べ る 。 こ の 好 ま し
い 実 施 形 態 で は 、 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は １ 時 間 に １ 回 捕 捉 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 図 ７ は 基 準 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 サ ブ ル ー チ ン ４
４ ０ は 図 ４ の 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ の i番 目 の メ モ リ 位 置 に 図 ５ の 工 程 ４ ５ ４ で 「
最 近 の 」 電 気 記 録 図 メ モ リ に 保 存 さ れ た 最 後 の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 保 存 す る
こ と に よ り 工 程 ４ ３ ９ を 開 始 す る 。 そ の 後 こ の Y秒 の 電 気 記 録 図 デ ー タ は 基 準 電 気 記 録 図
セ グ メ ン ト と な り 、 将 来 の U時 間 ± W分 の う ち の ２ W長 期 間 の 間 に 使 用 さ れ る 検 知 用 パ ラ メ
ー タ を 計 算 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ １ で は 、 基 準 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ が 、 工 程 ４ ３ ９ で 保 存 さ れ た 基 準 電
気 記 録 図 セ グ メ ン ト の １ 番 目 か ら （ N＋ ２ ） 番 目 の 拍 動 （ j＝ １ か ら N＋ ２ ） の R波 の ピ ー ク
時 間 T R (j)を 見 つ け る 。 こ れ は N＋ ２ 拍 動 の 総 数 で あ る 。 各 時 間 T R (j)は 通 常 Y秒 長 の 電 気 記
録 図 セ グ メ ン ト の 始 ま り か ら j番 目 の R波 の ピ ー ク ま で カ ウ ン ト さ れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ２ で は 、 i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト RR(i)の 平 均 R-R間 隔 が 、 N＋ １
拍 動 （ j＝ ２ か ら N＋ ２ ま で ） の そ れ ぞ れ に 対 す る R-R間 隔 を 平 均 化 す る こ と に よ り 計 算 さ
れ る 。 そ の 際 拍 動 jに 対 す る R-R間 隔 は T R (j)－ T R (j－ １ )で あ る 。 例 え ば 、 拍 動 ２ に 対 し て
、 R-R間 隔 は 拍 動 １ の R波 ピ ー ク （ ま さ に 最 初 の R波 ） か ら 拍 動 ２ の R波 ピ ー ク ま で の 時 間 間
隔 で あ る 。 す な わ ち 、 j＝ ２ か ら j＝ N＋ １ ま で の N拍 動 の そ れ ぞ れ の 前 後 の R-R間 隔 が 計 算
さ れ る 。 こ の 工 程 は ま た 、 心 臓 救 済 器 ５ の プ ロ グ ラ ミ ン グ で 画 定 さ れ た 「 正 常 」 範 囲 外 で
あ る R-R間 隔 を 識 別 す る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 基 準 デ ー タ は 「 正 常 」 拍 動 か
ら の み 抽 出 さ れ る 。 正 常 拍 動 と は R波 前 後 両 方 の R-R間 隔 が 「 正 常 」 範 囲 に あ る こ と で あ る
。 こ れ は R波 が PQセ グ メ ン ト 振 幅 に 影 響 を 及 ぼ す 前 の 短 す ぎ る R-R間 隔 と し て 、 及 び R波 が S
Tセ グ メ ン ト 振 幅 に 影 響 を 及 ぼ し た 後 の 短 す ぎ る R-R間 隔 と し て 使 用 す る の に 好 ま し い 技 術
で あ る 。 そ の ど ち ら か は 過 度 の STシ フ ト の 誤 っ た 表 示 を 作 り 出 し て し ま う か ら で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ３ で は 、 オ フ セ ッ ト T P Q 、 T S T 、 D P Q 及 び D S T （ 図 ６ 参 照 ） が 計 算 さ れ る 。 １
つ の 実 施 形 態 で は 、 T P Q 及 び T S T は そ れ ぞ れ パ ー セ ン テ ー ジ φ P Q 及 び φ S T か け る 平 均 R-R間
隔 RR(i)で あ る 。 こ の 技 術 は PQセ グ メ ン ト 及 び STセ グ メ ン ト の 始 ま り の 場 所 を 調 節 し て 心
拍 数 の 変 化 を 明 ら か に す る 。 パ ー セ ン テ ー ジ φ P Q 及 び φ S T は 図 １ の プ ロ グ ラ マ ６ ８ に よ り
解 析 さ れ た 「 正 常 な 」 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト に 基 づ い て 患 者 の 主 治 医 に よ り 選 択 さ れ る 。
本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 は 固 定 時 間 オ フ セ ッ ト T P Q 及 び T S T を 使 用 し 、 そ れ ら は 患 者 の 主 治 医
に よ り プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 。 同 様 に PQセ グ メ ン ト 及 び STセ グ メ ン ト の 継 続 時 間 D P Q 及 び D

S T （ 図 ６ 参 照 ） は パ ー セ ン テ ー ジ δ P Q 及 び δ S T 回 に 平 均 R-R間 隔 RR(i)を そ れ ぞ れ 乗 じ る こ
と に よ り 計 算 で き る 。 パ ー セ ン テ ー ジ δ P Q 及 び δ S T も ま た 、 患 者 の 主 治 医 に よ り プ ロ グ ラ
マ ６ ８ を 使 用 し て 選 択 さ れ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 固 定 セ グ メ ン ト 継 続 時 間 D P Q
及 び D S T を 使 用 し 、 そ れ ら は 患 者 の 主 治 医 に よ り プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ る 。 固 定 継 続 時 間 D P Q
及 び D S T を 使 用 す る こ と は 、 平 均 PQセ グ メ ン ト 振 幅 V P Q 及 び STセ グ メ ン ト 振 幅 V S T の そ れ ぞ
れ の 計 算 で 平 均 化 さ れ た 例 を 同 数 保 持 す る と い う 利 点 を 有 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ４ で は 、 正 常 拍 動 と し て 工 程 ４ ２ ２ で 識 別 さ れ た N拍 動 （ j＝ ２ か ら N＋ １
） の そ れ ぞ れ に 対 し て 、 ピ ー ク T R (j)前 の T P Q を 始 め る 継 続 時 間 D P Q に わ た る j番 目 の 拍 動 の
PQセ グ メ ン ト 振 幅 の 平 均 V P Q (j)と 時 間 T R (j)後 の T S T を 始 め る 継 続 時 間 D S T に わ た る j番 目 の
拍 動 の 平 均 STセ グ メ ン ト 振 幅 V S T (j)が 計 算 さ れ る 。 同 様 に 工 程 ４ ４ ４ は T波 の ピ ー ク の 高
さ V T (j)も 計 算 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
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　 各 拍 動 に 対 す る V S T (j)及 び V P Q (j)間 の 差 異 で あ る ST偏 差 Δ V S T (j)が 、 そ の 後 工 程 ４ ４ ５
で 計 算 さ れ る 。 同 様 に 、 工 程 ４ ４ ５ は V T (j)及 び V P Q (j)間 の 差 異 で あ る T波 偏 差 Δ V T (j)を
計 算 す る 。 図 ５ の 工 程 ４ ５ ５ は 、 ２ に 満 た な い 短 す ぎ る 拍 動 が 存 在 す る 場 合 に 基 準 抽 出 サ
ブ ル ー チ ン だ け を 作 動 さ せ る こ と が で き 、 従 っ て 基 準 デ ー タ 抽 出 で 使 用 さ れ る N拍 動 の う
ち 少 な く と も N－ ２ は 正 常 拍 動 で あ る こ と に 留 意 し な け れ ば な ら な い 。 こ こ で は ２ に 満 た
な い 短 い 拍 動 と い う 限 度 が あ る が 、 ２ よ り も 短 い 他 の 最 小 限 の 数 も 使 用 さ れ る こ と が 予 想
さ れ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ６ で は 、 N拍 動 内 の す べ て の 正 常 拍 動 に 対 す る ST偏 差 Δ V S T (j)が 平 均 化 さ
れ て i番 目 の 平 均 基 準 ST偏 差 Δ V B A S E (i)を 作 る 。 同 様 に 、 工 程 ４ ４ ６ で は N拍 動 内 の す べ て
の 正 常 拍 動 に 対 す る T波 の 偏 差 Δ V T (j)が 平 均 化 さ れ て i番 目 の 平 均 基 準 T波 偏 差 Δ V B A S E (i)
を 作 る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 代 替 実 施 形 態 は ま た 、 各 正 常 拍 動 の 過 度 の STシ フ ト を 検 査 す る 及 び 任 意 の こ う
し た 拍 動 を 平 均 基 準 ST偏 差 の 計 算 及 び T波 偏 差 の 計 算 か ら 排 除 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ７ で は 、 平 均 PQセ グ メ ン ト VPQ(j)よ り 上 の j番 目 の R波 の ピ ー ク の 高 さ の 平
均 Δ R(i)が 正 常 拍 動 に 対 し て 計 算 さ れ る 。 Δ R(i)は i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の
平 均 信 号 強 度 の 指 標 と し て 作 用 す る 。 Δ R(i)は 過 度 の STシ フ ト に 対 す る 検 知 閾 値 を 提 供 す
る た め に 使 用 さ れ 、 そ れ は あ る 期 間 に わ た る 電 気 記 録 図 の 信 号 強 度 の ゆ っ く り と し た 変 化
に 適 合 す る 。 こ れ は 、 電 極 １ ４ 及 び １ ７ の 感 度 が 、 移 植 箇 所 が 回 復 す る に つ れ て 変 化 す る
の で 、 移 植 に 続 い て 最 も 価 値 が あ る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 Δ T B A S E (i)は T波 全 体 の 信 号 例 の 平 均 で あ る 又 は 正 常 拍 動 の T波 の ピ ー ク 振 幅 の 平 均 で あ
る 。 STシ フ ト 検 知 及 び T波 シ フ ト 検 知 の 両 方 が 使 用 さ れ る 場 合 、 過 度 の STシ フ ト 又 は T波 シ
フ ト の ど ち ら か が 変 化 を 検 知 す る （ こ れ が 望 ま し い ） 又 は 問 題 が 過 度 の STシ フ ト 及 び T波
シ フ ト が 存 在 す る こ と を 要 求 す る 場 合 に 心 臓 事 象 が 明 ら か に な る と い う こ と も 予 想 さ れ る
。
【 ０ １ ５ １ 】
　 続 く 工 程 ４ ４ ８ で は 、 正 常 心 拍 数 の STシ フ ト 検 知 に 対 す る 閾 値 H S T (i)が Δ R(i)の プ ロ グ
ラ ム 制 御 さ れ た 閾 値 パ ー セ ン テ ー ジ P S T を 乗 じ る こ と に よ り 計 算 さ れ る 。 ま た 工 程 ４ ４ ８
で は 、 T波 シ フ ト 検 知 器 が 使 用 さ れ て い る 場 合 、 正 常 な 心 拍 数 の T波 シ フ ト 検 知 に 対 す る 閾
値 H T (i)は Δ R(i)の プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た 閾 値 パ ー セ ン テ ー ジ P T を 乗 じ る こ と に よ り 計 算
さ れ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 最 後 に 工 程 ４ ４ ９ に お い て 、 抽 出 さ れ た 基 準 パ ラ メ ー タ Δ V B A S E (i)、 Δ T B A S E (i)、 Δ R(
i)、 H S T (i)及 び H T (i)は 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ メ モ リ ４ ７ ５ に 保 存 さ れ る 。 基 準 抽 出 サ ブ
ル ー チ ン ４ ４ ０ は 終 わ り 、 プ ロ グ ラ ム は 図 ５ の 工 程 ４ ５ １ の 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム
４ ５ ０ に 戻 る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 STシ フ ト 検 知 及 び T波 シ フ ト 検 知 の １ つ の 実 施 形 態 は 、 24± 1/2時 間 前 の STシ フ ト 検 知 に
対 す る 基 準 及 び 過 去 １ 分 か ら ４ 分 の T波 シ フ ト に 対 す る 基 準 を 使 用 す る 。 こ れ に よ り 基 準
抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ が 約 ６ ０ 秒 ご と に T波 シ フ ト パ ラ メ ー タ に 対 し て 、 及 び １ 時 間 ご
と に STセ グ メ ン ト パ ラ メ ー タ に 対 し て 作 動 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 基 準 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ は 、 図 ５ の STシ フ ト 検 知 工 程 ４ ５ ７ 及 び ４ ６ ９ と 同 じ 処 理
さ れ る 拍 動 数 と し て 「 N」 を 使 用 す る と 記 述 さ れ て い る が 、 よ り 多 い 拍 動 数 又 は 少 な い 拍
動 数 の ど ち ら か が 、 図 ５ の 過 度 の STシ フ ト で 検 査 さ れ た 拍 動 数 「 N」 と 比 較 し て 、 基 準 抽
出 に 使 用 で き る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
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　 図 ７ に 示 さ れ る 基 準 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ に 使 用 さ れ る 通 常 の 値 は N＝ ８ で あ り 、 Y秒
長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の ２ 拍 動 か ら ９ 拍 動 を 使 用 し て ８ 拍 動 に わ た る デ ー タ を 平 均 化
す る 。 し か し 、 わ ず か １ 拍 動 又 は １ ０ ０ 拍 動 だ け 又 は そ れ 以 上 が サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ に よ
り 抽 出 さ れ る パ ラ メ ー タ を 計 算 す る た め に 使 用 で き る こ と が 予 想 さ れ る 。 ま た 、 本 発 明 の
好 ま し い 実 施 形 態 が 「 正 常 な 」 拍 動 だ け か ら 基 準 デ ー タ を 抽 出 し て も 、 ８ 拍 動 す べ て を 使
用 す る こ と に よ り た い て い 認 容 で き る 結 果 が 生 み 出 さ れ る と い う こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 基 準 抽 出 サ ブ ル ー チ ン ４ ４ ０ は 過 度 の STシ フ ト 及 び T波 シ フ ト を 識 別 す る パ ラ メ ー タ の
抽 出 を 示 し て い る が 、 心 臓 救 済 器 ５ は こ れ ら 検 知 方 法 の ど ち ら か と 一 緒 に 機 能 す る 又 は 他
の 技 術 を 使 用 し て １ つ 又 は そ れ 以 上 の 冠 状 動 脈 事 象 を 示 す 電 気 記 録 図 信 号 の 変 化 を 測 定 す
る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 図 ８ は 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４
９ ０ は 、 患 者 に 対 し て 重 大 な 心 臓 事 象 警 報 の 根 拠 と な る 検 知 さ れ た 十 分 な 数 の 事 象 が あ る
と き に 作 動 す る 。 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ は 工 程 ４ ９ １ か ら 始 ま る 。 そ こ で は 図 ４ の 基 準 電 気
記 録 図 メ モ リ ４ ７ ４ 及 び 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ ４ ７ ２ 両 方 の 内 容 全 体 が 事 象 メ モ リ ４ ７
６ に 保 存 さ れ る 。 こ れ に よ り 上 述 さ れ た 電 気 記 録 図 デ ー タ が 新 し い 基 準 の 又 は 最 近 の 電 気
記 録 図 デ ー タ に よ っ て 上 書 き さ れ な い 場 所 に 保 存 さ れ 、 患 者 の 主 治 医 が 警 報 前 に 発 生 し た
期 間 に 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 調 べ る こ と が で き る 。 １ 時 間 に １ 度 収 集 さ れ る
２ ４ の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 、 及 び ３ ０ 秒 ご と に 収 集 さ れ る ８ つ の 最 近 の 電 気 記 録 図
セ グ メ ン ト を 伴 う 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 医 者 が 心 臓 事 象 の ち ょ う ど ４ 分 前 か ら の か な り
の 量 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 検 査 す る こ と が で き 、 同 時 に 事 象 前 ２ ４ 時 間 の い か な る 変 化 も
見 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 次 に 工 程 ４ ９ ２ で は 、 内 部 警 報 信 号 が 、 図 ４ の CPU４ ４ が 警 報 サ ブ シ ス テ ム ４ ８ に 重 大
な 事 象 警 報 信 号 を 作 動 さ せ る こ と に よ り 作 動 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 続 く 工 程 ４ ９ ３ で は 、 警 報 サ ブ ル ー チ ン は CPU４ ４ に 重 大 な 事 象 警 報 メ ッ セ ー ジ を 図 １
の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に 図 ４ の 心 臓 救 済 器 ５ の 遠 隔 測 定 サ ブ シ ス テ ム ４ ６ 及 び ア ン テ ナ
３ ５ を 通 じ て 送 信 す る よ う に 指 示 す る 。 警 報 メ ッ セ ー ジ は L2分 間 に 毎 L1秒 に １ 回 に 送 ら れ
る 。 こ の 時 間 の 間 、 工 程 ４ ９ ４ は 外 部 警 報 シ ス テ ム が 警 報 メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た と い う 通
知 を 待 つ 。 L2分 後 、 通 知 が 受 信 さ れ な い 場 合 、 図 １ の 心 臓 救 済 器 ５ は 外 部 警 報 シ ス テ ム ６
０ と 接 触 し よ う と す る こ と を あ き ら め る 。 L2分 前 に 通 知 を 受 信 し た 場 合 、 工 程 ４ ９ ５ は 警
報 に 関 す る デ ー タ を 外 部 警 報 シ ス テ ム に 送 信 す る 。 こ の 警 報 関 連 デ ー タ は 通 常 、 警 報 の 原
因 、 基 準 の 及 び 最 後 の 事 象 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 及 び 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ た 時 間 を 含 む
。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 続 く 工 程 ４ ９ ６ で は 、 心 臓 救 済 器 ５ は 図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に 心 臓 救 済 器 の プ ロ
グ ラ ミ ン グ の 間 に プ ロ グ ラ マ ６ ９ を 使 用 し て 患 者 の 主 治 医 に よ り 選 択 さ れ た 他 の デ ー タ を
送 信 す る 。 こ れ ら の デ ー タ は 心 臓 救 済 器 メ モ リ ４ ７ に 保 存 さ れ た 検 知 閾 値 H S T (i)、 H T (i)
及 び 他 の パ ラ メ ー タ 及 び 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 含 む 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 一 旦 内 部 警 報 信 号 が 工 程 ４ ９ ２ に よ り 作 動 す る と 、 図 ４ の ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ サ ブ シ
ス テ ム ４ ９ は 、 L3分 の あ ら か じ め 設 定 さ れ た 時 間 間 隔 が 経 過 し た こ と 又 は 心 臓 救 済 器 ５ が
警 報 が 停 止 さ れ る こ と を 要 求 す る 図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ か ら の 信 号 を 受 信 す る こ と
を 示 す ま で 待 つ 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 ５ の 電 力 を 節 約 す る た め 、 工 程 ４ ９ ６ は 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ か
ら の 停 止 信 号 を １ 分 ご と に 検 査 す る 。 一 方 で は 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ は 信 号 を 連 続 的 に １
分 よ り 少 し 長 く 送 信 す る 。 そ れ に よ り 信 号 を 見 逃 す こ と は な い 。 警 報 が 外 部 警 報 シ ス テ ム
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６ ０ に 送 信 さ れ る と き 、 心 臓 救 済 器 ５ の 内 部 ク ロ ッ ク ４ ９ と 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ が 同 期
し 、 そ れ に よ り 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の プ ロ グ ラ ミ ン グ が 、 次 に 心 臓 救 済 器 が 停 止 信 号 を
探 し て い る こ と を 知 る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ の こ の 点 で 、 工 程 ４ ９ ７ は 図 ４ の 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に G時 間 の
間 F秒 ご と に E秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 記 録 及 び 保 存 し て 、 患 者 の 主 治 医 及 び ／ 又 は
緊 急 治 療 室 の 医 療 専 門 家 が 警 報 の 引 き 金 と な っ た 事 象 に 続 く あ る 期 間 に わ た る 患 者 の 電 気
記 録 図 を 見 る こ と が で き る 。 患 者 、 介 護 者 又 は 救 急 医 療 師 が 血 栓 溶 解 薬 又 は 抗 血 小 板 薬 を
投 入 し て 急 性 心 筋 梗 塞 の 原 因 と な る 血 液 凝 固 を 取 り 除 こ う と す る 場 合 に 、 こ れ は 特 別 な 意
味 が あ る 。 投 入 に 続 く デ ー タ を 検 査 す る こ と に よ り 、 患 者 へ の 効 果 が 記 録 さ れ 、 さ ら な る
適 切 な 治 療 が 施 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 工 程 ４ ９ ８ で は そ の 後 、 警 報 サ ブ ル ー チ ン は リ セ ッ ト 信 号 が 医 者 の プ ロ グ ラ マ ６ ８ 又 は
図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム ５ ５ か ら 受 信 さ れ る ま で 待
つ 。 リ セ ッ ト 信 号 は 通 常 図 ４ の 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ が 図 １ の 外 部 装 置 ７ の 構 成 部 品 に 転 送 さ
れ た 後 与 え ら れ る 。 リ セ ッ ト 信 号 は 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ を 消 去 し （ 工 程 ４ ９ ９ ） 工 程 ４ ５ １
で 主 要 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ を 再 作 動 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 L6時 間 に リ セ ッ ト 信 号 が 受 信 さ れ な い 場 合 、 そ の 後 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ は 図 ５ の 工
程 ４ ５ １ に 戻 り 、 心 臓 事 象 を 検 知 す る た め に 心 臓 救 済 器 ５ は 再 び 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の
処 理 を 始 め る 。 そ の 後 別 の 事 象 が 検 知 さ れ た 場 合 、 事 象 後 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 保 存 す る
の に 使 用 さ れ る 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ の 部 分 が 新 た な 事 象 か ら の 事 象 前 の 電 気 記 録 図 デ ー タ で
上 書 き さ れ る 。 こ の 処 理 は す べ て の 事 象 メ モ リ が 使 用 さ れ る ま で 続 く 。 す な わ ち 、 検 知 に
続 く デ ー タ よ り 事 象 に 至 る ま で の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 見 る こ と が さ ら に 重 要 で あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 図 ９ は 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ の 機 能 を 示 し て い る 。 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ
ン は 、 患 者 の 心 拍 数 が 正 常 範 囲 （ 例 え ば １ 分 間 に ５ ０ 拍 動 か ら ８ ０ 拍 動 ） を 下 回 る 又 は 運
動 中 に 発 生 す る 上 昇 範 囲 （ 例 え ば １ 分 間 に ８ ０ 拍 動 か ら １ ４ ０ 拍 動 ） を 上 回 る と き に 作 動
す る 。 低 心 拍 数 （ 徐 脈 ） は ペ ー ス メ ー カ ー の 必 要 性 を 示 し 、 低 心 拍 数 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ
れ た 期 間 後 に も な く な ら な い 場 合 は 、 患 者 に 「 SEE DOCTOR」 警 報 を 指 示 す る 。 非 常 に 高 い
心 拍 数 は 頻 脈 又 は 心 室 細 動 を 示 し 、 高 心 拍 数 が す ぐ に な く な ら な い 場 合 は 深 刻 で あ り 、 検
知 さ れ た AMIの よ う な 重 大 事 象 警 報 に 値 す る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 工 程 ４ ２ １ か ら 開 始 す る 。 そ こ で は 図 ５ の 工 程 ４ ５
３ 及 び 工 程 ４ ５ ４ で 収 集 さ れ た Y秒 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に 保 存 さ
れ る （ 工 程 ４ ２ １ ） 。 な ぜ な ら 、 患 者 の 主 治 医 が 高 心 拍 数 又 は 低 心 拍 数 が 起 き た こ と を 知
り た が る か ら で あ る 。 一 旦 Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 保 存 さ れ る と 、 高 ／ 低 心 拍 数
サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ の 工 程 ４ ２ ２ は 心 拍 数 が 高 す ぎ る 、 低 す ぎ る 又 は 不 規 則 か に 左 右 さ れ
て 異 な る 方 向 に 処 理 を 方 向 付 け る 。 不 規 則 な 場 合 、 図 １ ２ に 示 さ れ る 不 規 則 心 拍 数 サ ブ ル
ー チ ン ４ １ ０ が 作 動 す る 。 心 拍 数 が 高 す ぎ る 場 合 、 工 程 ４ ２ ３ は 事 象 カ ウ ン タ kを １ ず つ
増 や し 、 そ の 後 工 程 ４ ２ ４ が 事 象 カ ウ ン タ kが ３ に 等 し い か ど う か を 調 べ る 。 こ の 実 施 形
態 は k＝ ３ の 事 象 を 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ を 作 動 さ せ る 誘 因 と し て 使 用 す る が 、 k＝ １ 又
は ２ あ る い は ３ よ り 高 い k値 も ま た 使 用 で き る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 工 程 ４ ２ ４ で は 、 k＝ ３ で あ る 場 合 、 そ の 後 図 ８ に 示 さ れ る 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ が
作 動 す る 。 kが ３ よ り 小 さ い 場 合 、 そ の 後 工 程 ４ ２ ５ で 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０
が 「 B」 秒 待 ち 、 工 程 ４ ２ ６ で 心 拍 数 が 依 然 高 す ぎ る か ど う か を 再 び 検 査 す る 。 心 拍 数 が
依 然 高 す ぎ る 場 合 に は 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ が 工 程 ４ ２ ３ に 戻 る 。 そ こ で は
事 象 カ ウ ン タ が １ ず つ 増 加 さ れ る 。 心 拍 数 が 高 い ま ま 維 持 さ れ る 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ
ル ー チ ン ４ ２ ０ は kが ３ に 等 し く な る 及 び 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ が 作 動 す る ま で ル ー プ
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す る 。 工 程 ４ ２ ６ で 心 拍 数 が 高 い ま ま 維 持 さ れ な い 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２
０ は 図 ５ に 示 さ れ る 主 要 な 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ３ に 戻 る 。 STシ フ ト
振 幅 は 、 非 常 に 高 い 心 拍 数 の 存 在 と し て 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ の 高 心 拍 数 部 分
が 、 誤 っ た 指 標 を 与 え る 電 気 記 録 図 の STセ グ メ ン ト 及 び PQセ グ メ ン ト の 変 化 の 検 知 を 変 更
で き る 間 は 検 知 さ れ な い 。 非 常 に 高 い 心 拍 数 は 、 そ れ 自 体 が 、 患 者 に 対 し て 極 端 に 危 険 で
あ り 、 従 っ て 心 臓 の 重 大 事 象 で あ る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 工 程 ４ ２ ２ で 心 拍 数 が 高 す ぎ る よ り も む し ろ 低 す ぎ る 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン
４ ２ ０ は 工 程 ４ ３ １ へ 進 む 。 そ こ で は Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 図 ５ に 示 さ れ る 主
要 な 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ７ と 同 じ 方 法 で 過 度 の STシ フ ト に 対 し て 検
査 さ れ る 。 言 い 換 え る と 、 N拍 動 中 の Mの ST偏 差 は i番 目 の 基 準 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 基
準 平 均 ST偏 差 Δ V B A S E (i)か ら 少 な く と も H S T (i)シ フ ト さ れ ね ば な ら な い 。 工 程 ４ ３ １ で 過
度 の STシ フ ト が 検 知 さ れ る 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 図 ５ に 示 さ れ る STシ
フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ を 作 動 さ せ る た め に 戻 る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 工 程 ４ ３ １ で 過 度 の STシ フ ト が 検 知 さ れ な い 場 合 、 工 程 ４ ３ ２ は 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー
チ ン ４ ２ ０ を 工 程 ４ ３ ２ で 「 C」 秒 待 た せ 、 そ の 後 図 ５ に 示 さ れ る 主 要 な 心 臓 信 号 処 理 プ
ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ３ 及 び 工 程 ４ ５ ４ の よ う に 新 し い Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン
ト を バ ッ フ ァ す る 及 び 保 存 す る 。 一 旦 新 し い Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 収 集 さ れ る
と 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 工 程 ４ ３ ３ で 心 拍 数 が 依 然 低 す ぎ る か ど う か を 検
査 す る 。 心 拍 数 が も は や 低 す ぎ な い 場 合 、 シ ス テ ム は 図 ５ に 示 さ れ る 主 要 な 心 臓 信 号 処 理
プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ５ に 戻 る 。 心 拍 数 が 低 す ぎ る ま ま で あ る 場 合 、 そ の 後 工 程 ４
３ ４ は 過 度 の STシ フ ト を 検 査 す る 。 工 程 ４ ３ ４ で 過 度 の STシ フ ト が 存 在 す る 場 合 、 高 ／ 低
心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 図 ５ の STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ を 作 動 さ せ る た め に
戻 る 。 工 程 ４ ３ ４ で 過 度 の STシ フ ト が 検 知 さ れ な い 場 合 、 工 程 ４ ３ ５ は 高 ／ 低 心 拍 数 ４ ２
０ を 工 程 ４ ３ ５ で 別 の 「 C」 秒 待 た せ 、 そ の 後 図 ５ の 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０
の 工 程 ４ ５ ３ 及 び 工 程 ４ ５ ４ の よ う に 別 の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を バ ッ フ ァ す る
及 び 保 存 す る 。 一 旦 こ の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 収 集 さ れ る と 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ
ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 工 程 ４ ３ ６ で 心 拍 数 が 依 然 低 す ぎ る か （ ３ 回 目 ） を 検 査 す る 。 心 拍 数
が も は や 低 す ぎ な い 場 合 、 シ ス テ ム は 図 ５ の 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４
５ ５ に 戻 る 。 心 拍 数 が 低 い ま ま で あ る 場 合 、 工 程 ４ ３ ７ は 過 度 の STシ フ ト を 検 査 す る 。 工
程 ４ ３ ７ で 過 度 の STシ フ ト が 存 在 す る 場 合 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 図 ５ の ST
シ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ を 作 動 さ せ る た め に 戻 る 。 工 程 ４ ３ ７ で 過 度 の STシ フ ト が
検 知 さ れ な い 場 合 、 工 程 ４ ３ ８ は 最 も 最 近 収 集 さ れ た Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 内
容 を 保 存 し 、 患 者 の 主 治 医 が の ち に 検 査 す る た め 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に 保 存 す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 工 程 ４ ３ ８ に 到 達 し た 場 合 、 そ の 後 患 者 の 心 拍 数 は
２ 回 の 「 C」 秒 の 待 ち を 経 て も 低 す ぎ る ま ま で あ る 。 そ こ で 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４
２ ０ は 工 程 ４ ２ ７ に 進 み 、 内 部 「 SEE DOCTOR」 警 報 信 号 を 作 動 さ せ る 。 工 程 ４ ２ ７ は ま た
、 図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 外 に 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 「 SEE DOCTOR」 警 報 信 号 を
作 動 さ せ る 信 号 を 送 信 す る 。 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 「 SEE DOCTOR」 警 報 信 号 は 警 報 の 原
因 を 示 す 文 字 の 又 は 口 頭 の メ ッ セ ー ジ を 含 む 。 例 え ば 、 図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム の ス ピ ー
カ ー ５ ７ は 警 報 音 を 発 し 、 文 字 の メ ッ セ ー ジ が 表 示 さ れ る 又 は ス ピ ー カ ー ５ ７ が 患 者 に 口
頭 の 警 報 メ ッ セ ー ジ を 発 す る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 連 続 す る 低 心 拍 数 を 検 査 し て い る 間 、 STシ フ ト 振 幅 が そ れ ぞ れ の 待 ち の 後 に 依 然 検 査 さ
れ る こ と に 留 意 す べ き で あ る 。 な ぜ な ら 低 心 拍 数 は 急 性 心 筋 梗 塞 の 副 産 物 で あ る こ と が 知
ら れ て い る か ら で あ る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 最 後 に 工 程 ４ ２ ８ に お い て 、 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ は 作 動 し た 「 SEE DOCTOR
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」 警 報 信 号 を L4分 間 又 は 警 報 信 号 を 停 止 さ せ る 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ か ら の 信 号 を 受 信 す
る ま で 保 持 す る 。 「 SEE DOCTOR」 警 報 信 号 が 可 能 と な っ た あ と 、 そ れ 以 下 だ と 高 ／ 低 心 拍
数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ が 作 動 す る 低 心 拍 数 の 限 度 が 工 程 ４ ２ ９ に よ り 変 更 さ れ 、 工 程 ４ ３
６ で 測 定 さ れ た 平 均 心 拍 数 を ち ょ う ど 下 回 る 。 一 旦 患 者 が 医 者 に 見 て も ら う よ う に 警 告 さ
れ る と 、 さ ら な る 警 報 は 不 快 で あ る 。 従 っ て 心 拍 数 の 下 限 が 最 良 に 変 更 さ れ る 。 こ れ に よ
り 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ が そ の 後 主 プ ロ グ ラ ム の 工 程 ４ ５ ２ に 戻 る こ と が で き
る 。 そ こ で は STシ フ ト 振 幅 を 監 視 し 続 け 、 急 性 心 筋 梗 塞 の 早 期 検 知 を 提 供 す る 。 心 臓 救 済
器 ５ の 実 際 の プ ロ グ ラ ミ ン グ は 心 拍 数 の 代 わ り に R-R間 隔 を 使 用 し 、 ど ち ら か で 十 分 で あ
る こ と 及 び １ つ は 他 か ら 容 易 に 計 算 で き る こ と が 理 解 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 図 １ ０ は 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ を 示 し て い る 。 そ れ は 患 者 の 運 動 中 に 発 生 す る よ う な
上 昇 心 拍 数 の 事 象 の 際 の 心 臓 救 済 器 ５ に 対 す る 判 断 を 提 供 す る 。 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０
は 、 拍 動 カ ウ ン タ jを 使 用 し て Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 内 の 拍 動 を 示 す 。 拍 動 は サ ブ
セ グ メ ン ト と し て 定 義 さ れ 、 厳 密 に Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の １ つ の R波 を 含 む 。 虚
血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ は 工 程 ４ ８ １ で 拍 動 カ ウ ン タ jを 値 ２ に 初 期 設 定 す る こ と に よ り 始
ま る 。 そ の 後 工 程 ４ ８ ２ で 、 拍 動 jの R-R間 隔 範 囲 Aが 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 そ れ ぞ れ ７ ５
０ か ら ６ ７ ０ 、 ６ ７ ０ か ら ６ ０ ０ 、 ６ ０ ０ か ら ５ ０ ０ 、 ５ ０ ０ か ら ４ ３ ０ ミ リ 秒 の ４ つ の
R-R間 隔 範 囲 A＝ １ か ら ４ が 存 在 す る 。 こ れ ら は １ 分 間 に ８ ０ か ら ９ ０ 、 ９ ０ か ら １ ０ ０ 、
１ ０ ０ か ら １ ２ ０ 、 及 び １ ２ ０ か ら １ ４ ０ 拍 動 の 心 拍 数 間 隔 に 対 応 す る 。 範 囲 Aの 数 及 び
各 範 囲 の 上 限 及 び 下 限 は 、 患 者 の 主 治 医 に よ り 図 １ の プ ロ グ ラ マ ６ ８ か ら プ ロ グ ラ ム 制 御
さ れ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 続 く 工 程 ４ ８ ３ で は 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た 虚 血 乗 数 μ (A)が 図 ４ の プ ロ グ ラ ム 制 御 で
き る パ ラ メ ー タ ４ ７ １ か ら 取 り 出 さ れ る 。 μ (A)は R-R間 隔 範 囲 Aに 対 す る STシ フ ト 検 知 の
閾 値 を 増 加 又 は 減 少 さ せ る 要 素 で あ る 。 言 い 換 え る と 、 患 者 が 運 動 に よ る 上 昇 心 拍 数 の 間
い く つ か の 虚 血 を 有 し て い る の で 、 患 者 の 主 治 医 は 、 １ 以 上 で あ り そ れ ぞ れ の 連 続 す る 心
拍 数 範 囲 と と も に 増 加 す る μ (A)を プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る 。 例 え ば 、 R-R間 隔 範 囲 が ７ ５ ０
か ら ６ ７ ０ 、 ６ ７ ０ か ら ６ ０ ０ 、 ６ ０ ０ か ら ５ ０ ０ 及 び ５ ０ ０ か ら ４ ３ ０ ミ リ 秒 で あ る 場
合 、 対 応 す る μ (A)は １ ． １ 、 １ ． ２ 、 １ ． ３ 及 び １ ． ５ で あ る 。 こ れ に よ り A＝ ４ の R-R
間 隔 範 囲 （ ５ ０ ０ か ら ４ ３ ０ ミ リ 秒 ） の STシ フ ト が 正 常 心 拍 数 中 の も の の １ ． ５ 倍 の 大 き
さ で あ り 、 そ れ に よ り 心 臓 事 象 と 見 な す こ と を 必 要 と す る 。 患 者 が 、 埋 め 込 ま れ た リ ー ド
線 が 心 臓 壁 内 で 回 復 し た 移 植 後 に 、 運 動 の ス ト レ ス テ ス ト を 受 け る 及 び そ の ス ト レ ス テ ス
ト 中 に 心 臓 救 済 器 ５ に よ り 捕 捉 さ れ る 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は 患 者 の 主 治 医 に よ り 調 べ ら
れ て 、 最 適 な 範 囲 の 間 隔 と 虚 血 乗 数 を 決 定 し 、 そ れ ら が ス ト レ ス テ ス ト が 行 わ れ た と き か
ら 患 者 の 運 動 誘 発 性 虚 血 が 悪 化 し た こ と を 識 別 す る 手 助 け と な る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 完 全 な 急 性 心 筋 梗 塞 よ り も 血 管 狭 窄 の 小 さ い 変 化 を 検 知 す る た め に 、 図 １ か ら 図 ４ の 心
臓 救 済 器 ５ が １ 以 下 の μ (A)を 使 用 す る こ と も 予 想 さ れ る 。 例 え ば 、 R-R間 隔 範 囲 が ７ ５ ０
か ら ６ ７ ０ 、 ６ ７ ０ か ら ６ ０ ０ 、 ６ ０ ０ か ら ５ ０ ０ 、 ５ ０ ０ か ら ４ ３ ０ ミ リ 秒 で あ る 場 合
、 対 応 す る μ (A)は ０ ． ５ 、 ０ ． ６ 、 ０ ． ７ 及 び ０ ． ８ で あ る 。 従 っ て こ の 例 で は 、 ７ ５
０ か ら ６ ７ ０ ミ リ 秒 の R-R間 隔 範 囲 に お い て 、 虚 血 検 知 の 閾 値 は 正 常 な 心 拍 数 範 囲 に 対 す
る そ れ の 半 分 で あ る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 一 旦 虚 血 乗 数 が 取 り 出 さ れ る と 、 工 程 ４ ８ ４ は R-R間 隔 範 囲 Aに 対 す る 虚 血 STシ フ ト 閾 値
θ (A)を 計 算 す る 。 こ こ で θ (A)＝ H S T (i)× μ (A)で あ り 、 H S T (i)は 正 常 心 拍 数 に 対 す る 現
在 の STシ フ ト 閾 値 で あ る 。 続 く 工 程 ４ ８ ５ で は 、 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ は 拍 動 jに 対 し
て STシ フ ト が 虚 血 閾 値 θ (A)よ り 大 き い か ど う か を 検 査 す る 。 大 き く な い 場 合 、 工 程 ４ ８
７ は そ の 後 N番 目 の 拍 動 が 調 査 さ れ た か ど う か を 検 査 す る 。 j番 目 の 拍 動 の STシ フ ト が 虚 血
閾 値 θ (A)を 超 え る 場 合 、 そ の 後 工 程 ４ ８ ６ は θ (A)以 上 の STシ フ ト を 伴 う M拍 動 が 見 つ か
っ た か ど う か を 検 査 す る 。 見 つ か ら な か っ た 場 合 は 工 程 ４ ８ ７ に 進 む 。 工 程 ４ ８ ７ で 、 N
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番 目 の 拍 動 が 調 査 さ れ た 場 合 、 図 ５ の 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ １ に
戻 る 。 N拍 動 が ま だ 調 査 さ れ て い な い 場 合 、 工 程 ４ ８ ９ で jを １ ず つ 増 加 し 、 工 程 ４ ８ ２ に
ル ー プ バ ッ ク す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 過 度 の STシ フ ト を 伴 う M拍 動 が 工 程 ４ ８ ６ に よ っ て 見 つ か る 場 合 、 工 程 ５ ８ １ は 現 在 の Y
秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 事 象 メ モ リ ４ ７ ６ に 保 存 し 、 そ の 後 工 程 ５ ８ ２ で 事 象 カ ウ
ン タ kが １ だ け 増 や さ れ 、 続 い て 工 程 ５ ８ ３ に よ っ て kが ３ に 等 し い か ど う か 検 査 さ れ る 。
kが ３ よ り 小 さ い 場 合 、 そ の 後 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ は 工 程 ５ ８ ４ で Z秒 ス リ ー プ す る こ
と に よ り 続 き 、 そ の 後 工 程 ５ ８ ５ で 新 た な Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を バ ッ フ ァ に 格
納 し 、 工 程 ５ ８ ６ で 新 た な Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト を 図 ４ の 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ
リ ４ ７ ２ の 次 の 場 所 に 保 存 す る 。 そ の 後 工 程 ５ ８ ７ で 心 拍 数 が 依 然 上 昇 し て い る か ど う か
を 検 査 す る 。 工 程 ５ ８ ７ で 心 拍 数 が 依 然 上 昇 し て い る 場 合 、 虚 血 を 検 査 す る ル ー プ が 作 動
し て 再 び 工 程 ４ ８ １ を 開 始 す る 。 心 拍 数 が も は や 上 昇 し て い な い 場 合 、 そ の 後 工 程 ５ ８ ８
は 心 拍 数 が 高 す ぎ る 、 低 す ぎ る 又 は 不 規 則 で あ る か ど う か を 検 査 す る 。 こ の よ う な 場 合 、
高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ が 作 動 す る 。 心 拍 数 が 高 す ぎ な い 、 低 す ぎ な い 又 は 不 規
則 で な い 場 合 は 、 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ は 終 わ り 、 プ ロ グ ラ ム は 図 ５ の STシ フ ト 検 証 サ
ブ ル ー チ ン ４ ６ ０ の 工 程 ４ ６ ９ に 戻 る 。 こ れ に よ り 上 昇 心 拍 数 で 検 知 さ れ た 過 度 の STシ フ
ト が 、 心 拍 数 が 正 常 に 戻 っ て AMI警 報 を 素 早 く 引 き 起 こ す と き 、 シ フ ト し た ま ま で い る こ
と が で き る 。 こ れ が 作 動 す る の は 、 こ の 箇 所 で kが １ 又 は ２ で あ り 、 そ の た め 正 常 な 心 拍
数 を 伴 う 過 度 の STシ フ ト を ２ 又 は １ 以 上 検 知 す る こ と が 重 大 な 事 象 の AMI警 報 を 引 き 起 こ
す か ら で あ る 。 し か し 工 程 ５ ８ ２ で k＝ ３ で あ る 場 合 、 過 度 の STシ フ ト の 最 後 の 検 知 は 上
昇 心 拍 数 の 間 に 発 生 し 、 急 性 心 筋 梗 塞 よ り も む し ろ 運 動 誘 発 性 虚 血 と し て 取 り 扱 わ れ る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 だ か ら 、 工 程 ５ ８ ２ で k＝ ３ で あ る （ す な わ ち 運 動 誘 発 性 虚 血 が 検 知 さ れ た ） 場 合 、 虚
血 サ ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ は 工 程 ６ ８ １ に 移 行 す る 。 そ こ で は 運 動 誘 発 性 虚 血 が 工 程 ５ ８ ３ で
k＝ ３ で あ る 際 に 検 知 さ れ た 最 初 の 時 間 か ら L5分 よ り 長 い か ど う か を 検 査 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 運 動 誘 発 性 虚 血 が 最 初 の 検 知 か ら L5分 よ り 短 い 場 合 、 そ の 後 内 部 SEE DOCTOR警 報 信 号 が
ま だ 作 動 し て い な い 場 合 は 、 工 程 ６ ８ ２ に よ り 作 動 す る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 L5分 よ り 多 い 場 合 、 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ が 作 動 す る 。 こ れ に よ り 、 上 昇 心 拍 数 で の
過 度 の STシ フ ト が L5分 以 内 に 消 え な い 場 合 、 工 程 ６ ８ ２ で す で に 開 始 さ れ た SEE DOCTOR警
報 信 号 が 主 要 AMI警 報 に 変 更 さ れ る 。 同 様 に 、 患 者 が 運 動 を や め 、 心 拍 数 が 正 常 に 戻 っ た
が 過 度 の STシ フ ト が 残 っ て い る 場 合 に も 、 そ の 後 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ が 作 動 す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 L5分 よ り 短 く 、 SEE DOCTOR警 報 信 号 が ま だ 作 動 し て い な い 場 合 、 工 程 ６ ８ ３ は 次 に 図 １
の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に メ ッ セ ー ジ を 送 っ て SEE DOCTOR外 部 警 報 信 号 を 作 動 さ せ る 及 び
患 者 に 対 し 行 っ て い る こ と を や め て 、 心 拍 数 を 正 常 に 戻 す た め に 座 る 又 は 横 に な る よ う に
と い う 文 字 の 又 は 口 頭 の メ ッ セ ー ジ で 指 示 す る 。 こ れ に 続 い て 、 工 程 ６ ８ ４ で は 、 虚 血 サ
ブ ル ー チ ン ４ ８ ０ が SEE DOCTOR警 報 信 号 を 、 信 号 が 作 動 し た 最 初 の 時 間 か ら L4分 間 又 は 図
１ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 警 報 無 効 ボ タ ン ５ ９ か ら の 停 止 信 号 を 受 信 す る ま で 保 持 す る
。 そ の 後 プ ロ グ ラ ム は 図 ５ の 主 プ ロ グ ラ ム ４ ５ １ の 工 程 ４ ５ １ に 戻 り 、 患 者 の 心 臓 信 号 の
調 査 を 続 け る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 図 １ １ は 警 報 状 況 ６ ０ ０ を 図 解 し て い る 。 警 報 状 況 ６ ０ ０ は 、 内 部 警 報 信 号 （ 及 び ／ 又
は 図 １ の 監 視 シ ス テ ム 用 の 外 部 警 報 信 号 ） を 引 き 起 こ す 重 大 な 及 び さ さ い な 事 象 の 組 み 合
わ せ 例 で あ る 。 囲 み ６ １ ０ は 警 報 サ ブ ル ー チ ン ４ ９ ０ を 作 動 さ せ る 重 大 な 心 臓 事 象 の ６ １
１ か ら ６ １ ７ の 組 み 合 わ せ を 示 し て い る 。 こ れ ら は 以 下 を 含 む 。
　 ６ １ １ ． 　 正 常 心 拍 数 又 は 低 心 拍 数 で の ３ つ の STシ フ ト 事 象 （ 過 度 の STシ フ ト の 検 知 ）
　 ６ １ ２ ． 　 正 常 又 は 低 い 心 拍 数 で の ２ つ の STシ フ ト 事 象 及 び 高 す ぎ る 心 拍 数 か ら の １ 事
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象
　 ６ １ ３ ． 　 正 常 又 は 低 い 心 拍 数 で の １ つ の STシ フ ト 事 象 及 び 高 す ぎ る 心 拍 数 か ら の ２ 事
象
　 ６ １ ４ ． 　 高 す ぎ る 心 拍 数 か ら の ３ 事 象
　 ６ １ ５ ． 　 正 常 、 低 い 又 は 上 昇 心 拍 数 （ 虚 血 ） で あ り 、 最 後 の 検 知 が 正 常 又 は 低 い 心 拍
数 で あ る ３ つ の STシ フ ト 事 象
　 ６ １ ６ ． 　 最 後 の 事 象 が 高 心 拍 数 で あ る ３ 事 象 （ 過 度 の STシ フ ト 又 は 高 心 拍 数 ）
　 ６ １ ７ ． 　 虚 血 の 最 初 の 検 知 後 L5分 以 上 維 持 さ れ る 囲 み ６ ２ ０ 内 の 状 況 か ら の 虚 血 警 報
表 示
【 ０ １ ８ ４ 】
　 虚 血 警 報 状 況 ６ ２ ０ は 以 下 を 含 む 。
　 ６ ２ １ ． 　 正 常 、 低 い 又 は 上 昇 心 拍 数 （ 虚 血 ） で 、 最 後 の 検 知 が 上 昇 心 拍 数 数 で あ る ３
つ の STシ フ ト 事 象
　 ６ ２ ２ ． 　 高 す ぎ る 心 拍 数 事 象 を 含 み 、 最 後 の 検 知 が 上 昇 心 拍 数 で の 過 度 の STシ フ ト で
あ る 任 意 の ３ 事 象
【 ０ １ ８ ５ 】
　 虚 血 警 報 状 況 ６ ２ ０ の 一 方 が 満 た さ れ 、 運 動 誘 発 性 虚 血 が 最 初 に 検 知 さ れ て か ら L5分 よ
り 短 い 場 合 、 そ の 後 SEE DOCTOR警 報 信 号 が ま だ 作 動 し て い な い 場 合 、 虚 血 サ ブ ル ー チ ン ４
８ ０ の 工 程 ６ ８ ２ に よ り 作 動 す る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 囲 み ６ ３ ０ は 他 の さ さ い な 事 象 警 報 状 況 を 示 す 。 そ の 状 況 は 低 す ぎ る 心 拍 数 で 収 集 さ れ
た ３ つ の 連 続 す る 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト で あ る 徐 脈 警 報 状 況 ６ ３ ２ と 短 す ぎ る R-R間 隔 を
有 す る P u n s t e a d y %以 上 の 拍 動 に よ り 引 き 起 こ さ れ る 不 規 則 な 心 拍 数 警 報 状 況 ６ ３ ５ を 含 む
。 こ れ ら は 徐 脈 警 報 状 況 ６ ３ ２ に 対 す る 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ ２ ０ の 工 程 ４ ２ ７ と
不 規 則 な 心 拍 数 警 報 状 況 ６ ３ ５ に 対 す る 不 安 定 な 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ １ ０ の 工 程 ４ １ ６
に よ っ て 開 始 さ れ る SEE DOCTOR警 報 信 号 を 作 動 さ せ る 。 ま た SEE DOCTOR警 報 信 号 の き っ か
け は 低 電 池 状 況 ６ ３ ６ で あ る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 図 １ ２ は 不 規 則 な 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ １ ０ を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 サ ブ ル ー チ ン ４
１ ０ は 、 R-R間 隔 が 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ ３ 及 び 工 程 ４ ５ ４ に よ
り 収 集 さ れ た Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 多 く の 拍 動 に わ た っ て 大 き く 変 化 す る 場 合
に 作 動 す る 。 す で に 述 べ た よ う に 、 こ う し た 不 規 則 な 心 拍 数 を 識 別 す る １ つ の 技 術 は 、 ２
つ の 最 も 短 い R-R間 隔 と ２ つ の 最 も 長 い 間 隔 を 比 較 す る こ と で あ る 。 ２ つ の 最 も 短 い R-R間
隔 の 両 方 と ２ つ の 最 も 長 い R-R間 隔 の 平 均 の 間 の 差 異 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た パ ー セ ン テ
ー ジ α よ り 大 き い 場 合 、 不 規 則 な 心 拍 数 が 識 別 さ れ る 。 例 え ば 、 プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た パ
ー セ ン テ ー ジ α が ２ ５ ％ で あ る と 、 そ れ に よ り ２ つ の 最 も 短 い R-R間 隔 が そ れ ぞ れ ２ つ の
最 も 長 い R-R間 隔 の 平 均 よ り ２ ５ ％ 以 上 少 な い 場 合 、 そ の 後 心 拍 数 は 不 規 則 で あ る 。 よ り
長 い 時 間 Yが 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 収 集 に 使 用 さ れ る 場 合 、 そ の 後 検 知 さ れ た 不 規 則 な
心 拍 数 が 示 さ れ る の に ３ 又 は そ れ よ り 「 短 い 」 拍 動 が 必 要 と さ れ る 。 ゼ ロ 又 は １ つ の 短 い
拍 動 が あ る 場 合 、 主 要 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ は 工 程 ４ ５ ６ に 移 行 す る 。 工 程 ４ ５
６ は Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 「 正 常 な 」 拍 動 の す べ て に 注 意 を 払 う 。 正 常 な 拍 動
は R波 前 後 の R-R間 隔 の 両 方 が 正 常 範 囲 に あ る （ す な わ ち 、 短 す ぎ な い ） 場 合 を 含 む 拍 動 と
し て 定 義 さ れ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 不 規 則 な 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン ４ １ ０ は 工 程 ４ １ １ で 最 も 最 近 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 デ ー
タ の 少 な く と も N正 常 拍 動 を 検 査 す る こ と に よ り 始 ま る 。 サ ブ ル ー チ ン が 始 ま る と き 、 検
査 さ れ る Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト は た っ た １ つ し か 存 在 し な い 。 N正 常 拍 動 が 存 在 し
な い 場 合 、 そ の 後 更 な る Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト が 工 程 ４ １ ２ で 収 集 さ れ る 。 そ の
後 工 程 ４ １ １ は ２ つ の Y秒 長 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト （ す な わ ち 、 2Y秒 分 の 電 気 記 録 図 デ
ー タ ） の N正 常 拍 動 を 検 査 す る 。 工 程 ４ １ １ 及 び 工 程 ４ １ ２ の こ の ル ー プ は 、 そ の 際 時 間
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ご と に さ ら な る Y秒 の 電 気 記 録 図 が 収 集 さ れ る が 、 N正 常 拍 動 が 見 つ か る ま で 続 く 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 工 程 ４ １ １ も ま た 上 昇 心 拍 数 の R-R間 隔 を 伴 う 拍 動 を 検 査 す る 又 は 正 常 心 拍 数 に 対 す る R
-R間 隔 の 許 容 範 囲 を 広 げ る こ と に よ り 上 昇 心 拍 数 を 「 正 常 な 」 心 拍 数 と し て 含 む こ と が 予
想 さ れ る 。 一 旦 N「 正 常 」 心 拍 数 が 工 程 ４ １ １ で 見 つ か る と 、 そ の 後 工 程 ４ １ ３ が 図 ５ の
工 程 ４ ５ ７ と 同 様 に N正 常 心 拍 数 の う ち の Mで の 過 度 の STシ フ ト を 調 べ る 。 工 程 ４ １ ３ は ま
た 、 （ 図 ５ の 工 程 ４ ５ ７ の よ う に ） 過 度 の T波 シ フ ト を 探 す 。 過 度 の STシ フ ト （ 及 び ／ 又
は T波 シ フ ト ） が 工 程 ４ １ ３ で 検 知 さ れ た 場 合 、 プ ロ グ ラ ム は 図 ５ の STシ フ ト 検 証 サ ブ ル
ー チ ン ４ ６ ０ に 戻 る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 過 度 の STシ フ ト （ 及 び ／ 又 は T波 シ フ ト ） が 工 程 ４ １ ３ で 検 知 さ れ な い 場 合 、 そ の 後 工
程 ４ １ ４ は 収 集 さ れ た 電 気 記 録 図 デ ー タ の す べ て の 拍 動 （ 正 常 拍 動 だ け で は な い ） の P u n s
t e a d y ％ 以 上 が プ ロ グ ラ ム 制 御 さ れ た パ ラ メ ー タ α に よ り 上 述 で 定 義 さ れ た 短 す ぎ る R-R間
隔 を 有 す る か ど う か を 検 査 す る 。 有 さ な い 場 合 は 、 プ ロ グ ラ ム が 図 ５ の 主 要 心 臓 信 号 処 理
プ ロ グ ラ ム ４ ５ ０ の 工 程 ４ ５ １ に 戻 る 。 し か し P u n s t e a d y ％ 以 上 の 拍 動 が 短 い R-R間 隔 を 有
す る 場 合 、 そ の 後 工 程 ４ １ ５ は す べ て の 現 在 の 電 気 記 録 図 デ ー タ を 図 ４ の 事 象 メ モ リ ４ ７
６ に 保 存 す る 。 そ し て 工 程 ４ １ ６ が 図 ４ の 内 部 警 報 サ ブ シ ス テ ム ４ ８ と と も に SEE DOCTOR
警 報 信 号 を 作 動 し 、 図 １ の 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ に よ る 外 部 警 報 信 号 を 開 始 さ せ る 。 そ れ
は SEE DOCTOR警 報 信 号 が 不 規 則 な 心 拍 数 の 検 知 の 結 果 で あ る こ と を 患 者 に 示 す 文 字 の 又 は
口 頭 の メ ッ セ ー ジ を 伴 う 。 他 の SEE DOCTOR警 報 信 号 の 場 合 、 工 程 ４ １ ７ は 作 動 し た 「 SEE 
DOCTOR」 警 報 メ カ ニ ズ ム を L4分 間 又 は 外 部 警 報 シ ス テ ム ６ ０ か ら 警 報 を 停 止 す る 信 号 を 受
信 す る ま で 保 持 す る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 図 １ ３ は 監 視 シ ス テ ム ５ １ ０ の 変 形 し た 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 リ ー ド 線 ５ １ ２ 、 電 極
５ １ ４ 、 ア ン テ ナ ５ １ ６ 、 ヘ ッ ダ ー ５ ２ ０ 及 び 金 属 ケ ー ス ５ １ １ を 伴 う 心 臓 救 済 器 イ ン プ
ラ ン ト ５ ０ ５ は 急 性 心 筋 梗 塞 と い っ た 深 刻 な 心 臓 事 象 を 有 す る 危 険 の あ る 患 者 の 皮 下 に 埋
め 込 ま れ る 。 リ ー ド 線 ５ １ ２ は 皮 下 又 は 患 者 の 心 臓 に 設 置 さ れ る 。 ケ ー ス ５ １ １ は 不 関 電
極 と し て 作 用 す る 。 シ ス テ ム ５ １ ０ は ま た 、 医 者 の プ ロ グ ラ マ ５ １ ０ 、 外 部 警 報 ト ラ ン シ
ー バ ５ ６ ０ 及 び 充 電 器 ５ ６ ６ を 伴 う ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ を 含 む 外 部 装 置 を 含 む 。 外 部 警 報 ト
ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ は 自 身 の 電 池 ５ ６ １ を 有 し 、 警 報 無 効 ボ タ ン ５ ６ ２ 、 無 線 周 波 数 ト ラ ン
シ ー バ ５ ６ ３ 、 ス ピ ー カ ー ５ ６ ４ 、 ア ン テ ナ ５ ６ ５ 及 び 標 準 イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ５ ５
２ を 含 む 。 心 臓 救 済 器 ５ ０ ５ は 図 １ か ら 図 ４ の 心 臓 救 済 器 ５ と 同 じ 機 能 を 有 す る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ １ ０ の 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ５ ２ ２ は 、 携 帯 型
又 は ラ ッ プ ト ッ プ 型 の コ ン ピ ュ ー タ の 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ス ロ ッ ト に 挿
入 で き る 。 ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ は こ う し た 携 帯 型 コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 医 者 の プ ロ グ ラ マ ５
１ ０ は 通 常 ラ ッ プ ト ッ プ 型 の コ ン ピ ュ ー タ で あ る 。 こ う し た 規 格 化 さ れ た カ ー ド ス ロ ッ ト
と は コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ カ ー ド ス ロ ッ ト 、 PCMCIAア ダ プ タ （ PCア ダ プ タ ） カ ー ド ス ロ ッ
ト 、 メ モ リ ス テ ィ ッ ク カ ー ド ス ロ ッ ト 、 安 全 な デ ジ タ ル （ SD） カ ー ド ス ロ ッ ト 及 び マ ル チ
メ デ ィ ア カ ー ド ス ロ ッ ト を 含 む 。 外 部 警 告 ト ラ ン シ ー バ ５ １ ０ は そ れ 自 身 が 内 蔵 型 外 部 警
報 シ ス テ ム と し て 作 動 す る よ う 設 計 さ れ る が 、 ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ の 規 格 化 さ れ た カ ー ド ス
ロ ッ ト に 挿 入 さ れ る と 、 そ の 組 み 合 わ せ が 向 上 し た 機 能 性 を 伴 う 外 部 警 報 シ ス テ ム を 形 成
す る 。 例 え ば 、 ポ ケ ッ ト PCを 伴 わ な い 独 立 モ ー ド で は 、 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ は 心
臓 救 済 器 イ ン プ ラ ン ト ５ ０ ５ か ら の 警 報 通 知 を 受 信 で き 、 ス ピ ー カ ー ５ ６ ４ を 通 じ て １ つ
又 は そ れ 以 上 の 音 を 発 生 さ せ る こ と に よ り 外 部 警 報 信 号 を 作 り 出 せ る 。 こ れ ら の 音 は 患 者
を 起 こ す こ と が で き る 又 は 心 臓 救 済 器 ５ ０ ５ に よ り 発 生 し た 内 部 警 報 信 号 に よ り 提 供 さ れ
る そ れ に 対 し て 、 更 な る 注 意 を 提 供 す る こ と が で き る 。 警 報 無 効 ボ タ ン ５ ６ ２ は 外 部 及 び
内 部 警 報 信 号 の 両 方 を 認 識 し 、 及 び 停 止 す る こ と が で き る 。 従 っ て 独 立 型 外 部 警 報 ト ラ ン
シ ー バ ５ ６ ０ は ネ ッ ク レ ス や ベ ル ト の 上 に 着 用 で き る く ら い 小 さ い 主 要 な 機 能 性 を 提 供 す
る 。
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【 ０ １ ９ ３ 】
　 ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ に 差 し 込 ま れ る と 、 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ は 患 者 に 対 す る 文 字
の メ ッ セ ー ジ と 心 臓 救 済 器 か ら 送 信 さ れ る 電 気 記 録 図 デ ー タ の 表 示 が 容 易 に で き る 。 ポ ケ
ッ ト PCは ま た は 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム ５ ５ 及 び パ ニ ッ ク ボ タ ン ５ ２ に 図 １ の 外 部
警 報 シ ス テ ム ６ ０ の 機 能 が で き る よ う に す る 。 ポ ケ ッ ト PCな の で 、 地 理 的 に 遠 隔 の 場 所 に
い る 医 療 専 門 家 に デ ー タ を 容 易 に 送 信 で き る 無 線 イ ン タ ー ネ ッ ト ア ク セ ス の よ う な 無 線 通
信 機 能 に す ぐ に 接 続 も で き る 。 外 部 警 報 ア ダ プ タ ５ ６ ０ が ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ に 差 し 込 ま れ
る と き 、 充 電 器 ５ ６ ６ が 電 池 ５ ５ １ を 再 充 電 す る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ は ま た 心 臓 救 済 器 ５ ０ ５ と プ ロ グ ラ マ ５ １ ０ 間 の ２ 方 向 の
無 線 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス と し て の 役 割 も 果 た す 。 医 者 の プ ロ グ ラ マ ５ １ ０ は 通 常 ラ ッ プ
ト ッ プ 型 の コ ン ピ ュ ー タ で 、 マ イ ク ロ ソ フ ト ウ ィ ン ド ウ ズ の 操 作 シ ス テ ム の い く つ か の 種
類 を 作 動 す る 。 従 っ て 、 任 意 の 又 は 上 記 の 規 格 化 さ れ た ス ロ ッ ト イ ン タ ー フ ェ ー ス は 直 接
こ う し た ラ ッ プ ト ッ プ 型 コ ン ピ ュ ー タ と 接 続 で き る 又 は す ぐ に 利 用 で き る 変 換 ア ダ プ タ を
使 用 し て 接 続 で き る 。 例 え ば 、 ほ と ん ど す べ て の ラ ッ プ ト ッ プ 型 コ ン ピ ュ ー タ は PCMCIAス
ロ ッ ト を 有 し 、 PCMCIAカ ー ド ア ダ プ タ は コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ 、 SDカ ー ド な ど に 利 用 で き
る 。 従 っ て 、 外 部 警 報 ア ダ プ タ ５ ６ ０ は 医 者 の プ ロ グ ラ マ ５ １ ０ に イ ン タ ー フ ェ ー ス を 提
供 す る 。 こ れ が 心 臓 救 済 器 イ ン プ ラ ン ト ５ ０ ５ 及 び 外 部 警 報 ア ダ プ タ ５ ６ ０ が そ れ ぞ れ 内
臓 の セ キ ュ リ テ ィ コ ー ド と 対 を な す こ と で 更 な る 安 全 を 提 供 し 、 そ れ に よ り イ ン プ ラ ン ト
５ ０ ５ を プ ロ グ ラ ム 制 御 す る 。 医 者 は 無 線 ト ラ ン シ ー バ 及 び セ キ ュ リ テ ィ キ ー の 両 方 と し
て 作 用 す る 患 者 の 外 部 警 報 ア ダ プ タ ５ ６ ０ を 必 要 と す る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 こ こ で 記 述 さ れ た 監 視 シ ス テ ム １ ０ は 明 ら か に 独 立 型 シ ス テ ム と し て 作 動 す る が 、 さ ら
に ペ ー ス メ ー カ ー 又 は 埋 め 込 み 型 徐 細 動 器 回 路 を 伴 う 監 視 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 す る こ と は
明 ら か に 考 え ら れ る 。 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 ペ ー ス メ ー カ ー 回 路 １ ７ ０ 及 び ／ 又 は 徐 細
動 器 回 路 １ ８ ０ は 任 意 の 心 臓 救 済 器 ５ 又 は ５ ０ ５ の 一 部 と し て 作 ら れ う る 。 さ ら に 、 ２ つ
の 分 離 し た 装 置 （ １ つ の ペ ー ス メ ー カ ー 又 は １ つ の 徐 細 動 器 に １ つ の 心 臓 救 済 器 を 加 え る
） は 同 じ 患 者 に 埋 め 込 む こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 図 １ ４ は 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ５ ５ ２ 、 「 ALARM OFF」 と 表 示 さ れ た 警
報 無 効 ボ タ ン ５ ６ ２ 及 び ス ピ ー カ ー ５ ６ ４ を 有 す る 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ の 好 ま し
い 物 理 的 な 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 最 小 限 の 時 間 警 報 無 効 ボ タ ン ５ ６ ２ を 押 す 及 び 担 持 す
る こ と に よ り 、 警 報 が 存 在 し な い と き 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ が 心 臓 救 済 器 ５ ０ ５ の 稼 働 状
況 を 検 証 し 及 び ス ピ ー カ ー か ら の 確 認 音 を 発 す る こ と も 予 想 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 図 １ ５ は 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ ５ ６ ０ 及 び ポ ケ ッ ト PC５ ４ ０ の 組 み 合 わ せ の 物 理 的 な 実
施 形 態 を 示 し て い る 。 そ の 際 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ５ ５ ２ が ポ ケ ッ ト PC５
４ ０ の 合 致 す る 規 格 化 さ れ た イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド ス ロ ッ ト に 挿 入 さ れ て い る 。 ポ ケ ッ
ト PC５ ４ ０ の ス ク リ ー ン ５ ４ ２ は 心 臓 救 済 器 ５ ０ ５ が 急 性 心 筋 梗 塞 を 検 知 す る の に 続 い て
外 部 警 報 シ ス テ ム に よ り 作 り 出 さ れ る 表 示 の 例 を 示 す 。 図 １ ５ の ス ク リ ー ン ５ ４ ２ は 警 報
の 時 間 、 心 臓 事 象 が 検 知 さ れ て か ら の 最 近 の 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト 及 び 心 臓 事 象 検 知 の 際
の 比 較 に 使 用 さ れ る 基 準 電 気 記 録 セ グ メ ン ト を 表 示 す る 。 こ う し た 表 示 は 緊 急 治 療 室 に 到
着 す る ま で に 患 者 の 状 況 を 非 常 に 容 易 に 判 断 で き る 及 び 患 者 が 治 療 を 受 け る 前 の 更 な る 電
気 記 録 図 測 定 の 必 要 性 を 取 り 除 く 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 本 明 細 書 を 通 じ て す べ て の 患 者 は 男 性 を 引 き 合 い に 出 し て い る が 、 も ち ろ ん 患 者 は 男 性
又 は 女 性 で も あ る と 理 解 さ れ る 。 さ ら に 、 こ こ で 論 じ ら れ た 急 性 心 筋 梗 塞 に 対 す る 電 気 記
録 図 表 示 は STセ グ メ ン ト 及 び T波 の 高 さ を 伴 う シ フ ト の み で あ る が 、 電 気 記 録 図 に お け る
他 の 変 化 （ 心 臓 内 の ど こ で 閉 塞 が 起 こ っ て い る の か 及 び ど こ に 電 極 が 設 置 さ れ て い る の か
に 左 右 さ れ る ） も ま た 急 性 心 筋 梗 塞 が 起 こ っ て い る こ と を 判 断 す る た め に 使 用 さ れ る 。 さ
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ら に 、 心 臓 動 作 セ ン サ の よ う な セ ン サ 又 は 気 圧 、 pO 2 又 は 急 性 心 筋 梗 塞 又 は 心 臓 事 象 を 示
す 任 意 の 他 の 指 標 を 測 定 す る 装 置 は 独 立 し て 又 は STセ グ メ ン ト 又 は T波 シ フ ト 検 知 器 と 連
動 し て 使 用 さ れ 、 心 臓 事 象 を 感 知 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 に 対 す る こ こ に 記 述 さ れ た 処 理 技 術 の す べ て は 皮 膚 表 面 電 極 及 び
非 埋 め 込 み 型 心 臓 救 済 器 ５ を 使 用 す る 監 視 シ ス テ ム の 構 成 に 適 用 さ れ る こ と が 予 想 さ れ 、
電 気 記 録 図 と い う 用 語 は 心 電 図 と い う 用 語 に 置 き 換 え ら れ る 。 従 っ て 図 ５ か ら 図 １ ２ に 記
述 さ れ た 心 臓 救 済 装 置 は ま た 、 完 全 に 患 者 の 外 側 に あ る 監 視 装 置 と し て も 機 能 す る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 様 々 な 他 の 変 更 、 適 合 、 及 び 代 替 設 計 は も ち ろ ん 上 記 内 容 に 鑑 み て 可 能 で あ る 。 従 っ て
添 付 の 請 求 項 の 範 囲 内 で 、 本 発 明 が こ こ に 具 体 的 に 記 載 さ れ た 以 外 の 別 の 方 法 で も 実 行 で
き る と い う こ と が 理 解 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ０ １ 】
【 図 １ 】 心 臓 事 象 を 検 出 す る 及 び 患 者 に 心 臓 事 象 が 起 こ っ て い る こ と を 警 告 す る た め の 監
視 シ ス テ ム を 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 正 常 な 電 気 記 録 図 パ タ ー ン を 示 し 、 及 び 急 性 心 筋 梗 塞 を 示 す 重 畳 し た 上 昇 STセ グ
メ ン ト も 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 心 臓 救 済 器 の 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル と そ れ ぞ れ が １ つ の 電 極 を 有 す る ２ つ の 導 線 を
示 す 心 臓 救 済 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 心 臓 救 済 器 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 STシ フ ト を 計 算 す る の に 使 用 さ れ る 抽 出 さ れ た 電 気 記 録 図 セ グ メ ン ト の 特 徴 を 示
し て い る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン の ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の 警 報 サ ブ ル ー チ ン の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン の ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の 虚 血 サ ブ ル ー チ ン の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 心 臓 救 済 器 の 警 報 の 誘 因 と な る 状 況 の 図 式 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 心 臓 救 済 器 の 事 象 検 出 プ ロ グ ラ ム の 不 規 則 な 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン の ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 １ ３ 】 監 視 シ ス テ ム の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ の 好 ま し い 物 理 的 な 実 施 形 態 を 示 し て い る 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ と ポ ケ ッ ト PCの 組 み 合 わ せ の 物 理 的 な 実 施 形 態 を 示 し て
い る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 ３ 　 正 常 な STセ グ メ ン ト
　 ４ 　 上 昇 STセ グ メ ン ト
　 ５ 　 心 臓 救 済 器
　 ７ 　 外 部 装 置
　 １ ０ 　 監 視 シ ス テ ム
　 １ １ 　 金 属 製 ケ ー ス
　 １ ２ 　 リ ー ド 線
　 １ ３ 　 電 極
　 １ ４ 　 電 極
　 １ ５ 　 リ ー ド 線
　 １ ６ 　 皮 下 電 極
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　 １ ７ 　 皮 下 電 極
　 １ ８ 　 電 子 機 器 モ ジ ュ ー ル
　 ２ ０ 　 プ ラ ス チ ッ ク ヘ ッ ダ ー
　 ２ ２ 　 電 池
　 ３ １ 　 誘 電 デ ィ ス ク
　 ３ ２ 　 絶 縁 デ ィ ス ク
　 ３ ５ 　 ア ン テ ナ
　 ３ ６ 　 増 幅 器
　 ３ ７ 　 電 気 記 録 図 信 号
　 ３ ８ 　 デ ジ タ ル 信 号
　 ４ １ 　 ア ナ ロ グ － デ ジ タ ル 変 換 器
　 ４ ２ 　 FIFOメ モ リ
　 ４ ４ 　 CPU
　 ４ ５ 　 プ ロ グ ラ ム メ モ リ
　 ４ ６ 　 遠 隔 測 定 サ ブ シ ス テ ム
　 ４ ７ 　 RAM
　 ４ ８ 　 警 報 サ ブ シ ス テ ム
　 ４ ９ 　 ク ロ ッ ク ／ タ イ ミ ン グ サ ブ シ ス テ ム
　 ５ １ 　 外 部 警 報 信 号
　 ５ ２ 　 パ ニ ッ ク ボ タ ン
　 ５ ３ 　 無 線 信 号
　 ５ ４ 　 無 線 信 号
　 ５ ５ 　 患 者 が 操 作 す る 開 始 プ ロ グ ラ ム
　 ５ ６ 　 警 報 ト ラ ン シ ー バ
　 ５ ７ 　 警 報 ス ピ ー カ ー
　 ５ ８ 　 信 号
　 ５ ９ 　 警 報 無 効 ボ タ ン
　 ６ ０ 　 外 部 警 報 シ ス テ ム
　 ６ ５ 　 通 信 リ ン ク
　 ６ ７ 　 緊 急 医 療 サ ー ビ ス
　 ６ ８ 　 医 者 プ ロ グ ラ マ
　 ７ ０ 　 ア ン テ ナ
　 １ ６ １ 　 ア ン テ ナ
　 １ ６ ５ 　 モ デ ム
　 １ ６ ６ 　 充 電 器
　 １ ７ ０ 　 ペ ー ス メ ー カ ー 回 路
　 １ ８ ０ 　 除 細 動 器 回 路
　 １ ９ ０ 　 磁 石 セ ン サ
　 ４ １ ０ 　 不 規 則 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン
　 ４ ２ ０ 　 高 ／ 低 心 拍 数 サ ブ ル ー チ ン
　 ４ ４ ０ 　 基 準 パ ラ メ ー タ 抽 出 サ ブ ル ー チ ン
　 ４ ５ ０ 　 心 臓 信 号 処 理 プ ロ グ ラ ム
　 ４ ６ ０ 　 STシ フ ト 検 証 サ ブ ル ー チ ン
　 ４ ７ １ 　 プ ロ グ ラ ム 制 御 で き る パ ラ メ ー タ
　 ４ ７ ２ 　 最 近 の 電 気 記 録 図 メ モ リ
　 ４ ７ ３ 　 患 者 デ ー タ
　 ４ ７ ４ 　 基 準 電 気 記 録 図 メ モ リ
　 ４ ７ ５ 　 計 算 さ れ た 基 準 デ ー タ
　 ４ ７ ６ 　 事 象 メ モ リ
　 ４ ８ ０ 　 虚 血 サ ブ ル ー チ ン
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　 ４ ９ ０ 　 警 報 サ ブ ル ー チ ン
　 ５ ０ ０ 　 拍 動
　 ５ ０ ０ ’ 　 拍 動
　 ５ ０ ５ 　 心 臓 救 済 器
　 ５ １ ０ 　 監 視 シ ス テ ム
　 ５ １ １ 　 金 属 ケ ー ス
　 ５ １ ２ 　 リ ー ド 線
　 ５ １ ４ 　 電 極
　 ５ １ ６ 　 ア ン テ ナ
　 ５ ２ ０ 　 ヘ ッ ダ ー
　 ５ ４ ０ 　 ポ ケ ッ ト PC
　 ５ ４ ２ 　 ス ク リ ー ン
　 ５ ５ ２ 　 標 準 イ ン タ ー フ ェ ー ス カ ー ド
　 ５ ６ ０ 　 外 部 警 報 ト ラ ン シ ー バ
　 ５ ６ １ 　 電 池
　 ５ ６ ２ 　 警 報 無 効 ボ タ ン
　 ５ ６ ３ 　 無 線 周 波 数 ト ラ ン シ ー バ
　 ５ ６ ４ 　 ス ピ ー カ ー
　 ５ ６ ５ 　 ア ン テ ナ
　 ５ ６ ６ 　 充 電 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(47) JP 2004-261580 A 2004.9.24



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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摘要(译)

通过比较来自第一预定时间的参考心电图数据和来自第二预定时间的最
近心电图数据，设计用于检测心脏事件发生的心脏。 有一个救援者。 急
性心肌梗死（AMI）通过在相对较短的时间内记录患者心电图的ST段移
位（即电压变化）来检测。 本发明是一种监视系统，其包括电极和心脏
抢救装置。 心脏急救设备具有AMI检测功能和警报装置，以警告患者其
患有AMI或其他重大心脏事件，应立即赶往医院。 将最近收集的心电图
数据与心脏信号正常时先前收集的参考心电图数据进行比较。 请求以给
定时间间隔分隔的多个检测。 植入了电极和心脏保护器，监视系统包括
一个外部警报系统，该系统还具有生成外部警报信号并停止警报的装
置。 [选型图]图1
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